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１．新しく創る

日本サッカー協会誕生の地

古書店街で有名な東京神田神保町に、日本サッ
カー協会と全日本選手権の誕生を準備した場所が
ある。靖国通りと白山通りの交差点の西北の裏側
である。千代田区神田神保町２−14。いまは新田
家所有の「朝日神保町プラザ」というオフィス・
マンションが建っている。

かつて、このあたり一帯は新田家の屋敷だっ
た。東大サッカー部生みの親の一人である新田純

すみ

興
おき

の実家である。当時の地番は、東京府東京市神
田区中猿楽町20番地だった。

新田は東京帝国大学の学生だったとき、日本サ
ッカー協会設立と第１回全国大会創設の準備を手
伝って、英国の規則書の翻訳や書類の作成、実務
担当の幹事たちの打ち合わせを自宅で行った。い
わば新田家のあった場所は「日本サッカー協会誕
生の地」の一つだった。

今になって、新田純興の生涯を振り返ってみる
と、このときだけでなく、行くところ、行くとこ
ろで新しくサッカーの組織を創っている。サッカ

♳　新田純興（大正11年卒）

作って育て上げる
行く先々で組織を

草創期に礎築いた３偉人
　大正時代から昭和のはじめにかけて東京大学のサッカーの基礎を作り、社会に出てからも日
本のサッカーの発展に貢献した偉大な先輩たちの中から3人の評伝を掲載する。行く先々でサッ
カーを開拓した新田純興、日本のサッカーの国際化に貢献した野津謙、競技力の向上に献身し
た竹腰重丸である。そのほかの功労者の評伝が、今後 100年史、125年史に掲載され、さらに
多くの人材を東大のサッカーが送り出すことを期待したい。

ーを中学ではじめ、高校ではじめ、東大ではじめ
た。猪突猛進で挑戦するのではなく、外国の事情
や過去の歴史を調べ、あるいは自分の経験を生か
して地道に道を切り開いた。

新田は小学６年生のときにサッカーに出会っ
た。遺されている自筆の経歴書「私とサッカー」
には「明治43年１月、東京高師附属小学ではじめ
て蹴球の手ほどきを受け夢中になった」。また４
月に「中学に進んでもボールを蹴り続けた」と書
いている。
「（高師の人が）黒板に図を書いてゴールライ

ン、タッチラインなどＡＢＣから教えてくれた。
蹴球部の人たちがいた寄宿舎が、学校のすぐそば
だったので、毎朝７時ころからボールを借りて蹴
っていた」と語っている。

サッカーの手ほどきをしたのは、高師から来た
川崎喜一という若い先生だった。教育実習にきた
教生だったらしい。

そのころ附属中学校の課外活動を統括する「桐
陰会」で蹴球は「陸上運動部」に属していた。陸
上運動部には、蹴球のほか陸上競技と野球があっ
た。
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他校のチームと試合することは許されていなか
った。高師附中の最初の対外試合は、新田が中学
を卒業して５年後の1920年第３回関東蹴球大会で
ある。中学校での新田のサッカーは校内に限られ
ていた。

自筆の経歴書「私とサッカー」に「大正３年４
月、運動部委員となって校内に興隆させる」と書
いている。桐陰会陸上運動部委員となって、陸上
競技や野球に張り合って校内のサッカー人口を増
やしたものと想像できる。
「蹴球部」が独立するのは1925年であるが、そ

の前に対外試合ができるような基礎を作っていた
ということだろう。

一高と東大で基礎を作る

新田は1916（大正６）年に第一高等学校に進学
した。子息の新田純弘は「スポーツに没頭しすぎ
たためか、浪人して」と書いている。高校入試は
非常に難関で、なかでも一高は特に狭き門だっ
た。一高に入学するとすぐ中学の先輩に勧誘され
て弓術部にはいった。３年のときは弓術部の委員
だった。サッカー部はなかった。

３年生のときに野津謙と出会い、一高にサッカ
ーを持ち込む。当時の事情は、一高の同窓会誌

『向陵駒場』（1971年７月）に新田が寄稿した「一
高サッカーの起源」に分かりやすく書いてある。

──ある日突然、三部の野津謙がやってきた。
顔は知っていたが、まだ一言も交わしたことは

なかった。肩を入れて外に出て、生垣のそばでの
立ち話は
「中学時代はフットボールをやっていた相じゃ

ないか」
「一高でも蹴球をはじめよう」
と単刀直入である。
野津と二人で、広島一中、神戸一中、暁星中

学、高師附属などの出身者でフットボールをやっ
たことのある連中を数えてみると、チーム作りに
は事かかない──

野津と新田は、一高の校庭にゴールを建てた。
「グラウンドがあって、ゴールが立ち、そこへボ
ールを一つころがしておけばサッカーはできるの
である。あとはいとも自然にひろがっていったの
であった」と書いている。

明治の終わりごろ、一高は野球部黄金時代だっ
た。その野球部がほとんど占有していたグラウン
ドにサッカーのゴールを立てるには、相当な政治
力が必要だった。

1919年の９月に野津と新田は東京帝国大学に進
んだ。野津は医学部、新田は工学部冶金学科であ
る。

その前の年に、東大では八高出身者によるチー
ムが「帝大蹴球団」と名乗って、高師グラウンド
で行われた関東蹴球大会の招待試合に出ていた。

それが「東大でもサッカーを」という新田の思
いに火をつけた。東大サッカー部誌『闘魂』創刊
号への寄稿「東大蹴球部以前のこと」には次のよ
に書いてある。

──自分の母校の庭で八高出身者だけが東大を名
乗って試合をやった事は大いに不満である。一
高、三高、いや高校ではやらなかったが中学時代
はフットボールをやったという東大生がまだまだ
居るのだから、そうした連中を総動員して、名実
ともに東大の蹴球チームとしたいという情熱が燃
え上がって来た──。

「自分の母校の庭」というのは、関東蹴球大会
が行われた高師校庭のことである。

野津が他の高校出身者もまとめて一つのチーム
を作り、他校のチームと試合をするようになっ
た。

野津が先頭に立ち、新田が支えるという形だっ
た。最初のうちは「帝大蹴球団」の名称を引き継
いだようである。

新田の家で協会設立を準備

1921（大正10）年５月に上海で第４回極東選手
権大会が開かれた。日本、中国、フィリピンによ
る通称「極東オリンピック」である。

そのサッカー競技の日本代表に東大の野津謙が
選ばれた。野津を推薦したのは新田だった。まだ
日本にサッカー協会ができる前である。選手団編
成は大日本体育協会が行っていた。体協の球技担
当の委員は東京高師出身の岡部平太だった。新田
が岡部に野津を推薦し師範系中心の全関東チーム
に加えた。その全関東が国内予選を勝ち抜いて代
表になった。

東大の学生にすぎない新田が、なぜ体協に影響
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力を持ち得たのだろうか？
岡部が「蹴球強化のために体協委員としての仕

事を手伝え」と新田に命じたのだという。新田は
高師附属中学の出身であるから、高師系が主流だ
った体協の手伝いをすることになったのかもしれ
ない。東大生ではあるが高師の人脈に入っていた
のだろう。

第４回極東大会の日本代表を決めるための国内
予選も新田が準備を手伝った。

サッカーの競技規則も、満足なものがなかっ
た。1917年に極東体育協会の名前で出したことが
あったが、すでに残りはなかったので、「競技規
則を検討改訂して大日本体育協会制定として発
行」することとし、「ＦＡ（イングランドのサッ
カー協会）発行のレフェリーズ・チャートを勉強
し、体裁を整えて（大正）十年三月に出版させ
た」という。

こういう準備は、そのあとの大日本蹴球協会
（日本サッカー協会）の設立準備にも役立ってい
る。協会の設立の準備は極東大会参加の準備に引
き続いて行われた。

実務を担当した学生たちは、体協球技担当補助
役員である新田の自宅に集まり深夜まで、運営組
織の検討、イングランドの協会規則の翻訳、競技
指導書の作成などをした。翻訳を英語の得意な妹
が行い、それを学生たちが書き直したりしたとい
う。

1921（大正10）年９月10日創立の大日本蹴球協
会の委員に新田は野津らとともに名を連ねてい
る。大学３年生のときである。

協会発足後すぐ全国蹴球優勝競技会（全日本選
手権）が開かれた。その準備も新田邸で行われ
た。神田神保町が日本サッカー協会誕生の地に数
えられるべきだとする理由である。

全国優勝大会には東大も予選に「東京帝国大
学」の名で参加した。選手は14人、新田も野津も
当然加わっている。また自分たちの試合のないと
きは審判も務めている。

決勝大会は日比谷公園の広場で行ったが、ゴー
ルがなかったので、大塚の高師グラウンドから大
八車（人力で引く荷車）で運んだ。途中で警官に
怪しまれて尋問されたという話も残っている。

新田ら当時の東大生が、自ら計画し、自ら準備
し、自らプレーし、自ら運営をして、日本のサッ
カーの礎を築いたのである。

新田は進むところ、進むところに「サッカー」
を切り開いている。

太平洋戦争の敗戦後、一時茨城県の古河に住
み、古河一高の教員をしたことがある。そのと
き、1952（昭和27）年に古河一高蹴球部を創設し
た。それが、現在「サッカーの町」として知られ
る古河のサッカーの基礎である。

２．正しい道を求める

本場のイングランドに学ぶ

大日本体育協会球技部の補助役員として極東大
会への選手派遣準備と大日本蹴球協会の設立準備

を担当したことは、新田の「ものの考え方」に、
ひいては、その後の日本のサッカーの進み方に大
きな影響を与えたように思われる。神田神保町の
自宅に仲間を集め、本場イングランドのＦＡの規
則書などを翻訳し、サッカーの組織などについ
て、議論をしたからである。

大正時代のサッカーは、東京高師サッカーの初
期の人たちが読んだ英国の本が基礎になり、在留
外国人との試合がお手本になっていた。統一され
た規則はなく試合ごとの都合で取り決めて運営し

1970年ごろの新田さん＝代々木の岸記念体育会館サッカー
協会事務室で（当時）
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ていることも多かったようだ。新田は、本場の規
則を読み、その考え方を知ることによって、自分
たちのやりかたの間違いに気がついた。

一つの例は、引き分けに終わった場合の取り扱
いである。

そのころ、引き分けに終わった場合は、コーナ
ーキック、ゴールキックの数によって勝敗を決め
ることがあった。現在のような試合後にペナルテ
ィ・キックのシュートアウトをして勝敗を決める
ようになったのは、ずっと後のことである

新田は、コーナーキックやゴールキックの数に
よって勝敗を決めるようなことは英国にはないこ
とに気づき、そういう方法の廃止を主張した。

1921（大正10）年に行われた東大など４校によ
る「専門学校リーグ」では、勝ち２、引き分け
１、負け０の勝ち点制度を採用している。

勝ち抜きトーナメントの際の引き分けは、抽選
によって「次回に進出するチーム」を決めること
になった。この勝ち点制度と引き分け抽選は、第
２次世界大戦終了後まで長く世界的に行われてい
たものである。

シュートが完全にゴールラインを割ったかどう
かを判定するために「門審」（ゴールズマン）を
置くことも当時行われていた。新田自身も門審を
務めたこともある。これも廃止すべきだと考えて
いたという。

こういう考えは、単に「本場の英国でそうだか
ら」という理由だけではなかった。

全力を尽くして戦えば引き分けても双方に価値
があるという哲学的な理念がある。また、ゴール
キックを少なくし、コーナーキックを増やすよう
な戦い方は、ボールを争う競技の本質に合わない
という技術的な理念がある。

門審を置いたのは、ゴールの判定をめぐって
「もめごと」が多かったためと思われるが、審判
の判定に従って試合をするという「ゲームの精
神」を尊重すれば公式規則にない審判員を置く必
要はないという、フェアプレーを徹底させるため
の考えである。

こういう考え方については、晩年にわれわれ後
輩に対して、とつとつと語った。

温厚な人柄だったから、強い言葉で主張するこ
とはなかっただろうと、われわれは想像していた
が、当時の雑誌などに書いたものを読み返してみ
ると、内に秘めた信念は、当時の誰よりもしっか

りしていたことが分かる。

フェアプレー精神に徹する

大正時代のスポーツ雑誌『運動界』『野球界』
に、東大の学生であった新田が、たびたび記事を
寄せている。それを見ると、新田は「サッカーは
紳士の国である英国で生まれたスポーツであり、
したがって紳士のスポーツである」と固く信じて
いたようである。フェアプレーの訳語として「紳
士の競技」と書いている個所もある。

新田の考えていた「紳士のプレー」は「正々
堂々と勝負を争う」ことである。具体的には、わ
ざと反則をして相手の攻撃を止めるような卑

ひ

怯
きょう

な手段はとらないことであり、審判の判定には不
本意であっても潔く従うことであった。鎌倉時代
の武将、新田義貞の末裔である家に生まれ、武士
の家の男児として育てられたことも影響していた
かもしれない。

1922（大正11）年の『運動界』5月号に「スポ
ーツマンスピリット問題」と題する文章を寄せて
いる。大学を卒業し三菱鉱業に入社して佐渡鉱山
の技師として赴任した年である。

その前年10月の第２回全国優勝競技会（全日本
選手権）の関東北予選で起きた審判上のトラブル
について書いた記事だが、その前置きの部分が非
常に厳しい。

──私以上にスポーツマンシップを持たないでフ
ットボールをやってゐる人達が非常に多い事を知
って非常に残念に思います。我が蹴球界には英国
人（尤も日本に生れ日本で成長した人で見當はお
つきでしょうが）にして誤れる考を持し、スポー
ツマンシップに名をかりて誤れる考を或一部のプ
レーヤーに鼓吹しつつあるものがあって（中略）
残念に思います──
「誤れる考」を持っている人の名前は明記して

いないが、このときのトラブルには関係のない人
のようである。それをあえて取り上げたのは、ゲ
ームズマンシップ（ポルトガル語でマリーシアと
呼ばれているような考え）を、日ごろからにがに
がしく思っていたからだろう。

トラブルは全高師対青山師範の試合で起きたも
ので、オフサイドの判定をめぐり、主審がいった
ん認めたゴールを取り消し、不満とした側が試合
を放棄したという入り組んだものだった。これに
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対する新田の意見は、いまから見ても筋が通って
いる。「競技者はレフェリーを戴いて競技を開始
したら絶対に之に服従しなければならぬ。誤った
判定であろうと否とを問わず絶対である。誤った
審判をしたら何時でも抗議するぞと云ふ態度で如
何にして真の競技をして行く事が出来るか…」

その上で、協会の処置、審判の技術向上にも言
及していて明快である。

それから46年後、1968年のメキシコ・オリンピ
ックで日本のサッカーが３位になったとき、新田
はすでに勤めは退職して日本サッカー協会の常務
理事に戻っていた。新田は日本代表チームの銅メ
ダル以上に、ＦＩＦＡ（国際サッカー連盟）とユ
ネスコの両方から「フェアプレー賞」を贈られた
ことを喜んだ。

「ア式蹴球研究」を 10 回連載

プレーヤーとして、あるいは技術指導者として
の新田純興の業績は、あまり伝えられていない。
大学では盟友の野津謙を先頭に立て、自らは裏方
の仕事を引き受けたことによるものと思われてい
る。

高師附属中学時代は、学校の方針で対外試合は
許されなかった。一高、東大時代は、協会設立以
前で公式戦はまだない。

1922（大正11）年に１回だけ開かれた４校によ
る大学・専門学校蹴球リーグ戦が、初めての本格
的な対抗試合だった。このリーグを取り上げた

『運動界』大正11年３月号の記事には「帝大は新
田、野津君等の俊英を有すれども…」と書いてあ
る。小学生のときからボールを蹴っていた選手
は、当時はほとんどいなかっただろうから、新田
のボール扱いは目立ったはずである。しかし、大
学リーグの発足前に卒業したから、その後は「ひ
のき舞台」でプレーするチャンスはなかった。
『運動界』には大正10年８月号から大正11年５

月号まで10回にわたって、技術解説・指導の連載
をしている。タイトルは第６回までは「蹴球研
究」で、第７回からは「ア式蹴球研究」となって
いる。

この連載は、キック、ドリブルなどの基礎技術
から各ポジションの役割までを説明したもので、
日本で初めての体系的な技術・戦術の解説だと思
われる。中学生時代に教えられた東京高師系の体
験が基礎にあり、英国の資料を読みこなした知識

が加わっている。それを自分の考えでまとめてい
る。これだけのものを書くことのできる人材は、
当時ほかにはいなかっただろう。

塁守、後衛、中衛、前衛とポジションは漢字で
訳語を当ててあり、「ゴールキーパー」などとカ
ナでルビを振ってある。塁門（ゴール）、蹴渡

（パス）、奪球（タックル）、頭弾（ヘディング）、
塁門射撃（ゴール・シュート）などの用語には時
代を感じさせるものがある。

しかし、内容は現代に持ってきても、そのまま
通用するような先進的なものである。

バックが大きく前に蹴ってフォワードが突進す
るような、大ざっぱなキック・アンド・ラッシュ
の時代に「キック力も必要だが、確実に味方に渡
る正確さが重要である」と強調し、ショートパス
の有効なことを説いている。

練習方法についても「円陣を作り景気よくポン
ポン蹴とばし、次にシュート練習というような方
法」ではうまくならない。「一人でボールをもて
あそぶような練習が必要だ」という趣旨の説明を
している。

子どもたちの指導についても「蹴ることばかり
教えるのではなく、ドリブルする楽しさを覚えさ
せるべきだ」と主張している。 

この連載は、残念ながら新田が大学卒業後、地
方に赴任したため、中断したままで終わってい
る。

３．歴史を顧みる

ベルリン五輪の募金に貢献

東京帝国大学工学部冶金学科を卒業して三菱鉱
業株式会社に入社、すぐ技師として新潟県の佐渡
鉱山に赴任した。佐渡で12年半余勤務し、いった
ん東京本社勤務になり、１年４ヵ月後に秋田の尾
去沢鉱業所に転勤し、２年２ヵ月後にまた東京本
社に戻っている。

地方にいるときも社員の厚生に力を入れ、スポ
ーツを奨励した。尾去沢では、川の水を引き込ん
でプールを作り、夏は水泳、冬はアイスホッケー
の指導をしたという。

佐渡から戻って尾去沢に行くまでの１年４ヵ月
間、東京本社に在勤しているとき、日本サッカー
協会はベルリン・オリンピック参加の準備に追わ
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れていた。新田は常務理事になり、財務を担当し
た。

強化合宿と派遣費用で最低８万4,800円が必要
と見込まれ、そのうち３万円を協会で募金しなけ
ればならなかった。

大部分の金額を調達したのは、関西では田辺五
兵衛、関東では新田純興だったと伝えられてい
る。田辺は大手製薬会社のオーナー社長で、その
後もサッカー協会の派遣費調達などになんども貢
献しているが、新田は東京の名家の出とはいえ本
人はサラリーマンである。努力と犠牲は大きかっ
ただろうと思われる。昭和11年の春に日比谷公会
堂でベートーベンの交響曲第九番の演奏会を開
き、その入場料収入をベルリンへの派遣費に寄付
したが、実は交響楽団へのギャラはほとんど新田
が負担したのだという。

この演奏会の直後に、新田は尾去沢鉱業所の小
真木鉱山長として赴任、協会の常務理事は辞任し
た。

昭和13年に再び本社勤務になり東京に戻った。
協会理事にも復帰した。明治神宮競技大会のため
の練成合宿の指揮をするのが新田の役目だった。
中国大陸では日本軍が戦闘を起こしており、世界
は大戦に突入しようとしていた。

大変な時代ではあったが、三菱の支社対抗の試
合に出て、東大御殿下グラウンドで行われた試合
で自分のプレーを家族に見せたこともあった。

昭和18年に三菱から鉱山統制会に移った。戦争
遂行に協力するための統制団体である。昭和20年
４月にその理事となり、それが敗戦後に占領軍に
よる公職追放に引っかかる理由になった。

神田の自宅は、４月14日の大空襲で焼失した。
戦争が終わって失職し、住む家もなく、親族を

頼って茨城県の古河に移り住んだ。
昭和24年に公職追放が解けたあと、新制の古河

一高の教員になることができた。これが「サッカ
ーの町・古河」のもとになったのだから、新田家
の苦難も最後にはサッカーに貢献したわけであ
る。

『日本サッカーのあゆみ』出版

昭和27年の暮に古河を引き揚げ埼玉県大宮に転
居した。神保町に家を建てて戻るための「中継基
地のつもり」だったが、そのまま定住することに
なった。

1964（昭和39）年の東京オリンピックを前に、
日本サッカー協会の常務理事にも戻り、サッカー
会場の設営を担当した。

東京大会の後は、日本のサッカーの歴史を書き
残すことに心血を注いだ。これは日本蹴球協会50
周年記念出版の『日本サッカーのあゆみ』（1974
年、講談社）にまとめられている。

この件については、筆者（牛木）がいささか、
かかわったので、個人的な思い出になるが書き留
めておきたい。

そのころ、牛木は新聞記者をしながら日本サッ
カー協会の機関誌編集を手伝っていたので、しば
しば代々木の岸記念体育会館（体協の建物）の３
階にあった協会の事務所に出入りしていた。新田
はほとんど常駐のように事務所の机で資料の整理
などをしていた。機関誌にも、よく寄稿した。

あるとき、大正時代から昭和の初期にかけて協
会の役員などをしていた長老を集めた座談会を新
田が企画し、その手伝いを牛木がした。「日本サ
ッカーの古代史」と題して、上下２回に分けて機
関誌に連載し、いまとなっては、これが貴重な資
料となって、あちこちに引用されている。

この座談会を企画したのには、二つの狙いがあ
ったのだと思う。一つは、日本サッカー協会創設
のころの事情を後輩に伝えておくことである。も
う一つは、自分が「日本サッカー史」をまとめる
材料を得るためである。

神保町の新田家は関東大震災と東京大空襲で２

お孫さんを抱いて観戦中に「バンザイ」をする新田さん
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回にわたって焼けたために新田個人で保管してい
た資料はほとんど残っていない。また新田自身
は、協会設立後間もなく地方へ赴任したために、
その後の事情を直接には見聞していない。そこで
昔の仲間を集めて確認しておこうと考えたのだと
思う。

若いころに文献で学んだ英国など本場のサッカ
ーの事情も自ら見てきたいと思った。

1970（昭和45）年１月７日〜 27日に単独で欧
州旅行をし、チューリッヒにＦＩＦＡ （国際サッ
カー連盟）を訪ね、ロンドンでＦＡ（イングラン
ド・サッカー協会）を訪ねた。
「日本サッカーのあゆみ」を出版したのは、牛

木が講談社の風呂中斉と相談して持ちかけたから
である。風呂中は広島の高校でサッカーの経験が
あり、1968年メキシコ五輪銅メダルのあとサッカ
ーの本の出版をいろいろ企画していた。

協会の委員や教育大学の専門家などを加えた編
集委員会を作ったが、結局は新田が自ら資料を集
めて克明に調べ、自ら全部を執筆した。

日本サッカー史研究のスタートラインを引いた
のは、新田の大きな功績である。

「サッカー」の呼称に反対

日本のサッカー史を書き残すにあたって、新田
は自らの功を誇るような書き方をしなかった。裏
方の仕事を進んで引き受け、盟友の野津謙や後輩
の竹腰重丸を表に立ててきた人柄が、本を書く姿
勢にも表れている。

しかし、正しいことと間違ったことを見分けて
批判する目は、きちんと持っていた。

戦後、サッカー協会の役員に復帰したとき、野
津は会長であり、竹腰は日本代表チームを強化す
る技術部門の責任者だった。しかし、その協会執
行部はマンネリ化していて、そのままでは大きな
発展は望めない状況になっていた。

1970年代に「ベルリン世代」と言われていた執
行部を批判する動きが、主として実業団の若手役
員の間で起きて来たとき、新田は若手の考えを支
持していた。過去を振り返る仕事に打ち込んでい
ながら、未来を見ることも忘れなかった。

1972年に協会を財団法人に改組するときに、旧
勢力はそのまま役員として残ったが、新田は自ら
身を引いた。野津、竹腰にも後進に道を譲るべき
時が来ていることを説いたはずである。野津、竹
腰が身を引いたのは、その４年後だった。

協会法人化のとき「日本蹴球協会」の名称を
「財団法人日本サッカー協会」に変更した。その
ときの理事会で新田は強く反対した。協会に対す
る最後の進言だった。

もともと新田は「サッカー」という呼称に反対
だった。大正時代にすでに「私は協会式ともサッ
カーとも云ひたくない」（『運動界』大正11年11月
号）と書いている。

蹴球はもともと「フットボール」の訳語でラグ
ビーでも使われていた。区別するために協会式

（アソシエーション式）フットボールあるいはサ
ッカーと呼んでいたのだが、新田の考えは、フッ
トボールといえば本場の英国ではア式蹴球のこと
であり、日本語では「蹴球」あるいは単に「フッ
トボール」と呼ぶべきだということだった。

蹴球の「蹴」が戦後の漢字制限によって常用
（当用）漢字表からはずれ、学校や新聞で使われ
なくなっていた。そのために「サッカー」が一般
的になったのだが、新田は「蹴球がだめならフッ
トボールにせよ」と主張した。しかし「アメリカ
ン・フットボール」も普及していていたので、そ
れも難しい注文だった。
「サッカー」という呼称に反対ではあったが、

自分がまとめた『日本サッカーのあゆみ』では
「サッカー」を使っている。「主審の決定には不本
意でも従う」精神である。� （牛木素吉郎）

［参考・引用文献］
新田純弘『埋み火はまた燃える、新田一族銘々伝』（さきたま出版会、2000年）
新田純興「東大蹴球部誕以前のこと」（東大サッカー部誌『闘魂』創刊号。1964年）
新田純興「一高サッカーの起源」（『向陵駒場』1971年７月号）

「座談会、日本サッカーの古代史」（上）（下）（日本サッカー協会『サッカー』第14、15号）
新田純興「蹴球研究」（一）〜（十）（『運動界』大正10年８月〜大正11年５月）
新田純興「蹴球講話」（『運動界』大正10年11月）
大塚小澤生「専門校蹴球リーグ戦」（『運動界』大正11年３月号）
新田純興「私とサッカー」（自筆手書き原稿）
新田純興経歴書（自筆手書き原稿）
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「私とサッカー」
（新田自身が書き残した手書きの「サッカー歴」。他の資料と年月等が整合しない部分があるが、これまで公表さ
れたことがないと思われるので、そのまま掲載する）

明治43年１月	 東京高師附属小学ではじめて蹴球の手ほどきを受け夢中になった
　　　　４月	 中学に進んでもボールを蹴り続け
大正３年４月	 運動部委員となって校内に興隆させる
　　８年２月	 野津謙に誘われ一高向陵グラウンドにゴールを樹て校内で蹴球を行なえる途をひらいた
　　　　９月	 東大蹴球クラブを各高校出身者に公開させた
　9年〜 10年	 極東大会予選のために競技規則を検討・体協名で刊行．関東予選・全国予選（大会の誤り？）を運営。
	 一方ＪＦＡの創立を推進し第１回全国選手権大会の実施に当たった。
	 最初の公式試合は東大として予選に参加したこと
	 つづいて高師・東大・商大・早高で専門学校リーグを結成　これが13年秋の東京コレッジリーグ

に発展
　　11年	 野球界　運動界などに盛んに投稿．秋には第２回全国選手権大会関東予選の笛を吹いた
昭和10年	 東京在勤となったのでＪＦＡの理事となり財務担当
　　14年	 再びＪＦＡの理事として明治神宮大会練成合宿部隊長
　　15年	 紀元2600年臨時明治神宮大会で800人の練成合宿
 20−22年	 体協理事としてＪＦＡとの連絡に当る
 37−46年	 ＪＦＡ常務理事

[ 略年譜 ]
1887（明治30）年  0歳　１月14日、北海道函館で生まれる。父純孝（控訴院判事）母きく
1900（明治33）年  3歳　東京神田の本邸に移る
1903（明治36）年  6歳　東京高師附属小学校に入学
1909（明治42）年 12歳　東京高師附属中学校に入学
1916（大正５）年 19歳　第一高等学校二部甲類に入学
1919（大正８）年 22歳　東京帝大工学部冶金学科に入学
1920（大正０）年 23歳　大日本体育協会球技部補助役員
1921（大正10）年 24歳　大日本蹴球協会設立に参画、全国優勝大会出場（運営も）
1922（大正11）年 25歳　大学・専門学校リーグ開催に尽力、参加。東京帝大卒業、三菱鉱業入社、佐渡へ赴任
1923（大正12）年 26歳　９月、関東大震災、神田の本邸焼失
1925（大正14）年 28歳　土井きょう（跡見女学校卒）と結婚
1934（昭和９）年 37歳　東京本社へ転任。大日本蹴球協会常務理事（財務担当）
1936（昭和11）年 39歳　秋田県尾去沢・小真木鉱山へ転任。（単身赴任）
1938（昭和13）年 41歳　東京本社へ転任。再び蹴球協会理事に
1943（昭和18）年 46歳　三菱鉱山を退職、鉱山統制会東北支部長（仙台へ単身赴任）
1945（昭和20）年 48歳 鉱山統制会本部理事資材部長として東京へ帰任。４月、東京大空襲で神田の本邸焼失。

８月、敗戦により鉱山統制会解散、失職。公職追放に。日本体育協会理事（〜 1947）。
茨城県古河に移住

1949（昭和24）年　52歳　公職追放解除。古河一高講師
1952（昭和27）年　55歳　埼玉県大宮市に移住
1954（昭和29）年　57歳　古河一高を退職
1962（昭和37）年　65歳　日本蹴球協会常務理事に復帰
1972（昭和47）年　75歳　勲五等双光旭日章受章
1974（昭和49）年　77歳　『日本サッカーのあゆみ』刊行。日本蹴球協会常務理事を辞任。11月、妻きょう死去（69

歳）
1984（昭和59）年　87歳　8月1日、死去　
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語が堪能だったこと。日本サッカーが1936年ベル
リン・オリンピックで強豪スウェーデンに歴史に
残る大逆転をした思い出の地だったこと。戦後初
の欧州遠征が1953年学生選抜のドルトムント国際
学生大会だったこと。ドイツは1954年ワールドカ
ップで優勝したサッカーの強豪国だったこと。さ
らに世界大戦中の同盟関係を含め、多くの日本人
がドイツに関心と親近感を抱いていたことなどが
挙げられる。

だが実は、野津が育った広島は、ドイツ・サッ
カーに浅からぬ縁があったのである。

ドイツ人捕虜が伝えた技術

第一次世界大戦（1914－18年）のころ、広島湾
の似島にドイツ兵の捕虜収容所があった。当時ド
イツの植民地だった中国の青島から連れて来られ
たものだが、その捕虜たちの楽しみの一つがサッ
カーだった。軍の許可を得て、剣つき鉄砲の護衛
付きで似島から広島市に遠征してきた捕虜チーム
は、広島高師、広島師範、広島県中（1922年広島
一中に改称、戦後の学制改革で現在は国泰寺高
校）と対戦したが、自在にパスを通し、タッチラ
インからほとんど外に出さない高度な技を見せて
大勝した。初めて目にするヒールキックやアウト
サイドキックなどに人びとは大いに驚いた。やが
てこれが広島サッカー界に大きな影響を与えた。
『広島一中国泰寺高百年史』（以下百年史）には

こうある。
「ドイツ捕虜のすばらしい蹴球を見て『蟷

とう

螂
ろう

（カマキリ）の斧で戦争に向かうがごとし』と驚
いた広島高師の主将田中敬孝（大５卒）は、毎日
曜日似島に渡り、捕虜から本場のプレーを習って
は部員に伝え、夏休みには神戸一中、姫路一中、
御影師範、八幡商業などへコーチに行った。似島
ではドイツ式サッカーを、とくに一軍のキャプテ

隆盛の基盤つくった功労者

野津 謙
ゆずる

は1955年から21年間、日本蹴球協会会
長を務めた。第２次世界大戦後の混乱期に、疲弊
した日本サッカー界を立て直し、今日の隆盛をも
たらす基盤を作った最大の功労者と言っていい。

特筆されるのは、英断をもって1960年、西ドイ
ツ（当時）から名コーチ、デットマール・クラマ
ーを招いたこと。論理的かつ献身的なクラマーの
奉仕によって日本サッカーは見違えるほど進歩
し、1964年東京五輪でベスト８に進み、次の1968
年メキシコ五輪で銅メダルを獲った。

やがてクラマーのアドバイスによって1965年に
日本リーグが発足、これが1993年から始まったＪ
リーグにまで発展した。さらにクラマーはＦＩＦ
Ａコーチとして、1969年アジアの12 ヵ国から42
人の指導者を集め、千葉県の検見川東大総合グラ
ウンドでコーチング・スクールを開いた。野津会
長はスクール開催に全面的に協力し、日本蹴球協
会は破格の約2000万円を出費したといわれるが、
これによってかつての名選手や大学のＯＢが片手
間に指導するのが当たり前だった日本で、本格的
な指導者養成システムやコーチのライセンス制度
が始められることになった。コーチング・スクー
ルの開催やオリンピックでの好成績によって世界
的な評価を得た日本サッカーは、2002年には日韓
共催ワールドカップを開くことができた。

縁あるドイツへのこだわり

それにしても、野津が1960年当時、どうしてド
イツ人のクラマーに教えを乞おうと考えたのか。
なぜサッカーの母国といわれるイングランドや強
国ブラジルなどから指導者を招こうと思わなかっ
たのか。

考えられるのは、医学部で学んだ野津はドイツ

2　野津　謙（大正12年卒）

発展の足場つくる
クラマーさん招き
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ンのグランサーから習得した。捕虜チームはカイ
ゼルヒゲをつけた海軍の精鋭で、ユニフォームも
ツートンカラー、広島高師は白い体操着に近いい
でたちで、どっちが捕虜かわかりにくかった。か
くして似島のドイツ式サッカー術は西日本一円に
ひろがったのである」

明治32年（1899年）広島市で生まれた野津が、
サッカーをやりはじめたのは明治44年（1911年）
４月に広島県中に入学してからである。似島へ行
った田中敬孝は中学校時代の同級生で、いっしょ
にボールを蹴った仲間だった。そのころから野津
がドイツのサッカーになみなみならぬ興味を抱い
ていたであろうことは容易に想像できる。

常に「魂の大切さ」を説く

1960年夏、野津はクラマーが主任コーチをして
いるデュイスブルクのスポルトシューレを初めて
訪問した。泊まったゲストルームの壁に掲げられ
ていたギリシャの格言を見て、野津は「これだ、
これなんだ。この精神が大切なんだ。日本のサッ
カーにも、この精神がなくちゃならない」と叫
び、痛く感激した。

Das Auge an sich ist blind,
das Ohr an sich ist taub.
Es ist der Geist, der sieht,
es ist der Geist, der hört.

目、それ自体は見ることはできない、
耳、それ自体は聞くことはできない。
ものを見るのは精神であり、
音を聞くのは精神である。

「サッカーはただボールを蹴るだけのものでは
ない。魂である。魂がなければ、見栄えはよくて
も砂上の楼閣にすぎない。ドイツのサッカーには
確固たる魂が一本筋が通っている」と感じた野津
は、この時「日本サッカーを救ってくれるのはド
イツだ。万難を排して何としてもクラマーを呼ぼ
う」と決心した。

野津は、その後もしばしばこの格言を引用し
て、日本代表選手たちに「魂の大切さ」（野津は
Geistを魂と訳している）を説いた。選手が理解
できたかどうかは判らないが、ともかく、野津の
精神的な波長がクラマーとぴったり一致した。ク

ラマーは後にこう言っている。「ドクター・ノヅ
との友情が、日本サッカーを発展に導いた」。

我を捨て事にあたる精神

野津は、「野津謙の世界」（学芸書林・1979年発
行）にクラマーを招いた当時の思い出をこう書い
ている。
「ことクラマー招聘について必ずしも反対がな

かったわけではない。当時クラマーの名前を知る
人はほとんどなく、その経歴も記すべきものはな
い。肩書も西ドイツ西部サッカー連盟の一青少年
指導員にすぎない。否、なによりも予算つまり費
用が枯渇していたのである。日本蹴球協会とは名
ばかりで、ようするに貧乏長屋の寄合所帯といっ
てよいほどのものであったのだ」
「結果をもって事を語るのはたやすい。後世語

りつくされる美談もまた大いに楽しくはあろう
が、この時の協会の決断はまさしく、賭けそのも
のだったのである。私はクラマーのその人となり
を十分理解していたし、その指導理念を尊崇して
いた。したがって協会関係者や選手たちからの非
難は起こり得べからざることを信じていたし、ま
た説得する自信もあった。だが、外部からの反対
にいかに対処すべきかについては、苦慮の連続で
あった。短兵急な日本人気質は、その結果をのみ
評価することは目に見えていたからである。私の
懸念もまた、成績如何ではこの白髮首だけではお
さまりそうにない、というものでしかなかったか
らである」
「クラマーは個々技術の修練もさることながら、

個の有機的統一を常々説いていた。チームは一人
の人間の如く、頭・手・足・胴それぞれの機能の
統合体であり、勝利は個々人の我を捨て、それぞ
れの持ち場における最大の努力をなすべきであ
る、というものである。ドイツの集団教育理念
は、ある意味で日本人風土に見事に定着するの
は、事サッカーだけではないのかも知れないが、
私はこの時その実際を垣間見た気がした。必ずし
も体力にまさっていない日本人にとって、この理
念は、その勝敗の正否以前に最も支えらるべき思
想なのであった。我を捨て事に当たる。私はそれ
は東洋的な思弁であると彼に語ったことがある
が、彼もまたその思想は日本でこそ可能である、
と答えた。『無我』という言葉はこの時始めて私
の口を介し、クラマーの理念に融合したものと、

29
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今でも信じている」

蹴球が校技の中学校へ進む

広島県中のサッカーを語る上で、野津が入学し
た当時の校長弘瀬時治を忘れることはできない。
弘瀬は1906年から25年まで19年間もの長きにわた
って校長をつとめ、また全国中学校長会会長とし
て数多くの俊英を育てた。

百年史によれば「弘瀬校長は６尺近い長身、温
乎たる風姿動かすべからざる威容、事にあたりて
撓まず、これにより本校の校風は揚り風紀は振粛
せられむ。（中略）かくして『県中魂』を確乎た
るものになりぬ」とある。その弘瀬校長は
「蹴球を校技として奨励したいという願望をも

ち、1911年４月東京高師で蹴球部役員として活躍
していた新進の教師松本寛次（数物科）を懇望し
た。松本は卒業を前にして弘瀬校長との間に、本
校に就職することを約束し、卒業後の４月に赴任
した。松本はゴールを建てることを手始めに、毎
日運動場に出て生徒とともにボールを蹴った。あ
まり職員が生徒と一緒に遊ぶことのなかった当
時、この行動によって大変生徒に親しまれ、翌12
年蹴球部は校友会から予算を与えられて発足し
た」（百年史）

たちまち広島県中蹴球部には多くの生徒が入部
した。『鯉城－創立80周年記念誌』（以下80年史）
によれば
「新入生の入学の際、講堂において肩を怒らせ

大いにぶった所、200人の新入生中120人が入部す
ることになり、余り薬が効き過ぎたのに驚いたが
後の祭りでした」（２代目主将奥田司＝大正３年
卒）
「新入生は全部、フットボールの蹴り方を教え

られ、また体育の時間にも、よく２組に分かれて
ボールを蹴らされた。全校生徒がボールを蹴った
といってもよい位だった。特に私たちの時には、
サッカーの選手が多かったが、神戸高商主催の全
国中学校サッカー大会では神戸一中、御影師範ら
名門と、常に覇を争っていた」（大正７年入学・
平野馨）

昼食の休み時間には、サッカー好きの生徒が先
を争うようにしてグラウンドに飛び出し、100人
余りが同時に10数個のボールを使ってゲームをし
ていた。中には１時限前の授業の合間に早々と食
事を済ませたり、また弁当を食べながら蹴ってい

る者もいた。午後の授業が始まる数分前には、生
徒はいっせいに教室に駆け込み、あっという間に
グラウンドはまったくの無人になった。

こんな風景が、弘瀬校長が退任した後も広島一
中の伝統として受け継がれ、太平洋戦争が始まっ
た1941年ごろまで続いた。

中学入学時は虚弱児だった

野津は松本寛次教諭が赴任した同じ時期に県中
に入学したわけだが、「サッカーの思い出」を80
年史に次のように記している。
「入学当時の私はいわゆる虚弱児童だった。は

じめ私は鉄棒による身体運動を試みたが筋骨薄弱
で私の体力には不適であった。（中略）そこで毎
日放課後の体育運動として行われていたのがサッ
カーであった。これはやればやるほど興味が出て
くる。サッカーを始めてからの私の生活は、夏休
みは夕食を食べるのも忘れて、午後８時、９時ま
で、冬休みは寒稽古と称して朝早くより、サッカ
ーに捧げられた中学生活であった。虚弱児童であ
った私は、サッカー生活で毎日大飯を食って、４
年の時には対校選手のメムバーになることができ
た」

弘瀬校長は1918年（大正７年）野球部が新聞社
関係主催の対外試合に参加することを禁止した。
百年史のよれば「生徒の精神を作り元気を保持す
る人間育成が教育の目的である。校友会活動の主
旨は遊び人や芸人、プロ選手をつくることではな
い、という弘瀬校長の教育観にもとづくものであ
った」とある。現実には野球部でボールが当たっ
て死者が出たり、試合後流感にかかって他界した
選手がいたり、応援が激しく市民に迷惑をかけた
り、と好ましくない事件が続いたためだが、弘瀬
校長はマスコミによって、選手が過度のスター扱
いされ、学業の成績が著しく低下するのを嫌った
とも伝えられる。松本教諭は80年史の中で、野球
禁止について、率直に「全国中等学校野球大会に
刺激せられて、生徒が夢中になり、折角の秀才学
校の進学率が年々低下して行くことは、この学校
の大きな悩みでありました」と書いている。

野球部は強豪広島商を下して、大阪朝日新聞社
主催の全国中等学校野球大会の第１回大会（大正
４年）の山陽代表になるほどの実力がありなが
ら、弘瀬校長が退任したのちの1927年まで朝日新
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聞主催のいわゆる甲子園大会に参加できなかっ
た。

野津は80年史にこう書いている。「母校のサッ
カーは、弘瀬校長の野球禁止に相呼応して強化さ
れ、鯉城蹴球団は日本選手権大会に２回優勝して
いる。（中略）明治44年、松本寛次先生によって
蒔かれたサッカーの種子は年とともに成長して、
広島はサッカー界の名門と謳われ、現在でも東都
の大学で活躍する選手は数知れぬほどある」

1914年蹴球部は冬季休暇を利用して夜行列車に
乗って神戸に遠征した。百年史にあるメンバー表
には、ハーフバックスに野津の名前がある。神戸
一中、神戸二中に勝ち、正月になって意気揚々と
瀬戸内海航路で帰広したが、学校に無断の遠征だ
ったため、職員会議で大問題になり、父兄まで呼
び出される始末。「その時、松本寛次先生が『選
手を罰するなら、先ず以て自分を罰せよ』と頑張
ったので罰せられずに済んだ。弘瀬校長、松本先
生がいなければ広島のサッカーはなかった」

２人で蹴球部の基礎を作る

1916年（大正５年）野津は第一高等学校に入学
した。そのころ一高には蹴球部がなく、野津はボ
ートをやっていたが、足がうずき始めたのだろ
う。同級の新田純興と語らってグラウンドにゴー
ルポストを建てた。新田は『野津謙の世界』にこ
う書いている。
「当時は、内村・中松のバッテリーで一高野球

部黄金時代の再来と世間を沸かせていた時代。グ
ラウンドは一般生徒が体操の時間以外は、めった
に立ち入らぬ神聖な野球部の道場と考えられてい
た。そのグラウンドを使わせてもらうことはたい
へんだった。野津さんが自分で生徒監や教務課な
どへ交渉するから、私は仲間を集めたり、ボール
やゴールの支度をしろとのことだった。（中略）
野津さんの交渉はうまくいった。それで向陵にゴ
ールが建ったのである。たちまち一高のグラウン
ドは、正規の授業時間に盛んにサッカーが行われ
るようになった。これが大正８年の仲春、（中略）
当時の一高で誰もがちょっと思いつかないような
難問を、野津さんが一人で解決してくれたのが成
功の鍵だったのだ」

野津は1921年（大正10年）第５回極東大会（上
海）に、東大からただ一人選ばれた代表選手とし
て出場した。成績はフィリピンに１－３、中華民

国に０－４で完敗だった。野津は後年、「あの時
にひどくやられた悔しさが、私を生涯サッカーに
打ち込ませるきっかけになった」と語っている。

翌年の1922年、野津は旧制高校の全国選手権
（インターハイ）の実現に奔走する。「12月という
卒業試験も迫っており、どうしようかと随分悩ん
だが、大会をやり遂げるにはどうなってもかまわ
ないと思い、この時はじめて学業を放り出した」

（「闘魂」創刊号）。だが、このインターハイで活
躍した選手が入学してきて、1926年からの「東大
不滅の６年連続優勝」を飾ることになる。

クラマーさんと大いに共鳴

メキシコ・オリンピックで銅メダルを獲った日
本代表の長沼健監督は、広島で生まれ育ち、後に
日本サッカー協会長になった。彼は『野津謙の世
界』にこう書いている。
「野津先生はよくある名目だけの会長というの

ではなく、実質的な、さらに精神的な大黒柱とし
て、常に陣頭に立ち、日本サッカーの前進に多大
の業績を示された。これは日本蹴球協会の時代か
ら、現在の日本サッカー協会に至るまで、停滞す
ることなく連綿として続き、名誉会長となられた
今も、協会関係者は野津先生の下で強固な団結を
誇りとしている」
「クラマー氏が単なるスポーツのコーチという

のでなく、サッカーの奥行きと広がりの中から、
人間作りという仕事に、無上の喜びと生き甲斐、
さらに誇りを持った男であることを見抜かれ、ク
ラマー氏もまた、野津先生との話し合いの中か
ら、大いに共鳴するものが多かったと語ってい
た。二人の偉大な指導者は、年齢の相違、人種の
相違、言葉の相違などを超越し、人間とスポーツ
の結び付き、その社会的使命などについて、時の
たつのも忘れて語り合われたという。この時、日

クラマーさんに良導絡の治療をする野津さん（右）
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本サッカーの進むべき道は、はっきりと確立され
たといえる」
「クラマー氏との結び付きが、心の交流から始

まったように、野津先生と選手たちの結び付き
も、単なる会長と選手というものではなく、心の
通い合う同志愛によるものだったと思う。私たち
は野津先生を『キャプテン会長』として敬愛し続
けてきた」

日本サッカーの創成期に、そして発展段階の節
目節目で、広島県中で培ったサッカーへの深い愛
情が、野津の生涯を貫き大きな成果を生んだとい
えるだろう。� （中条一雄）

協会の発展とともに

名前は「のづ・ゆずる」と読むのだが、みな敬
意と親しみをこめて「のづけん」さんと呼んでい
た。日本蹴球協会会長在任中のころは、いつも、
ニコニコと「夢」を語っていた。柔和でおだやか
な人柄のように見えた。

しかし、業績を振り返ってみると、信念を貫く
ことには頑固と言えるほどのこだわりがあり、さ
まざまな手段で実現を策し、ときには挫折も経験
している。戦後、占領軍の方針による「公職追
放」によって開業医として生活を立てなければな
らなくなったこともある。　　

また1964年の東京オリンピック前に創設し、情
熱と努力を傾けて育成していた体協のスポーツ少
年団本部長のときも、日本船舶振興会（競艇）の
資金によるＢＧ財団に肩入れしすぎるとの批判を
受けて不本意な思いがあったようである。

野津さんは、日本サッカー協会の発展とともに
歩んできた。その功績の中で最大のものは「クラ
マー・コーチ招聘」だろう。反対を押し切ってド
イツから招いたことはよく知られている。

東大在学中には、一高のときに知り合った新田
純興さんと組んで全学を代表するチームを作り、
また東大主催で全国高等学校大会を創設・運営し

た。それが、日本サッカー発展の一つの基礎にな
った。その功績もまた大きい。

日本のＦＩＦＡ加盟を実現したのも野津さんの
戦前の功績だった。1929年のアムステルダム・オ
リンピックに日本選手団の役員として行った機会
に、当時アムステルダムにあったＦＩＦＡの事務
所を訪れて加盟を申し込み、翌年のＦＩＦＡ総会
で承認された。

ここでは、それ以外のあまり知られていない話
を紹介しておきたい。その時点では、野津さんに
とっては不本意な結果に終わったことだが、野津
さんとしては信念に基づいて実現をはかった「夢」
の話である。

ワールドカップ招致

サッカーのワールドカップは、2002年に韓国と
共催で日本開催が実現した。その招致計画が始ま
ったのは1990年代になってからだった。

しかし、それより20年前に野津さんは、すでに
ワールドカップの日本開催を画策している。

1970年メキシコ・ワールドカップのとき、ＦＩ
ＦＡの理事だった野津さんは、メキシコ市でＦＩ
ＦＡ会長のサー・スタンリー・ラウスと会食する
機会があった。そのときにラウス会長が「1986年
のワールドカップ開催地に日本が立候補してほし
い」と持ちかけた。メキシコ大会のスポンサーに
なっていた米国コカコーラの会長も同席していて

「日本で開催するなら協力を惜しまない」と応援
してくれた。

その後にマリア・イサベル・ホテルで筆者（牛
木）が野津会長に会った。野津さんは「いい話だ
から日本で世論の支持を得られるようにキャンペ
ーンしよう」と指示された。それを受けて当時は
月刊だった「サッカーマガジン」誌に3回にわた
って「ワールドカップを日本で」という連載をし
たことがある。野津さんは日本に帰ってからも筆
者を呼んで招致運動を準備するための「賢人会
議」を設けるアイデアを語った。

しかし、野津会長の夢は日本サッカー協会のな
かで、つぶされてしまった。「日本のサッカーの
レベルでは、とても無理だ」と若手の役員が反対
したという。その時点から16年後の大会の話であ
る。その間に施設や運営にしても、代表チームの
強化にしても、準備する時間は十分にある。野津
さんは未来を夢見て実現の努力を始めようとした

強い信念で「夢」を語る
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のだが、若い人たちは「夢」よりも「現実」を見
ていた。

結局、1986年のワールドカップは、予定されて
いたコロンビアが撤退して、メキシコで２度目の
開催となった。

体育についての見識

太平洋戦争前から戦時中にかけての野津さんの
仕事については、戦後はあまり語られていない。
ナチス・ドイツとの防共協定を支持し、産業報国
会や厚生省で戦争を遂行するための国民体力増強
政策を推進する立場にあったので、敗戦後はあま
り触れたくないことだったのかもしれない。

この間のことについては『野津謙の世界、その
素晴しき仲間たち』のなかに小野卓爾さんが書い
た「その情熱とその理想」に紹介されている。こ
の本は野津さんが日本蹴球協会会長を退いた後に
出されたものである。小野さんは、昭和初期に中
央大学の学生だったころから野津さんに目をかけ
られてサッカー界や産業報国会の仕事をし、戦後
は野津会長のもとで協会を取り仕切った実力者だ
った。戦前から戦後にかけての野津さんを、もっ
ともよく知っていた人である。

小野さんも書いているように、当時の野津さん
は戦争遂行の政策に協力する立場だったが、野津
さんが手がけた結核予防や産業人（働く人びと）
の体力増強の施策についての考えは、きわめてす
ぐれたものだった。それは、当時「アサヒ・スポ
ーツ」に寄稿した文章によっても知ることができ
る。

野津さんは、日常生活にスポーツを織り込ん
で、すべての国民が健康な生活を送ることができ
るようにすべきだと主張している。オリンピック
のためのスポーツ、学校だけのスポーツではな
く、働く人にも家庭婦人にも、都市の人にも農・
漁村の人にもスポーツの機会を与えるようにした
いと考えている。

また「体育は日常生活の中に、科学的に、独創
的に織り込まれなければならない。自分の言う体
力は形ばかりではない。精神力も含めている」と
述べ、合理主義的な考えと心（精神）を鍛えるこ
とが大切なことを、あわせて説いている。

このような持論に「戦争遂行への協力」をうた
う言葉がちりばめられているが、この点の評価に
は当時の実情を考慮しなければならない。戦争に

勝つことは当時の多くの国民の期待であり目的だ
った。また軍の方針にそった形の文章で書かなけ
れば、活字にすることもできない時代だった。し
たがって、当時のマスコミに掲載されている文章
を読むときは、真意を表現の背後から読み取る必
要がある。

国民全体の体育、日常生活の中のスポーツ、体
と心の鍛錬は、野津さんの持論だった。戦後、

「スポーツ少年団」に本部長として情熱を燃やし
て取り組んだのは、その持論を実現するためだっ
たと思われる。

野津さんの夢は、野津さんの死後に実現し始め
た。野津さんは時代に合わせながらも、時代を先
取りした人だった。� （牛木素吉郎）

小野卓爾
『野津謙の世界〜そのすばらしき仲間たち〜』から（抜粋）

（ＦＩＦＡへの加盟）
昭和４年の総会であったと思うが、その席上で

野津さんから、日本蹴球協会はこのたび国際蹴球
連盟（ＦＩＦＡ）に加盟の申請をしてきた。多分
今年中にも承認されるであろう、との報告があっ
た。

日本体育協会の専務理事を兼務していた野津さ
んが第９回アムステルダム・オリンピック大会
に、日本代表選手団の役員として参加された機会
に、当時アムステルダムにおかれてあったＦＩＦ
Ａの事務所を訪れて、わが国のサッカー界の現状
や極東大会の経過などについて説明するととも
に、日本蹴球協会は国際交流を切望している旨を
のべて、ＦＩＦＡの加盟承認を要望してきた、と
のことであった。幸いにこの結果として、昭和５

東龍太郎東京都知事と話し込む野津さん（右）

その情熱とその理想
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［参考・引用文献］
野津謙『野津謙の世界、その素晴しき仲間たち』（国際企画＋学芸書林、1979）
中条一雄『デットマール・クラマー、日本サッカー改革論』（ベースボール・マガジン社、2008）

『広島一中国泰寺高百年史』（母校創立百年史事業会、1977）
藤田静夫「野津謙さんを悼む」（JFA　NEWS、No.30）

年５月17日にスペインに於て開催されたＦＩＦＡ
の第８回総会において、この加盟が承認されて、
わが日本サッカーも、いよいよ国際舞台に一歩を
踏み出すことになった。

結核予防への貢献
日本がドイツと日独防共協定を結んだ直後の昭

和12年のころであった。野津さんは他の同志とと
もに、日独同志会、のちの大日本同志会を結成し
たが、この団体は日独協定の持つ意義の解明と日
本民族に伝承された日本精神の肯定の上にたっ
て、その真理を追求して新しい世界観を確立し、
これに基づく国づくりを目指す国民運動を展開し
ようとするものであった。私も野津さんのすすめ
によって同士の一人に加えられ運動に参加するよ
うになったが、この団体は一般からは革新右翼団
体と目されていたようだ。しかしながらいわゆる
観念右翼の一派とはその質を異にする団体で、新
しい世界観にたって、学術的な立場から、国家施
策を検討し、いわゆる昭和維新を推進しようとす
る団体であった。

大政翼賛会の発足と同時に、野津さんは請われ
て、その運動の一翼を荷なって活躍していたが、
のちにその傘下である大日本産業報国会が結成さ
れるに及んで、強い要望があって、請われるま
ま、その産報中央本部厚生局保健部に就任した。

当時、結核の問題、弱体者、虚弱者に対する問
題は、産業現場の問題だけでなく、一般社会の問
題でもあり、厚生省としても、これを重点施策と
してとりあげ、結核予防運動、虚弱者を対象とし
ての修練を健民運動として行政指導を展開したの
であるが、的確に対象をとらえることのできた産
報の指導は、指導内容についても、実施効果の上
からも、むしろこれを凌駕し、運動をリードする
状態であった。

クラマー招聘
野津さんの意見としては、コーチは日本人に親

近感を持っているドイツに求めるべきであろう、
経費の点も併せて検討してもらうのがいいとのこ

とであった。野津さんは、早速かねて親交のある
西ドイツ協会の会長に、これらの件につき、その
可能性を検討してもらうよう依頼した。

西ドイツ協会長からの回答は極めて好意的なも
ので、コーチとしては、現在西ドイツ協会の専属
コーチとしてデュイスブルグのスポーツシューレ
を担当しているデトマ−・クラーマーが適任であ
ると思う。必要があれば派遣することが可能であ
る。経費については、本俸については西ドイツ協
会が支払うので不要であるが、外地手当と滞在費
は日本側で負担することでよい、とのことだった。

クラーマーがコーチとして来日以来、野津さん
は機会あるごとにクラーマーと会談して、日本人
の理解を求めるための努力を惜しまなかった。野
津さんが長いあいだ歩んできた禅の道についても
相語り、悟道についての理解をもとめて、東北大
学のオイゲン・ヘリゲル教授が仙台の阿波範士の
下で弓の修行を通じて禅の悟道を体得する過程を
ドイツ語で書いた「弓の話」を渡して、クラーマ
ーに精読をすすめている。クラーマーも野津さん
と常に密接な連絡を保ち、意見を求め、些細なこ
とでも報告をおこたらなかった。

コーチ・クラーマーをよんで、その気魄のこも
った厳しい指導の甲斐あって、東京オリンピック
では南米の強豪アルゼンチンを破る偉業をたて、
サッカー界を狂喜させた。そしてまた、このクラ
ーマーの敷いた軌道の上を忠実に歩み続けた日本
代表はメキシコオリンピックでは、夢想もしなか
った銅メダルを獲得、その上フェアプレー賞も授
与されるという、わが国はじまって以来の大偉業
をうちたてたのである。

（原文のまま。ただし漢数字は洋数字に改めた。
また、あきらかな誤植は訂正した）

［注］小野卓爾は、元日本サッカー協会理事、執筆当時
は顧問。昭和初期、中央大学の学生のときに中大代
表として関東大学リーグの運営に参加、野津に認め
られて協会運営の中枢に参画するようになり、ベル
リン・オリンピックに主務として参加した。戦後は
野津会長のもとで協会の事務を一手に握った実力者
だった。1991年没。
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「略年譜」
1899（明治32）年（０歳）	 3月12日、広島県に生まれる
1916（大正５）年（17歳）	 広島県立第一中学校卒業
1919（大正８）年（20歳）	 第一高等学校卒業、東京帝国大学入学
1921（大正10）年（22歳）	 第5回極東選手権大会（上海）蹴球日本代表選手
1913（大正12）年（24歳）	 東京帝大医学部卒業、同大学院で血清化学を研究
1927（昭和２）年（28歳）	 東京帝大医学部小児科教室副手（〜 1931年）、
		  大日本蹴球協会理事
1928（昭和３）年（29歳）	 アムステルダム・オリンピック日本選手団役員として渡欧
1929（昭和４）年（30歳）	 大日本体育協会専務理事（〜 1931年）
1931（昭和６）年（32歳）	 東京都中央保健所学校衛生部長
1938（昭和13）年（39歳）	 厚生省体育官
1941（昭和16）年（42歳）	 大政翼賛会国民生活指導副部長、大日本産業報国会厚生部長
1945（昭和20）年（46歳）	 体育協会理事
1946（昭和21）年（47歳）	 川崎市向ケ丘国民健康保険診療所長
1947（昭和22）年（48歳）	 野津診療所を開業
1955（昭和30）年（56歳）	 日本蹴球協会会長（〜 1975年）
1957（昭和32）年（58歳）	 日本オリンピック委員会委員（〜 1968年）
1958（昭和33）年（59歳）	 アジア・サッカー連盟副会長
1959（昭和34）年（60歳）	 文部省保健体育審議会委員
1962（昭和37）年（63歳）	 第4回アジア競技大会（ジャカルタ）日本選手団長
1963（昭和38）年（64歳）	 体協スポーツ少年団副本部長
1964（昭和39）年（65歳）	 藍綬褒章受賞
1966（昭和41）年（67歳）	 体協スポーツ少年団本部長（〜 1971年）
1968（昭和43）年（69歳）	 日本良導絡自律神経学会会長
1969（昭和44）年（70歳）	 勲三等瑞宝章受賞
1970（昭和45）年（71歳）	 国際サッカー連盟理事、英国ナイト勲章受賞
1973（昭和48）年（74歳）	 日本体育協会顧問、ＢＧ財団副会長
1976（昭和51）年（77歳）	 日本サッカー協会名誉会長
1979（昭和54）年（80歳）	『野津謙の世界、その素晴しき仲間たち』出版
1983（昭和58）年（84歳）	 8月27日死去

野津謙「インターハイと東大蹴球部」（東大サッカー部誌「闘魂」創刊号、1964）

厚生関係（『アサヒ・スポーツ』寄稿）
野津謙「国民総動員と体力章検定」（1938 年 10 月１日、第 16 巻 22 号）
野津謙「国民の体育問題＝指導方針と施設」（1938 年 3 月 15 日、第 16 巻 6 号）
野津謙「産業人体育の練成」（1941 年 10 月１日、第 19 巻 19 号）

（野津は大正から昭和初期にかけて「運動界」「東京帝国大学新聞」「アサヒ・スポーツ」などにしばしば寄稿し
ている。また日本サッカー協会の機関誌「サッカー」にも、インタビューなどが掲載されている）
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とになる。
大連一中に編入するとき、２人の受験生だけを

教室に残して、監督者なしで編入試験が行われた
ことに、まず驚いた。大連一中には、校則といっ
た共通の決まりごとはまったくなく、生徒はこう
いうことはする、あるいはしないと自分で書いて
教員に提出し、それを守ればよいということにな
っていた。これにも、また驚かされる。当時の中
学校は５年制だったが、大連一中は開校３年目の
新しい学校で、初代の服部校長が「自律の精神」
を教育の理念に掲げて実践していた。その一端が
上記のことだった。厳格な校則に縛られ、上級生
の鉄拳制裁は日常だった臼杵中とは、まったく

「驚天動地の環境の変化だった」とノコさんは記
している。

２学期の体操の時間で初めてサッカーと出会う
ことになる。ヨーロッパ人も多く住んでいた土地
柄もあってか、服部校長がサッカーだけは対外試
合も許して奨励していたのである。

はじめはルールもよく分からず、ボールを手で
とめたり、下手くそゆえにミスをして仲間に怒ら
れたりしたが、持ち前の負けず嫌いと、ボールを
足で扱う魅力にすっかり取り付かれて練習を重
ね、だんだんと上達していった。最上級の３年生
に広島高師付属中から転校した小倉良夫がおり、
多彩な足技の持ち主であったことも、ノコさんの
技術上達に大きな影響を与えたようである。３年
のときには４年生とチームを作ってヨーロッパ人
と試合をするようになり、はじめはぼろくそに負
けたが、４年になったときにはもう勝てるように
なった。

「進于技」で精神を鍛錬

サッカーのほかに、もう一つの出会いがあっ
た。生涯の座右の銘となった「進于技」という言

剣道からサッカーへ

竹腰重丸、たけのこししげまる、と読む。当時
をともに生きた人たちは、敬愛の念をこめて「ノ
コさん」と呼んだ。またその神技を思わせるボー
ル扱いと、比類なき精神力の強さから、「サッカ
ーの神様」という呼び名も広く用いられていた。

ノコさんは、1906年（明治39年）２月15日に、
亀太郎、節子の長男として、大分県臼杵市に生ま
れた。竹腰家は代々臼杵藩に仕えた上級武士で、
表札には「士族　竹腰…」と書かれていたとい
う。母は元家老の遠城寺家の娘で、ノコさんが子
どものころ喧嘩して泣いて帰ってきたりすると、

「そんなことでさむらいの子か」と家に入れてく
れないほどの厳しい人だった。そんなときは川で
顔を洗ってから帰ってきたという。ノコさんの負
けず嫌いは、こうした母の厳しい教育で作られた
と自分で語っている。

臼杵時代は侍の子ということもあって剣道をか
なり熱心にやっていた。普段もサッカーをしてい
るときもすっと背筋が伸びていたのは、このせい
なのであろうか。そのまま臼杵で暮らしていた
ら、剣聖にはなったかもしれないが、「サッカー
の神様」にはなりえなかったであろう。まさに天
命ともいうべき出来事が重なって、ノコさんとサ
ッカーとが出会うことになる。

臼杵中学２年の１学期に、母が急死した。女学
校の校長をしていた父がノイローゼ状態になり、
転地療養のため父は大連に行くことになった。母
の姉が嫁いで大連にいたので、そこで世話になっ
たのである。そのまま父は教員として大連にいつ
くことになり、ノコさんも２学期から大連一中に
転校することになる。この大連での３年半ほどの
生活の中で、ノコさんはサッカーと出会い、また
後のサッカーや人生での生き方についても学ぶこ

3　竹腰重丸（昭和3年卒）

技の奥儀を究める
古武士の風格もち
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葉とである。３年のおわりごろ、漢文の時間に、
先生が「於」「乎」などの置字（助辞）の説明を
したなかで、「于」を使った成句として「進于技」
を取り上げ、この訓読みは「技に進む」あるいは

「技を進める」ではなく「技より進む」と読むべ
きであると説明された。さらにその例として、当
時大連一中に奉職していて、後に昭和の剣聖とう
たわれた高野茂義先生を例に挙げて、先生が剣技
に卓抜なだけでなく、気力にも人格的にも優れて
おられるのは、単に技術を練るのみではなく、技
術の鍛錬を通じて精神を鍛錬なさった結果であっ
て、このことを「技より進む」というのであると
話された。

竹腰重丸のサッカーは、まさにこの「技より進
む」を実践したものであった。高校時代に上級生
たちが、「高校サッカーは意気でやるものだ、理
屈っぽく技術になど走ると意気を失ってだめにな
る」などと議論するのを聞いて、彼らは「進于
技」を知らないなと超然としていることができた
と記している。

これ以外にノコさんの好きな言葉を上げておく
と、「一期一会」、「二の矢を持つなかれ」があ
る。いずれも、そのとき、あるいはその一つを大
事にするということで、練習や試合のなかで大事
にしていた言葉だった。

高等学校（旧制）は山口高校に進んだ。大連一
中で一年上だったいとこに「勉強しろ勉強しろ」
とうるさくいわれていたので、いとこの進学した
七高（鹿児島）は避けて、サッカーをともにした
１年上の武安のいる山口高校を選んだのである。

受験勉強は山口に行ってから暗記物を一夜漬け
でやろうと思っていたのだが、高校に下見に行く
とサッカー部が練習していたので、ボール拾いな
どをして時間をつぶしてしまう。それでも無事
1922年（大正11年）４月理科甲類に入学する。そ
して当然のごとくサッカー部に入部する。

ノコさんはその卓抜した技能で１年のときから
レギュラーを獲得したばかりでなく、２、３年生
をさしおいて、リーダーの役割をも果たして、練
習でも試合でもチームの中心的存在となった。

チョー ･ ディンに学ぶ

高校２年の秋と思われるが、チョー ･ディンと
出会うことになる。チョー・ディンは東京高等工
業学校（現在の東京工業大学）のビルマからの留

学生だったが、乞われると得意なサッカーのコー
チに各地に出かけていて、山口高校にも指導に来
たのである。ノコさんはその理論的な指導に深い
感銘を受け、戦術面でもショートパスの優位性を
学び取った。

さらにノコさんは、東京まで出かけていって、
チョー ･ディンの下宿に泊まりこんで教えを受け
た。また、チョー ･ディンの全国へのコーチ行脚
にノコさんもついて回って、助手も務めながら、
チョー・ディンのサッカー理論と技術・戦術を学
び取ったのだった。1923年（大正12年）９月１日
の関東大震災で学校が壊滅して休講になった間、
チョー ･ディンは頻繁にコーチに出かけていたよ
うである。

ノコさんにはさまざまな伝説があるが、その一
つである「月下のドリブル」はこのころのことの
ようである。ボールを足でドリブルするとき、戦
況を見ていなければいいパスも、一瞬のタイミン
グをつかまえたシュートもできない。ボールを見
ないでドリブルするために、目をつぶって練習し
てみたが、これだと体のバランスが取れない。そ
こで暗いときにやるしかないと考えた。しかし真
っ暗ではやはりぐあいが悪いので、薄明かりの月
下のドリブルになったという。足の感覚だけでボ
ールの行方が分かってドリブルがうまくなると考
えて、それを実行したのである。しかし、ノコさ
んはこうした練習をしたことで、ドリブルのとき
も周辺視野でボールは見ているべきだし、特にパ
スやシュートをするときは、やはりボールを見る
べきだという結論に達したという。

「サッカーの神様」の誕生

ちょうどノコさんが１年に入った年から全国高
校大会が始まったのも何かの因縁であろう。東大
のア式蹴球部を作った野津謙、新田純興が中心に
なって、東大を強くするには東大への進学校であ
る高校を強くするのが早道と考えて、東京帝大ア
式蹴球部が主催してはじめた大会である（後に京
大と共催）。第１回大会は1923年（大正12年）１
月はじめに東京高師で行われ、山口高校は参加８
チームの中に名を連ねた。

山口は１回戦で一高と対戦し、１−１で延長戦
２回の後に２−１で勝利した。この２点ともノコ
さん（この当時の記録では誤植で武越となってい
る）が記録している。翌日の２回戦は対八高でこ
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れも１−１から延長となり、２回の延長でも決着
がつかず、抽選勝ちで山口が決勝に進んだ。

この試合が９時半開始で、決勝が同日の２時40
分。相手は七高を２−０で下した早稲田高等学
院。早高は11時35分からの準決勝で休息時間は山
口より短いとはいえ、２日連続して60分プラス20
分×2回の延長戦を戦った山口の疲労は激しく、
90分の決勝戦で前、後半に１点ずつ取られて準優
勝に終わる。ちなみに早高はチョー ･ディンが常
時コーチをしていたチームであった。早高が優勝
したことによってチョー ･ディンの名が知れ渡
り、前述の全国行脚となったのである。

ポジションはレフトインナー（ＬＩ）で、ノコ
さんの活躍ぶりは「竹腰は本当に上手で、其の切
れ味の凄殺としているのは夏猶寒いと感じさせ
た。」（奴凧生評、運動界、大12.2.1）という記事
によく現れている（大会は正月なのに夏猶寒いと
いうのは変な表現だが）。この大会は、竹腰重丸
の名をサッカー界に広く知らしめる大会となっ
た。

第２回大会は1924年（大正13年）１月に行わ
れ、山口は１回戦松山高と対戦し０−０で30分の
延長でも決着つかず、松山の抽選勝ちとなった。
山口は敗者復活に回り、２回戦で再び早高と対戦
した。初戦の早稲田に前半押し込まれて１点を失
い、後半に猛攻するも守備を固めた早高に逃げ切
られて敗退した。この試合前にチョー ･ディンは

「シュークリーム（チョーのつけたノコさんのあ
だな）だけは気をつけろ」と早高の選手に指示し
たという。

第３回大会は1925年（大正14年）１月に行われ
た。山口は松本に５−０、一高に１−０、八高に
２−１と勝ち進んで、決勝で松山高と対戦し、前
半竹腰のシュートで先制するも、後半逆転されて
３−２で敗れ、またも準優勝に終わった。野津の
総評には「山口は実に洗練した技倆を持ってい
る。前衛の竹腰の如きは、神技というも過言では
あるまい。」（アサヒ・スポーツ、大14. １.15）と
ある。サッカーの神様の誕生である。こうして高
校時代は無冠に終わる。

東大と日本代表の基礎築く

1925年（大正14年）、ノコさんは東京帝大医学
部薬学科に入学する。野津、新田たちの思惑通

り、高校大会で競い合った優秀な選手がノコさん
を筆頭に東大へ入学してきたので、３年で主将の
岸本英夫（後の宗教学の泰斗）は、「いいのが入
ってきたからわれわれは席を譲ろう」と部は若い
のにまかせ、別に帝大アヅサクラブを作って、関
東大震災で亡くなったヘーグ氏（日本協会設立に
尽力した英国大使館員）を追悼するヘーグ氏記念
杯争奪戦（第２回、大正14年12月）に優勝してい
る。

ノコさんは翌年には薬学科を依願退学して農学
部農業経済学科に再入学する。薬学科入学早々に
マニラでの極東大会の代表に選ばれて遠征したこ
と（極東大会については別項を参照されたい）も
あって、たまった実験に夏休み中も取り組んだ
が、サッカーの練習もあって追いつかず、秋に主
任教授の朝比奈泰彦に呼び出されて叱責された。
それではやめますと答えて、実験のない農業経済
学科に入り直したのである。同時に呼び出された
野球部の名投手の東武彦（後の都知事東龍太郎の
弟、太平洋戦争で戦死）はもう１年薬学にいた
が、結局農経に遅れてやってきて、ノコさんが先
見の明を誇ったというエピソードがある。

こうしてノコさんは在学４年の間、リーグ戦の
全試合に出場し、最初の年は３勝１敗１分で早大
に続いて２位となったが、２年目は４勝１分、３
年目、４年目は５戦全勝で３年連続優勝の立役者
となった。３、４年次は主将を務めている。

ノコさんのポジションは、１年はレフトインナ
ー（ＬＩ）、２年目はセンターフォワード（ＣＦ）、
３年目はまたＬＩ、４年目は春山、高山、篠島な
ど優秀なフォワードが入学したこともあって、２

クラマーさん（左）と並んだ竹腰さん
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バック時代のロービング・センターハーフ（Ｃ
Ｈ）となった。攻守の要として戦術的にも精神的
にも、黄金時代を作った東大の文字通りの主柱で
あった。

戦術的にはチョー・ディン譲りのショートパス
戦法を中心に、ロングパスや当時は珍しかったバ
ック・パスもまじえて、チームプレーにいっそう
磨きをかけ、また全員が俊敏に走り回って相手の
守備を崩すことを狙いとした。のちに日本が極東
大会で勝利し、さらにベルリン・オリンピックで
スウェーデンを撃破することにつながる戦術であ
る。チョー・ディンの指導を土台に、ノコさんを
中心に選手たちが考え工夫し、練習を重ねて作り
上げた技術、戦術の成果であった。

機敏で軽快、鋭くして確實

東大時代の戦績は年代誌に譲ることとして、ノ
コさんの書いたものなどから東大時代のいくつか
のエピソードを紹介しておこう。

気が強くて負けず嫌いのノコさんは、サッカー
のこととなると、先輩だろうがなんだろうが、納
得のいかないことには議論を挑んで言い負かせて
いたという。歴代の主将、マネージャーは、ノコ
さんが暴走するのをうまく制御するのが大きな役
割だったという。先輩たちは「あいつは子どもじ
ゃけんのう」などといって許してくれていたよう
である。

当時の練習は毎週２、３回、時間もそんなに長
くなかった。練習の前やあとには、大学の前にあ
ったノコさんの下宿の富士見館に部員が集まっ
て、どんな練習をするのが良いか、短い時間で効
果的に練習するにはどうするか、戦術は、などと
よくノコさんを中心に議論を交わしていた。

当時の部長は工学部船舶学科教授の末広恭二
で、練習もよく見に来てくれていた。練習が終わ
ると、ときに紅茶とケーキをごちそうしてくれ
て、部員の議論をニコニコと黙って聞いていた
が、ときどき、ちょっと口を挟むことばに、とて
も迫力があり、人間的にもずいぶん啓発されたと
いう。
「運動界」というスポーツ月刊誌が当時の各競

技の名選手を毎号１人ずつ取り上げて紹介する
「華形選手」という特集を組んだことがある。サ
ッカーではノコさんが昭和４年４月１日号で取り
上げられた。この中で、同時期の早高、早大の好

ライバルで、第８回の極東大会ではチームメイト
であった名選手であり、後には日本協会副会長、
関西協会会長などを務めた玉井操は、「申分なき
プレーヤー」と題して次にように書いている。
「個人としては其の技量群を抜き、ティームの

一員としては又よく一致を来たし、常にその中心
となり、そのティームの真価を発揮するプレーヤ
ーであり、人格もまた範たるべき人である。」
「同君のプレーは、一言にして云えば申分のな

いプレーと云い得よう。形容詞を附すならば、機
敏軽快、鋭くして確實、大まかにして細いプレ
ー、耐久力の強く･････。ドリブルの鮮やかさ、
ヘツディングの妙味、球さばきの機敏にして正確
なシュートの凄く、且つ明確なタックル或はその
押しつぶしの鋭さ」とそのプレーの申し分のなさ
を述べている。

ほかに、豊島師範出身で東京蹴球団で活躍し、
第４回の極東大会の代表になった守屋英文、薬学
科とサッカー部の先輩で、後に京大のサッカー部
長を務めた木村康一、そして野津謙がそれぞれノ
コさんのプレーや人となりについて賛辞を書いて
いるが、野津は最後に「今後尚幾多の事業を有す
る我サッカー界に立ちて全力を以って尽力せられ
んことを切望するものである。」と結んでいる。
ノコさんは東大卒業後まさにそのとおりの道を歩
むことになる。

極東大会での初優勝に貢献

1929年（昭和４年）東大卒業後、帝国農会に調
査事務嘱託として就職する。帝国農会は現在の全
国農協の前身に当たる組織である。しかし毎日の
ように東大御殿下グラウンドに現れて、後輩の指
導に当たっていた。

そんなに東大に来ているのなら、いっそのこと
東大に勤めたらどうかということで、1931年（昭
和６年）10月に「体育に関する事項を嘱託する」
という辞令で東大の職員となる。まさによき時代
である。こうしてノコさんの指導のもと、東大
は、さらに３連覇を重ねてリーグ６連覇を達成す
る。また1933年（昭和8年）に、27歳の若さで大
日本蹴球協会理事と大日本体育協会理事になり、
以来ほぼ40年にわたってサッカーばかりでなく、
日本のスポーツの発展に尽力することになる。

当時の日本サッカー界の最重要課題は極東大会
に勝利することであった。中華民国、フィリピン
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と日本の３ヵ国で争われるこの総合競技大会に、
日本は大正６年の第３回大会から参加するが、サ
ッカーの参加した３、５、６、７回とも、点差こ
そ回ごとに縮まってきてはいたが、両国から１勝
もあげることが出来ないでいた。

上海での第８回大会ではじめてフィリピンに勝
ち、東京で開催された第９回大会でフィリピンに
１勝のあと中国に引き分けて同率１位になるのだ
が、この第９回大会は東大が主力のチームであっ
た。このことは別の項で記述されるが、ここでは
ノコさんに関わることだけを記しておく。

1925年（大正14年）5月にマニラで開かれた第
７回大会の代表を決める試合が４月11日と12日に
高師で行われ、東大に入学したばかりのノコさん
が、前年神宮大会に優勝した鯉城クラブ（広島）
を中心とした黒猫クラブのＣＦで出場し、１回戦
は岐阜クに５−０（うち２点はノコさん）で勝っ
たが、決勝で大阪クに１−０で敗れ、大阪クが代
表となった。しかしノコさんは補強選手に選ばれ
て、マニラに遠征する。フィリピン戦は出場でき
ず、４−０で破れるが、より強敵の中華民国戦は
ＬＩとして出場し、２−０で敗れた。ノコさんの
日本代表としての初出場である。

昭和２年の第８回大会では、東大は予選で敗
れ、関東代表のWMWが神戸一中ク、広島蹴球団
を下して代表となったが、東大の竹腰と、水戸高
の春山（後に東大）、近藤、法政の西川が補強さ
れて、８月の上海での大会に参加する。中国には
１−５で敗れるが、比には前半リードされるも後
半に追いつき、さらに竹腰が相手のボールを奪っ
て春山とパスを交わしてフルバックを抜き、竹腰
シュートして決勝点をあげ、２−１で極東大会の
初勝利を勝ち取る。

昭和５年に東京で開かれた第９回大会に、日本
は始めて予選を行わずに選抜チームで望んだ。代
表チームは関東大学リーグで４連覇した東大が中
心となり、ノコさんが主将を務めて、中国と優勝
を分かつことになる。ここではノコさんにまつわ
るエピソードを二つだけ紹介しておく。

短刀を見つめて精神を統一

この大会での必勝を期した日本代表は長期合宿
を行い、ノコさんを中心に猛練習に取り組んだ。
宿舎でノコさんと同部屋だった後藤靭雄（関学、
通称ゴットン）によると、夜中に目を覚ますと、

ノコさんが短刀を鞘から抜き払って、じっと見つ
めていたので、そのあと、怖くて眠れなかったと
いう。ノコさんによれば、この短刀は母の形見
で、これを見つめることで、中国に絶対に勝たね
ばと精神統一していたのだという。東大で２年下
の細井によると、柄（つか）も入れて30センチ程
度の白鞘の短刀で、富士見館でも大事な試合の前
には正座してじっと見つめていたという。

中国と大激戦の末３−３で引き分けたあと、ノ
コさんは神宮競技場からすぐ隣の宿舎だった日本
青年館まで歩くことが出来ず、田辺五兵衛（後の
田辺製薬社長、烏球亭と名乗った）に背負われて
帰った。後に田辺は「途中で背負いなおそうとし
たら、彼はずるずると落ちてしまった。ボクの肩
に手をかける力も残っていなかった。全力をしぼ
って戦ったのだなと思った。」と語っている。

こうして極東の王座についたあと、日本サッカ
ーの目は世界へ向けられることになる。ノコさん
にとっても次の目標はオリンピック出場であっ
た。ところが昭和７年（1932年）のロサンゼルス
大会ではサッカーは行われないことになってしま
った。イギリスをはじめヨーロッパでは広く認め
られていたブロークンタイムペイメント（アマチ
ュア選手がサッカーに出場するためにカットされ
た賃金を補償する仕組み）を、アマチュアリズム
に固執するＩＯＣが認めなかったことから、サッ
カーは種目から外れたのである。サッカーはマイ
ナースポーツの米国での開催ということも、不利
に働いたのだろう。

ロス大会のときは26歳だが、次のベルリン大会
では30歳になるノコさんは、それまで代表選手を
続けることは無理だとあきらめ、コーチを引き受
けることになる。

当時は、社会人になってからは練習、試合環境
には恵まれず、大学生時代が選手としてのレベル
が最も高いと考えられていた。したがって、当然
ともいえる結論であった。1936年ベルリン･オリ
ンピックの日本代表では、ＯＢは立原元夫、金容
植、竹内悌三、鈴木保男の４人で、最高年齢は竹
内の28歳、他の12人が大学現役であった。ベルリ
ン・オリンピックも別に項立てしているので、こ
こでは触れない。

代表をあきらめたノコさんは、それまで選手生
活に悪い影響があるとしてとらなかった酒、タバ
コ、コーヒーをたしなむようになり、それも年と
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ともに、しだいに量が増えていった。結婚したの
もこの時期（1935年）である。その後も東西ＯＢ
対抗や関東大学のＯＢリーグなどには、ほとんど
出場して、サッカーのプレーを楽しむことからは
離れなかった。これは戦争後まで続く。

Death by shooting（銃殺）

東大ア式蹴球部とのかかわりも、協会と大学の
仕事が忙しくなったことで、６連覇当時ほどの時
間を割くことは出来なかったようである。それで
も練習にはよく顔を出して、厳しい言葉を浴びせ
ていた。ノコさんは、東大生は辱しめれば発奮し
てより努力するようになる、という考え方を持っ
ていた。足の遅さを厳しく指摘された力石五郎

（昭和16年卒、のち三菱商事）は靴の底に「ノコ」
と書いて、「ノコのやろう、こんちくしょう」と
踏みつけながら走る練習をしたという。またボー
ルに「ノコ」と書いてそれを蹴飛ばしたという話
も当時の複数のＯＢから聞いた。他にも多くの先
輩からノコさんの厳しさについての話をよく聞い
たが、いずれも敬意と懐かしさをこめて語ってく
れるのが印象的であった。新制大学になってから
は、ときには厳しいこともいわれたが、辱しめる
ようないい方はしなくなった。年齢と戦争体験が
ノコさんを丸くさせたのかもしれない。

ベルリン以降、戦時色は年とともに強くなり、
1940年（昭和15年）に予定された東京オリンピッ

クも返上を余儀なくされ、この大会に向けてノコ
さんが責任者となって取り組んでいた日本代表チ
ームの強化も必要がなくなった。

そして太平洋戦争に突入し、大学リーグも1943
年（昭和18年）から中止のやむなきにいたる。御
殿下グラウンドも教練の場として軍靴に踏みにじ
られ、神宮競技場は学徒出陣の壮行の会場となっ
た。サッカーも敵性スポーツとして禁止された
が、戦地に赴くことはなかった理科系の学生も動
員されて軍需工場などで働いていたので、禁止さ
れなくてもサッカーをする時間はなかったであろ
う。空襲も頻繁にあり、ボールも靴もない時代だ
った。

こうした中でノコさんは学生主事として主に運
動部の学生の面倒を見ていたが、自ら志願して
1944年（昭和19年）８月に海軍司政官に任官し、
ボルネオ島南部のパンジェルマシンに派遣され、
課長として住民たちへの教育を担当する。内田祥
三総長には、そんな必要はないのに、といわれた
が、可愛がっていた学生たちが次々と戦場に赴く
のを見て、日本にとどまっているのをこころよし
としなかったのであろう。ボルネオでサッカーを
したかどうかは書いたり、語ったりしていない。

終戦と同時に、進駐してきたオランダ軍の捕虜
となる。捕虜全員を集めてオランダ軍の軍人の放
った第一声が、「Death by shooting」（銃殺）だ
った。それが耳に入ったとたんに、これまでのサ
ッカーでのさまざまな場面が、一瞬のうちに頭の
中を走馬灯のように駆けめぐったという。日本に
残してきた妻や子どものことではなかったという
のである。しかし、その軍人がすぐに「もし命令
に従わなければ」と続けたのでスーッと気が緩ん
だという。

10 ヵ月ほど抑留された後、1946年（昭和21年）
６月無事日本に帰国する。公職追放はまぬかれ、
東大に復職して農学部事務長となり、1952年（昭
和27年）には庶務課長に昇進する。

また、日本蹴球協会と日本体育協会の理事に
も、帰国と同時に再任され、特にサッカーでは技
術委員長、さらに理事長となって戦後の復興から
強化への責任者となった。戦前からの長年にわた
るサッカー協会、および体育協会の役員としての
仕事については、ここでは割愛させていただき、
戦後の職業の略歴と病気との闘いを紹介させてい
ただく。

「四十雀」（シニア）の試合での竹腰さん（右）



42

第１部　歴史編

昇進よりもサッカーが大事

ノコさんは、1952年（昭和27年）のヘルシン
キ・オリンピックへの出張や強化事業などで大学
の仕事を離れる時間も多くなった。ヘルシンキか
ら帰ると矢内原忠雄総長に「２ヵ月といっていた
のに３ヵ月になったじゃないか」と叱られ、ノコ
さんが「いや、87日です」と答えたら、からから
と笑われたという。

翌1953年（昭和28年）のドルトムントの世界学
生大会へ参加のための出張もまた長いものとな
る。庶務課長は事務局の中でも要職で、こんなこ
とが許される職ではない。そこでノコさんはどこ
か暇な所へ移動させてくれと総長に申し出る。そ
んな所はないよといわれたが、新制大学になって
設けられた教養学部体育科の講師に転任する。一
説にはノコさん自身が職権を利用して学内の空い
ている講師の席を教養学部に回して、そこに自ら
移ったともいわれている。昭和28年７月14日に発
令になって、24日に西ドイツへ出発している。こ
の学生大会への参加は、その後の日本サッカーに
大きな意味を持つものとなった。

ノコさんは教養学部でシロートの学生たちに授
業でサッカーを教えることにも熱心だったし、喜
びも感じていた。筆者も２年生のとき授業を受け
たし、教養体育の助手に採用されてからは、他の
若い仲間とともに、さまざまな面で学ぶことが多
かった。しかし、サッカーで国の内外に出かける
ことも多く、助手たちが代講をよくしたものであ
る。助手の間では「ノコさんがグラウンドを歩く
と１歩1,000円に当たる」などというジョークも
交わされていた。

筆者は東大助手のときに、縁あってノコさんの
長女と結婚した。結婚式の寄せ書きに、岡野俊一
郎が ｢ノコさんは駄目、お父さんと呼べ｣ と書い
てくれたが、どうもお父さんと呼ぶのは苦手で、
子どもが出来た後の「おじいちゃん」の方が呼び
やすかった。家族をあまり省みなかったノコさん
も、孫にはでれでれで、｢孫とは可愛いものだな｣
などと相好を崩して相手をしてくれていた。

共同研究ではあったが学会発表や論文にも名を
連ねていたので、昇進するのに充分な研究業績は
あったのだが、講師でいいと昇進の話は受け付け
なかった。サッカー一筋で、それが出来る環境を
与えてもらっていることだけで充分と、地位や経

済的なことは一切求めなかった。当時の東大の慣
行で停年退職前、最後の１ヵ月だけ教授に昇進し
ている。

1966年（昭和41年）４月１日に東大を60歳の停
年により退職し、東大教養学部のかつての同僚で
あり、日本体育協会とハンドボール協会の理事を
務めていて、当時芝浦工業大学の体育の主任教授
をしていた高嶋冽に招かれて、同大学の講師とな
った。ここでも教授とはならずにサッカーを優先
できる講師を選んだ。

そして神道の本物の神様に

その年、イングランドでのワールドカップを視
察した後、クアラルンプールでのムルデカ大会に
回り、ここで激しい腹痛に見舞われる。何とか激
痛をこらえて帰国して、空港から直行で東大病院
に入院し、大動脈瘤と診断される。数日後これが
破裂して腹腔内に大量出血し、緊急手術で大動脈
の一部を当時開発されたばかりの人工血管に代え
て、九死に一生を得る。ここで死んでいたら、メ
キシコでの銅メダルを現地で見ることはできなか
った。

芝浦工大では1970年（昭和45年）10月に教授に
昇進し、1978年（昭和53年）３月に72歳の停年に
より退職する。この間、1967年（昭和42年）11月
に長年サッカーに貢献したことにより藍綬褒章を
受賞し、1976年（昭和51年）５月に勲三等瑞宝章
の叙勲を受ける。

退職後すぐの1978年 （昭和53年）５月に脳梗塞
を発症、発症直後は妻も家族も認知できなかった
が、見舞いに来たサッカー関係者の名前は口から
出てきた。ボルネオの件といい、このこととい
い、ノコさんの脳ミソの大半はサッカーがらみの
ことで占められていたのだろう。

1931年（昭和６年）に出張先の満州でアメーバ
赤痢に罹患したときと、前述の大動脈瘤破裂をし
たときは、サッカーで鍛えた体力と強靭な精神力
とで死地を乗り越えてきたノコさんだったが、こ
のときは回復することはなく、1980年（昭和55
年）10月６日、２年半の闘病生活のすえに帰らぬ
人となった。

竹腰家は神道なので、竹
たけ

腰
のこし

重
しげ

丸
まるの

命
みこと

として、
サッカーの神様はこの日に本物の神様になった。
� （浅見俊雄）
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草創期に礎築いた３偉人

［参考・引用文献］
『ボールと足と頭』	 毎日新聞｢対談閑話｣（42年４月）に掲載された河合武（当時毎日新聞東京本社社会部副部長、

東大篭球部OB）の竹腰重丸からの聞き書きをまとめた小冊子。昭和44年
「技より進む」　竹腰重丸　『柳緑花紅』(大連一中創立第五十五周年記念誌)　144 〜 145ページ　昭和48年
『サッカー』(旺文社スポーツ・シリーズ12)　竹腰重丸　旺文社　昭和31年　
『日本サッカーの歩み』　日本蹴球協会編　講談社　昭和49年
『会報』　　大日本蹴球協会機関誌　大正10年、昭和３年、４年
『蹴球』　　大日本蹴球協会機関紙　1 〜 7号、2 〜 9巻　昭和９〜 16年
『アサヒ・スポーツ』　１〜 21巻　大正12 〜昭和18年
『運動界』　大正12年〜昭和4年
『運動年鑑』　大正12年〜昭和12年　朝日新聞社
「My Football Memories」第15回〜 18回　竹腰重丸⑴−⑷　賀川浩　『サッカーマガジン』　2005年
「この国とサッカー、昭和の大先達･竹腰重丸」（上、中、下）　賀川浩　『月刊グラン』　74 〜 76、2000年
『若き血潮は燃える』(旧制全国高等学校ア式蹴球大会誌)　竹内至編　朝日出版サービス　昭和60年

［略歴］
1906（明治39）年（０歳）	 大分県臼杵市生まれ
1918（大正７）年（12歳）	 臼杵中学校入学
1919（大正８）年（13歳）	 大連一中２年に転入学　サッカーと出会い、はじめる
1922（大正11）年（16歳）	 山口高等学校理科甲類入学
1925（大正14）年（19歳）	 東京帝国大学医学部薬学科入学
1926（昭和２）年（20歳）	 医学部薬学科退学、農学部農業経済学科入学
1929（昭和４）年（23歳）	 東京帝国大学農学部卒業、帝国農会調査部事務嘱託
1931（昭和６）年（25歳）	 帝国農会依願退職、東京帝国大学勤務、体育に関する事項を嘱託
1935（昭和10）年（29歳）	 満州でアメーバ赤痢に罹患
1938（昭和13）年（32歳）	 東京帝国大学学生主事
1944（昭和19）年（38歳）	 海軍司政官としてボルネオ民政部政務部第6課長（文教）
1946（昭和21）年（40歳）	 敗戦により帰国、東京大学農学部事務長
1952（昭和27）年（45歳）	 東京大学庶務課長
1958（昭和28）年（52歳）	 東京大学講師（教養学部体育科）
1966（昭和41）年（60歳）	 東京大学教養学部教授、停年により退職、学校法人芝浦工業大学講師、
	 大動脈瘤破裂で大手術
1967（昭和42）年（61歳）	 藍綬褒章受賞
1970（昭和45）年（64歳）	 芝浦工業大学教授
1976（昭和51）年（70歳）	 勲三等瑞宝章受賞
1978（昭和53）年（72歳）	 芝浦工大停年により退職、脳梗塞を発症
1980（昭和55）年（74歳）	 死去
　（学歴、職歴を中心に浅見がまとめた）

1967年、竹腰重丸氏の藍綬褒章を祝って記念品の彫像を贈
る。１人おいて左から野津会長、新田純興、本郷新（彫像制
作者）、小野卓爾、竹腰の各氏。
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日本へのサッカー伝来

多くの本に「サッカーは1873（明治６）年に、
英国海軍のダグラス少佐によって日本に伝えられ
た」と書いてある。だが、これは必ずしも正しく
ない。海軍士官を養成する東京築地の海軍兵学寮
で指導した英国海軍士官のダグラスがフットボー
ルを教えたことは兵学寮の記録などに残ってい
る。しかし、このフットボールがサッカーであっ
たかどうかは定かでない。

1863年に英国でフットボール・アソシエーショ
ン（ＦＡ）が結成された。そのＦＡの統一したル
ールによって行われるゲームが「アソシエーショ
ン・フットボール」すなわちサッカーだが、ダグ
ラスが紹介したのは、ルール統一以前に行われて
いた、いろいろなフットボールのうちの一種だっ
たと思われる。

ダグラス少佐説は、日本蹴球協会編『日本サッ
カーのあゆみ』（1974年、講談社）のなかの記述
がもとになっているが、この本を執筆した新田純
興は「このゲームが」と書いて、サッカーとは明
記していない。新田は、海軍兵学寮でフットボー
ルが行われたことを大正時代からのスポーツ記
者、広瀬謙三から聞いたと言っていた。

その後、明治中期までにアソシエーション・フ
ットボールは体育の指導書や外国人教師によって
紹介されたが、普及した様子は見られない。

1896（明治29）年、東京の高等師範学校（現在
の筑波大学）に「運動会」（体育会）が設けられ、
そのなかに「フートボール部」を置くという規則
ができた（フートボールはサッカーの当時の呼称
の一つ）。しかし、本格的なサッカーが紹介され、
根をおろしたのは1902（明治35）年に東京高等師
範学校の坪井玄道教授が欧米視察旅行から帰国し
て以後だと思われる。

坪井教授が持ち帰ったサッカーの本をもとに、
東京高師フットボール部が『アッソシエーショ

ン・フットボール』を出版、その後、高師で本格
的にゲームが行われるようになり、高師の卒業生
によって、各地の師範学校などに普及していっ
た。

しかし、大河をさかのぼれば、上流ではいくつ
かの小さな川に枝分かれするように、源流は必ず
しも一つではない。明治中期に日本各地の学校で
英国人の教師がアソシエーション・フットボール
を教えた記録もある。

一つのルーツが山形に

サッカーが、いつ、だれによって東大に導入さ
れたかは分からない。1918（大正７）年に「帝大
蹴球団」が試合をしたことが当時の新聞に載って
いるので、一応、それを「東大サッカー」のはじ
まりとしている。この「帝大蹴球団」は名古屋の
第八高等学校ＯＢの集まりだったという。そうす
ると東大サッカーの源流の一つは名古屋にさかの
ぼることができる。（当時の学校制度については、
この記事の末尾に注記してある）

1908（明治41）年に八高が設置されたとき「校
友会」に「フットボール部」が設けられた。しか
し、実際に活動し始めたのは開校後、数年たって
かららしい。
『八高50年史』に第3回卒業生の小関良平が次の

ような記事を書いている。
──英会話の先生で「ウィルデン・ハート」さ

んと云う英国人が居られました。僕の一年生の
時、入学して間もなく、会話の時間に、先生から

「フットボール」の話が出たので、僕が庄内中学
の「チャンピオン」だったことを話したら、とた
んに「チャンピオン」と称するのは、世界的選手
を云うので、自分は「オックスフォード」の選手
だったから、正に「チャンピオン」であるが、君
は単なる「プレーヤー」である、とのご託宣だっ
た。（中略）それがきっかけになって、時は明治
四十三年、僕が一年生の時に、話が始まって「フ

東大サッカーの源流を探る

大正7年に「帝大蹴球団」
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東大サッカーの源流を探る

ットボール」をやることになり、運動部に蹴球部
を創設した──

小関とハートの創設した八高蹴球部のＯＢが東
京帝国大学に進んで「帝大蹴球団」として活動し
たわけである。

小関は山形県庄内中学校（現在の鶴岡南高）の
出身である。だから東大のサッカーの源流を訪ね
ると、山形県にたどり着くことになる。

四高で英国人教師がコーチ

それでは、庄内中学校で小関にサッカーを教え
たのは誰か？

山形県鶴岡地区サッカー協会50周年記念誌『鶴
岡地区サッカーの歩み』によると、サッカーを山
形県に伝えたのは、庄内中学校（鶴岡南高校）に
職を奉じた磯部房治先生で、1905年（明治38年）
ころといわれている。小関に庄内中学校でサッカ
ーを教えたのが磯部先生であろうことは、ほぼ確
かである。

磯部は、東京高等師範学校でサッカーが本格的
にはじまったころに学んでいたものと思われる。
そうだとすれば、東大のサッカーのルーツをさら
にさかのぼれば、結局、日本のサッカーの源流で
ある東京高師にたどりつく。

一方、八高で指導したウィルデン・ハートはオ
ックスフォード大学の出身である。源流の一つは
オックスフォードまでさかのぼることができる。
ハートは海軍兵学校から八高に移って来た。兵学
校は築地の海軍兵学寮の後身だから、明治の初期
に海軍兵学寮でフットボールを教えたダグラス少
佐のほうにも、さかのぼれるかもしれない。

東京高師校友会誌第42号には八高のチームが、
1914（大正３）年に東京高師に来て試合をした記
録がある。第八高等学校史にも「蹴球部」の遠征
の記事がある。

当時、官立高等学校の卒業生は、ほとんどが帝
国大学に進んだ。八高の卒業生も大部分が東京帝
国大学に進学しているから、このメンバーが東大
でもボールを蹴った可能性がある。1918年に第１
回関東蹴球大会で模範試合をした八高ＯＢ の「帝
大蹴球団」の出場者のうち３人は、1914年に高師
に来て試合をした八高の選手と同姓である（名前
は不明）。

東大ア式蹴球部ＯＢの名簿に残っている最初の
２人（1921=大正10年卒業）はともに八高出身で

ある。
旧制の高等学校でサッカーをしていた生徒が東

京帝国大学に進学したことについては、もっと古
い記録がある。

1904（明治37）年にウォルター・アウグスタ・
デ・ハビランドが金沢の第四高等学校から東京高
師に英語、英文学の教師として赴任した。それを
聞いて、四高でデ・ハビランドにサッカーの指導
を受けた大学生が高師を訪ね、12月10日に高師の
生徒とともに試合をした。この話は東京高師校友
会誌第６号に記載されている。

この大学生が大学内でボールを蹴ったかどうか
は分からない。蹴ったとすれば、八高出身者より
前に東大にサッカーを持ち込んだことになる。

Ｗ．Ａ．デ・ハビランドはスコットランド生ま
れ、ケンブリッジ大学出身である。チェスの名手
で日本の囲碁を紹介する英語の本を出している。
また日本で生まれた娘２人が、ともに有名なハリ
ウッドの女優になり、２人ともアカデミー主演女
優賞をとった。オリビア・デ・ハビランドとジョ
ーン・フォンティーンである。姉妹でアカデミー
主演女優賞を得たのは、これまで、ほかにはな
い。

Ｗ．Ａ．デ・ハビランドの兄、ジョージ・メイ
トランド・デ・ハビランドは、弟より早く来日
し、北海道にサッカーを植え付けた。兄弟で、そ
れぞれ、日本サッカーの源流になったわけであ
る。

「ア式蹴球部」の始まりは？

複数の高校出身者をまとめて東大のサッカーチ
ームを編成したのは、1919（大正８）年に東京の
第一高等学校から進学した新田純興と野津謙であ
る。一高のサッカー部のもとを作ったのも新田、
野津だった。

新田は1910（明治43）年、東京高師附属小学校
のとき、高師から派遣されてきた教生に「蹴球の
手ほどき」を受け「高師附属中学に進んでもボー
ルをけり続けた」と、自筆の経歴書「私とサッカ
ー」に書きのこしている。

野津は広島中学校の出身だった。広島のサッカ
ーは東京高師を出て赴任した松本寛次教諭の指導
に始まっている。つまり、ここでもルーツは東京
高師である。

ところで、東大サッカー部の創立はいつとすべ
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きか？
八高出身者による「帝大蹴球団」の対外試合が

記録されているのは、1918（大正７）年の関東蹴
球大会招待試合である。

新田は翌年の1919（大正８）年９月に「東大蹴
球クラブを各高校出身者に公開させた」と記して
いる。「東大蹴球クラブ」は八高出身者による

「帝大蹴球団」を指している。この全学チームに
よる対外試合が記録されているのは1920（大正
９）年の関東蹴球大会招待試合である。

サッカー部の正式名称が、いつ決まったのかは
明確でない。1921（大正10）年、第１回全国優勝
競技会（全日本選手権大会）には「東京帝国大
学」の名で登録している。
「ア式蹴球部」の名称が、いつから使われたの

かも明確でない。「蹴球」は明治時代に「フット
ボール」の訳語として使われ、サッカーもラグビ
ーも「蹴球」とされていた。大正時代にサッカー

（アソシエーション・フットボール）は「ア式蹴
球」、ラグビー（ラグビー・フットボール）は

「ラ式蹴球」と呼んで区別していたが、ラグビー
は、しだいに「ラグビー」だけで通用するように
なった。

そこで大日本蹴球協会は、1929（昭和４）年に
「今後はア式という呼称は使用しない。アソシエ
ーション・フットボールの呼称は単に蹴球とす
る」と決めている。しかし東大と早大は、その後
も引き続き「ア式蹴球部」の名称を使っている。

以上が東大サッカー上流探索の報告である。
「東京大学ア式蹴球部」の源流は、いくつかの

支流に枝分かれしているが、どこから本流になっ
たとすべきか明確ではない。荒川でも、信濃川で
も、さかのぼれば多くの支流が流れ込んでおり、
上流の川は別の名前で呼ばれているものも多い。
それと似たようなものではないだろうか。

（注）太平洋戦争以前の学校制度
敗戦による1947（昭和22）年の学制改革まで、

学校制度は、おおむね次のようだった。
義務教育は小学校（６年）まで。中学校は５年

制（現在の中学〜高校２年）だった。中学校を卒
業すると、高等学校あるいは専門学校に進んだ。
高等学校は３年制（現在の高校３年〜大学２年）
だった。高等学校へは中学４年修了で行くことも
できた。早稲田、慶応などには高等学校にあたる
予科があった。官立の専門学校には東京高等工業
学校（現在の東京工大）、東京高等商業学校（現
在の一橋大）があった。

大正時代にできたリーグは、こういう高等教育
機関のサッカー部が参加したから「専門学校リー
グ」と呼んでいた。

師範学校は小学校教員養成の学校で、多くは小
学校に付属している高等科（２年）から進学し
た。高等師範は中等学校の教員養成が目的で、師
範学校卒業生がいったん教員を経験してから行く
ことも多かった。したがって年齢の高い生徒がい
た。

（牛木素吉郎）

［参考・引用文献］
恩田　裕「本邦におけるサッカー競技の移入と展開について」
　─海軍兵学寮・工学寮及び東京高等師範学校を中心として─

（成城法学教養論集、第4号、1982）
『八高五十年史』（八高創立五十周年記念実行委員会、1958）
　小関良平「八高とフットボールの思い出」
　高山忠雄「フラタニティ─八高蹴球史の一部─」

『伊吹おろしの雪消えて─第八高等学校史』（財界評論新社、1973）
『広島一中国泰寺高百年史』（広島県立国泰寺高等学校百年史編集委員会、1977）
『鶴岡地区サッカーの歩み』（鶴岡地区サッカー協会50周年記念誌）
　「協会設立前史」サッカーのはじまり（『山形県中学体育』、1985）
柴田勗「黎明期・北海道フットボールの胎動─伝道師役を果たした２人のデ・ハビランドの謎─」
　（札幌大学「比較文化論叢」No.12 2003）
大久保英哲「日本学生サッカーの隠れたルーツ─四高の外国人教師によるサッカー指導─」

（日本スポーツ社会学会第16回大会特別講演、2007）
新帯国太郎「日本サッカーの夜明け、私の思い出」（サッカーマガジン1967年２月号）
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東大ア式蹴球部は、関東大学リーグ戦の第１回
から参戦し、１、２回こそ惜しくも優勝を逸して
２位に甘んじたが、1926年（大正15年）の第３回
から1931年（昭和6年）までの６年間、連続優勝
して１部で６連覇の偉業を達成した。この記録は
関東大学リーグでは、2008年（平成20年）に至る
まで、破られていない。これに続くのは４連覇
で、早稲田大（1933 〜 36年─34年は慶応と同時
優勝─と1955 〜 58年の２回）があるだけであ
る。今後よほど強力な大学が現れない限り、６連
覇の記録は破られないであろうと思われる大記録
である。

各年代の記録やその年の試合内容などについて
は年代誌に記載されているのでそちらに譲り、ま
ず６連覇の記録に得点者を入れた表１を見ていた
だきたい。うち１試合だけ現時点では得点者の不
明なものがあることをご寛容いただきたい。全30
試合で、28勝１敗１引き分け、総得点136、総失
点24、１試合平均得点4.53、失点0.8という成績か
ら見ても、当時の強さが分かる。

通算10点以上得点をあげている選手が６名いる
が、鈴木を除いてすべて第９回の極東大会の日本

代表選手で、CHの竹腰以外はすべてFWで出場
している。１年目は得失点とも６年の内で最も少
なく、どちらかといえば守備の強さで優勝したと
いえるが、そのあとの５年は平均得点が３点以上
であり、特に３、４年目は平均得点が６点以上
と、圧倒的な得点力を誇っていたといえるだろ
う。またどの年もエースストライカーがいて、１
年目の鈴木以外は平均して１試合に１点以上、高
山忠、手島にいたっては平均２点以上の得点をあ
げた年もある。

唯一早稲田に１敗した５年目は、データから見
ても苦しい年だったことが分かる。春に極東大会
に主力選手を送り、心も体も疲労しきったあとの
チーム作りに苦労したのであろう。

ここで、なぜ６年にわたってこれほどの強さを
発揮し続けられたのだろうかを考えて見たい。そ
の第一は、東大にア式蹴球部を作った野津が、部
を強くするための方策として始めた全国高校蹴球
大会が高校のサッカーを活性化し、その思惑通り
にそこで活躍した選手が次々と東大に入ってきた
ことがあげられる。先にあげた得点者を始め、当
時の選手の全員が高校大会の経験者といっていい

だろう。
しかも竹腰の評伝にも書い

たように、大正末に全国を行
脚したチョー・ディンに直接
指導を受けた選手が多く、そ
の影響を最も受けた竹腰が
｢技より進む｣という理念を持
って技術、戦術の向上の先頭
に立ち、部員とも議論して皆
で工夫しながら、チョー・デ
ィン譲りのショートパスをさ
らに発展させて、全員が連係
しながらよく動いて、ショー
トパス、ロングパス、それに
上海チームに学んだバックパ

史上不滅の６連覇
1926 〜 31年 東大が立てた大記録

関東大学リーグ（1部）

昭和３年度、リーグ戦に３連覇したチーム。カップを持つのは竹腰主将。
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表１ 東大ア式蹴球部 6 連覇（1926 〜 31 年）の記録 
1926 年（大正 15 年）  スコア（前半） 得点者

10.24 法大 ３−０（２−０）竹腰２、鈴木 
11.14 農大 ５−０（１−０）鈴木２、杉野、竹腰、中島 
11.21 高師 ３−１（１−０）伊藤、鈴木、中島 
12.05 早大 １−０（１−０）伊藤 
12.15 一高 １−１（０−１）中島 

４勝１分 
得失点　合計 13 −２（５−１）鈴木４、竹腰３、中島３、伊藤２、杉野 
平均得失点　2.6 − 0.4

1927 年（昭和２年）  スコア（前半） 得点者
11.06 法大 ４−１（２−０）竹腰２、野島２ 
11.12 慶大 ７−０（５−０）鈴木２、竹腰２、中島、野島、OG 
11.19 早大 ２−０（２−０）鈴木、竹腰 
11.27 高師 ２−１（１−１）鈴木、中島 
12.06 一高 ３−１（２−１）鈴木２、青山 

５勝 
得失点　合計 18 − 3（12 −２）鈴木６、竹腰５、野島３、中島２、青山、OG 
平均得失点　3.6 − 0.6

1928 年（昭和３年）  スコア（前半） 得点者
10.26 明大 11−０（４−０）高山８、篠島、鈴木、若林 
11.17 慶大 ５−２（１−０）若林２、篠島、高山忠、竹腰 
11.24 高師 ５−０（２−０）若林３、篠島、高山忠
12.04 一高 ９−１（７−０）鈴木３、若林２、斉藤、新荘、高山忠、竹腰 
12.09 早大 ３−１（３−０）鈴木２、高山忠 

５勝 
得失点合計　33 − 4（17 − 0）高山忠 12、若林８、鈴木６、篠島３、竹腰２、斉藤、新荘 
平均得失点　6.6 − 0.8

1929 年（昭和４年）  スコア（前半） 得点者
10.19 文理大 ７−０（４−０）篠島２、高山忠２、若林２、手島 
11.05 農大 ７−０（１−０）不明７
11.15 慶大 ３−２（１−１）青山、篠島、野沢 
11.25 明大 ７−１（５−０）手島４、篠島、高山忠、若林 
12.15 早大 ６−３（５−２）青山３、手島２、高山忠 

５勝 
得失点合計　30 − 6（16 − 3）手島 7、青山 4、篠島 4、高山忠 4、若林 3、野沢、不明 7 
平均得失点　6.0 − 1.2

1930 年（昭和 5 年）  スコア（前半） 得点者
11.05 文理大 ３−１（１−１）竹内、三宅、若林 
11.14 慶大 ３−１（１−１）篠島、手島、若林 
11.03 早大 ２−３（０−１）手島２ 
12.07 一高 ７−０（４−０）篠島２、手島２、内藤、野沢、三宅 
12.14 早大 １−０（１−０）手島       （同率のため優勝決定戦）

４勝１敗 
得失点合計　16 − 5（7 − 3）手島６、篠島３、若林２、三宅２、竹内、内藤、野沢 
平均得失点　3.2 − 1.0

1931 年（昭和 6 年）  スコア（前半） 得点者
10.16 明大 ９−１（４−１）手島３、藤岡３、和田３
10.22 農大 ２−１（１−０）手島、中村 
11.08 一高 ８−０（４−０）高山英２、内藤２、野沢２、手島、藤岡 
11.29 慶大 ４−１（１−１）手島３、高山英
12.05 早大 ３−１（１−０）手島２、内藤 

５勝
得失点合計　26 − 4（11 − 2）手島 10、藤岡４、内藤３、和田３、高山英３、野沢２、中村 
平均得失点　5.2 − 0.8 
合計　28 勝１敗１分　総得点 136 ─総失点 24　平均 4.53 − 0.8 
得点者（10 点以上）手島 23、鈴木 16、高山忠 16、若林 13、篠島 10、竹腰 10 
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スをまじえた合理的な攻撃法と、ＧＫ、ＦＢ、Ｈ
Ｂ、ＦＷ各ラインの連係による守備法の確立に向
けて練習を重ねたこと、そして竹腰はじめ各選手
が精神的にも充分な強さを持っていたことが、日
本一のチームを作り上げたと考えてよいだろう。
特に1929年の上海遠征は、技術的、戦術的に、ま
た精神的にも多く学ぶものがあったし、前半の３
年と後半の３年をいろいろな意味でつなぐことに
も大きな意味を持ったと思われる。

竹腰が４年在学して卒業したあとも、毎日のよ
うにグラウンドに現れてコーチに当たったことも
重要なファクターだったであろう。またこの６連
覇を含めた前後、ずっと部長を務めた工学部の末
広恭二教授の存在も忘れてはならない。末広はボ
ートの選手だったが、何の縁でか分からないが創
部間もない蹴球部の部長に就任し、教育、研究な
どに忙しい中、練習にもしばしば顔を出し、部員
ともよく懇談していた。ご本人も帝大新聞（昭
5.5.12付）のインタービューに「選手はみんな子
どものようなもので、自分の子どもの試合を見に
行くのは当たり前だろう」と答えている。また竹

腰と同期で主務を務め、仏文の
研究室に残った中島健蔵は次の
ようなエッセーを帝大新聞（昭
6.11.30付）に寄せている。
「（研究室で横文字の本を読ん

でいると）風の具合でボールを
蹴る音が池を越え森を越えて微
かに傅はってくる。あきらめて
本をたたき込んでぶらぶらグラ
ウンドの方へ歩いて行く。果た
して蹴球部の人たちが練習して
ゐる。（略）身體が蝶番で出來
ていて然もその間に發條が入っ

てゐるやうなコーチャーの竹腰が跳ねまはってゐ
る。發條のせいだろう、よく轉ぶ。

やがて道場の方からゆっくりと人影が一つ近づ
いてくる。まさに部長、工学部の末廣先生であ
る。
『何某は今日は調子がなほったね。』
『何某があれでもう少し滑らかになったらもっ

と頼もしいんだがね。』
『あれだ、あの調子が試合にでれば文句はない

んだがね。』
先生は選手各個人についてまで、むしろ私に説

明し教へ説かれる形である。（中略）
（練習を見ながら）今不思議に一高を苦手とし

たその頃のことを思ひ、そぞろ今昔の感に堪へ
ず、相變らず元気な竹腰に感心するのである。そ
してその頃と變らず熱心に練習を眺め試合に出か
けられる末廣先生のやうな部長の下にある蹴球部
が萬一くだらない試合をしたら申譯なかろうとつ
くづく思ふのである。（後略）（11月26日深夜）」

（原文のまま）
ではなぜこのあと東大はなかなか優勝できない

大正末期から昭和初期にかけての東京帝大の入学試験の状況
大正 13 年 昭和 2 年 昭和 7 年 昭和 10 年

入学者 応募者 倍率 入学者 応募者 倍率 入学者 応募者 倍率 入学者 応募者 倍率
法学部 692 918 1.33 650 1079 1.66 652 1150 1.76 655 1685 2.57
経済学部 131 191 1.46 330 571 1.73 369 696 1.89 352 491 1.39
文学部 − − − 300 385 1.28 400 508 1.27 400 446 1.12
医学部 130 221 1.70 165 393 2.38 166 592 3.57 165 510 3.09
工学部 320 550 1.72 214 590 2.76 324 757 2.34 324 927 2.86
理学部 − − − 114 145 1.27 111 212 1.91 104 183 1.76
農学部 − − − 215 239 1.11 218 235 1.08 221 336 1.52

1273 1880 1.48 1988 3402 1.71 2240 4150 1.85 2221 4578 2.06
−は入学試験なし　医学部の試験は大正13年は医学科のみ（薬学科は試験なし）昭和２年以降は医学科＋薬学科

昭和３年12月９日　東大３−１早大。早大ゴール前での攻防。白が東大（神宮）
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チームになってしまったのだろうかを考えて見た
い。このあとの東大は２連覇（1941、42年＝41年
は早稲田と同時優勝）が一度あるが、あとは戦後
すぐの1948年の優勝があるだけで、主として早慶
の後塵を拝する状況が続いたのであった。

その第一は名選手の入学が少なくなったことに
あるだろう。極東大会の中心を帝大が占めた以降
の日本代表は、ベルリン・オリンピックには高
橋、種田に極東の代表でもあった竹内の３人で主
力は早稲田だったし、そのあとは菊池、有馬、大
山、直木、奥瀬、大貫、加藤、大埜、そして戦後
新制東大になってからは岡野の一人だけである。

その理由の一つは高校から帝大への入学が年々
狭き門になったことがあげられよう。それまでは
高校卒は全員いずれかの帝大に入れる状態から、
高校も増え進学希望者
も増加して応募者が入
学定員を超えるように
なって、入学試験が行
われるようになった。
それがいつからかは調
べられなかったが、帝
大新聞で見た限りで
は、表に示したように
大正末から昭和初期に
かけての入学試験の状
況が分かる。記事にも
この少し前から試験が始められたことや、大学側
も受験者も入学試験に対しては批判的であったこ
とが伺える。

これで見れば各学部とも年とともに倍率が上が
り、狭き門になっていったことが分かる。竹腰や
鈴木が入学した年は、それぞれが入学した薬学
科、数学科は入試がなかった。竹腰が２年目に入
学しなおした農業経済学科も試験なしで入れたと
ころである。

このように試験のないところを狙うということ
もあったろうが（実際はどうだったかは分からな
いが）、篠島が高等文官試験を狙っていたように、
サッカーがやりたくて帝大に入るのではなく、皆
高い理想を持って入ってくるのである。したがっ
て当時でも蹴球部員の多くは法学部、経済学部、
工学部など、受験の倍率の高い学部の学生だっ
た。高校でサッカーに青春をかけ、正月の高校大
会にまで出場した選手にとっては、３月の入試は

さらに狭き門であったろう。しかも年々試験は難
しくなっていった。中学、高校のサッカーの状況
は今の高校とはまったく異なるが、今の高校サッ
カー選手が東大に入りにくいのと、ある意味では
共通する状況があったといえるのだろう。

しかも当時は、東京高師附属、府立五中、浦
和、湘南、神戸一中、広島附属、広島一中など中
学の名門校がサッカーが強かったから、そこから
早、慶などの名門大学を目指す選手も多かった。
高校の名選手が競って帝大に入るという初期の現
象は薄れていかざるを得ない状況になったのであ
ろう。

さらにもう一つ、チョー・ディンの影響で、技
術の追求に走った高校は早稲田高等学院や山口を
はじめ多かったと思われ、そこから技術的にすぐ

れた選手が輩出したのであるが、同時に高校生の
性向としては、弊衣破帽に象徴されるように、格
好よさよりも蛮カラ、技術的スマートさよりも勇
猛な精神を尊重する雰囲気があった。従ってきれ
いにボールをつないでいくサッカーよりも、蹴っ
て走って体当たりする勇壮なサッカーへの志向が
強くなったといっていいだろう。高校では技術的
にすぐれた選手が育つ環境が薄れていったという
ことができると思っている。

以上なぜ帝大が６連覇できたのか、またなぜそ
の後同じ大学制度の下で帝大は優勝回数も減り、
停滞せざるを得なかったのかについて、当時の新
聞などの記事や先輩らから聞いた話で記憶に残っ
ていることに推測を交えて書いてみた。ただし確
たる根拠のあるものではなく、私の思いつきとい
った程度のものであることをお許し願いたい。

（浅見 俊雄）

昭和３年10月26日　東大11ー０明大　明大のゴールに迫る東大勢（白）（東京高校Ｇ）
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国際大会で初優勝
日本代表 東大勢が主力で活躍

大正２年に第１回大会

極東大会、正式には極東選手権競技大会だった
ようである。新聞などでは極東競技大会、極東選
手権大会、極東大会も使われている。中国では遼
東大会、英語はFar Eastern Championship Games
だった。第１回は東洋オリンピック大会と称した
ようである。

この大会は、フィリピンにアメリカＹＭＣＡか
ら派遣されていたエルウッド･ブラウンの提唱で
始められたもので、フィリピン（この文章では比
または比国と表記する）、中華民国（中または中
国）と日本（日）の３ヵ国が持ち回りで、２年に
１回開催した総合競技大会であった。種目は陸上
競技、競泳、野球、テニス、サッカー、バスケッ
トボール、バレーボールで、回によっては自転
車、ボクシングも行われた。

サッカーは第３回が日本（東京・芝浦）で行わ
れたとき初めて高師のチームが参加したが、中国
に０−５、比国に２−15と大敗した。第４回には
参加せず、第５回以後は毎回参加したが、いずれ
も両国に２点以上の差をつけられて、３位に甘ん
じていた。当時の日本サッカー協会の大きな目標
は、サッカーのレベルを向上させて、この大会に
勝つことのできるチームを送ることであった。

ここでは、極東大会のサッカーの部に、東大ア
式蹴球部の部員およびＯＢがどう関わり、どんな
活躍をしてきたかを、特に東大の選手がチームの
中心となって、初めてこの大会の覇権を握った第
９回大会に焦点を当てて書くこととする。

東大から野津謙が参加

▼第５回大会　上海　1921年（大正10年）
国内予選で代表となった全東京に野津謙が選ば

れて、２試合に出場している。
日本０−４中国、日本１−３比国� ３位

▼第６回大会　大阪　1923年（大正12年）
この大会では大阪クラブが代表となって出場

し、東大からは選手は選ばれていない。大会役員
には野津謙が参加している。

日本１−５中国、日本０−４比国� ３位

補強選手で竹腰が出場

▼第７回大会　マニラ　1925年（大正14年）
竹腰重丸が国内予選に広島・黒猫チームで出場

し、決勝で大阪サッカー選抜に０−１で敗れた
が、補強選手として本大会に参加し中国戦にＬＩ
で出場した。広島地区の予選時はまだ山口高校生
だったが、４地区の代表で争った日本代表決定戦

（４月）と、上海の本大会時（５月）は東京大学
入学後で、ア式蹴球部員であった。

５月17日　日本０−４比国
５月20日　日本０−２中国� ３位

竹腰・春山コンビ活躍

▼第８回大会　上海　1927年（昭和２年）
東京地区の予選に出場した東大は、準決勝でＷ

ＭＷ（早大の現役、ＯＢ混成軍）に１−２で敗れ
る。ＷＭＷは日本代表決定戦で優勝したが、より
強力なチームを編成するために、竹腰重丸（東
大）、春山泰雄（当時水戸高、翌年東大に入学）
など４人を補強して本大会に臨んだ。

８月27日 日本１−５（１−３）中国
８月29日 日本２−１（０−１）比国� ２位
２試合とも竹腰（ＬＩ）、春山（ＣＦ）は出場

して、よいコンビネーションでパスを交換して、
攻撃の中心となった。比国戦では、前半に１点リ
ードされたあと、後半25分にＰＫをえて鈴木が決
めて追いつき、30分には相手のパスを竹腰が奪っ
て、春山とのパスで相手ＦＢを抜き、竹腰のシュ
ートで２−１と勝ち越した。そのあと疲労の出た
比軍の反撃を許さず、極東大会史上初の勝利を勝
ち取った。

第９回 極東選手権
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大会前に主将の鈴木重義は「俊足のＦＷを補強
することができて、より強力なチームを編成する
ことができた」と語ったと、好蹴生（ペンネー
ム）の記事にあるが（「運動界」、昭和２年10月１
日）、メンバーの玉井操は「より強力なチームを
編成するためとはいえ、予選をともに戦った友を
切ることに心が痛んだ」ことと、「しかし、新た
に参加した選手も、そのために出場できなかった
選手も、日本のためという大きな考えの下に全て
に耐え、よく一致して奮闘した。また、比軍を打
ち破ったことが、遠征終了後に起こったかもしれ
ない不平不満の声を打ち消した」と、サッカー協
会機関誌の「極東大会の思い出」に書いている。

（「蹴球」第１号、昭和６年10月23日発行）
日本のサッカー界にとっても、このチームにと

っても、竹腰のあげた勝ち越し点は大きな意味を
持った得点だった。

優秀選手で代表を編成

▼第９回大会　東京　1930年（昭和５年）
前回に初めて比国を破って２位となったことか

ら、地元東京で行われるこの大会の目標は、「打
倒中国、そして極東の覇権を」ということになっ
たが、それは当然の成り行きだった。そして、こ
れまでの単独チームあるいは地区選抜チームによ
る国内予選の勝者に代表権を与え、必要ならその
チームが補強をして参加する、という代表決定方
法を改めて、予選は行わずに、日本協会が優秀選
手を選考して代表チームを編成することになっ
た。そして協会内に準備委員会が設けられ、選手
を選考した結果、19名の候補選手を決定した。

候補選手はすべて東西の大学リーグ１部で活躍
した現役、ＯＢであり、その中心はこの４年間連
続して関東大学リーグを無敗で優勝し、前年から
始まった東西大学リーグの王座対決でも関学を破
って事実上の日本ナンバーワンのチームとなった
東大の選手で、19名中12名を占めていた。監督は
早大ＯＢの鈴木重義、主将にはただ一人、前２回
の大会を経験している竹腰が選ばれた。

１ヵ月の合宿で猛練習

この候補者中、東京在住者は２月から週３回の
練習に参加し、学年末試験中は休んだが、４月１
日からは、全員が石神井の昭和館に宿泊し、近く
の清水組のグラウンドで練習する１ヵ月の長期合
宿を行っている。

この１ヵ月の合宿は猛烈を極める内容であっ
た。第８回にあげた「蹴球」第１号の「極東大会
の思い出」から、篠島秀雄の書いた文章の内容を
紹介しよう。
「冷たい情熱の主将竹腰が全ての計画を立てて

一同をリードした。合宿のはじめは基礎技術を主
として、猛練習に移ったのが10日ごろである。ボ
ールが自分の方へ転がってきてこいつを蹴るかど
うかせにゃならぬと思うと、ヘドが出そうに感じ
るようになる頃は頭も体も疲れきって、なるほど
猛練習だなと思った。……大会の華やかな思い出
より、誰も知らないこの１ヵ月の辛い思い出の方
がはるかに自分には感銘深かった。」

実はこの篠島は、官吏や外交官になるための試
験である高等文官試験を受験する予定でいたが、
竹腰に説得されてそれを諦め、このチームに参加

第９回極東大会日本代表チーム
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したのであった。その辺の事情を竹腰は篠島の追
悼文集に次のように書いている。
「多分２月はじめごろだったと記憶するが、篠

島君を呼び出して外交官試験を断念して、極東大
会にぜひ出場することを要請した。随分無茶な話
だったが、彼は快く応じてくれた。あまりにもあ
っさり応諾されたことに驚き、部長の末広恭二工
学部教授を訪ねて、事の次第を報告かたがたご意
見を伺った。先生は我々部員一同が尊崇してやま
なかった偉大な方であるが、これまたいともあっ
さりと『君が余り心配することはない。篠島は何
をやっても大丈夫な男だ。外交官を断念して極東
大会に出るのもいいではないか。やらせろ』との
ことでびっくりもし、かつ安心した次第であっ
た。」（「篠島君と昭和５年極東選手権大会」、「篠
島秀雄君を偲ぶ」昭和50年２月刊より）。

篠島は後に三菱化成の社長、会長、そして財界
の重鎮となった。また日本サッカー協会の副会長
も務めた。

選手 15 名うち東大９名

この合宿の中で練習試合も行われ、文理大に10
−０、関東ＯＢには11−０で大勝している。また
４月16日に横浜高商で行われた英艦コーンウオー
ル号との試合は１−１で引き分け、雌雄を決しよ
うと再戦した18日の神宮競技場での試合には１−
０で勝利した。コーンウオールは、中国代表に６
名の選手を出している上海のチームに２−１で勝
っているとのことで、そのチームに疲労の頂点で
互角の試合ができたことは日本チームに自信を与
えた。

しかし、あまりの疲労の激しさから、21日から
は起床も８時に下げ、練習も午後だけとなった。
また予定を少し縮めて25日に第１次合宿は打ち切
られた。

19名のうちから大町が台湾へ赴任して去り、近
藤が心臓脚気と診断されて合宿途中で離れ、岸山
も結核を発病し、結局大会への登録メンバーは下
記の15名になった（上記３名とも東大）。

ＦＷ：◎春山泰雄、◎若林竹雄、◎手島志郎、
◎篠島秀雄、◎高山忠雄、市橋時三

ＨＢ：本田長泰、◎竹腰重丸、◎野沢正雄、
杉村正三郎、

ＦＢ：◎竹内悌三、井出多米男、後藤靱雄、
ＧＫ：斉藤才三、◎阿部鵬二

◎を付したのが東大からの選手で９名、15名の
うちＯＢは竹腰、後藤、斉藤の３名だけで、後は
現役選手だった。

大会に備えての第２次合宿は、５月10日過ぎか
ら選手村にもなった神宮競技場横の日本青年館で
行った。このときはチーム作りとコンディション
調整のための練習に専念したようである。そして
そのまま大会へと突入した。ここには、朝日新
聞、アサヒ・スポーツ、運動界の記事をミックス
して、日本の２試合の内容を抄訳して紹介する。

▼５月25日　日本７−２（５−２）比国
� 神宮競技場
出場メンバー（各列左から）

ＦＷ：春山、若林、手島、篠島、高山
ＨＢ：本田、竹腰、野沢　ＦＢ：竹内、内藤
ＧＫ：斉藤　（後半14分　若林が市橋と、
      34分　本田が井出と交代）

試合前に豪雨が降って、試合時間を30分遅らせ
て３時30分にキックオフ。グラウンドは放り出さ
れたバナナの皮を踏みつけたように激しく滑る状
態だった。日本ははじめ攻めて出たが、守備陣が
整わないところを比国に突かれて、５分、８分に
２点を先取されてしまう。

しかし日本はＦＷ間の連携のよいショートパス
に、本田、竹内から前線への長いボールの供給、
バックパスしての竹腰らＨＢ陣の攻撃参加など、
多彩な攻撃で相手守備陣を崩し、16分までに３点
をあげて逆転する。その後も攻撃の手を緩めず、
前半を５−２で終える。後半、時々比国も反撃す
るが日本守備陣を崩すまでには至らず、日本のペ
ースで何度も比国ゴールを襲い、２点を追加して
快勝する｡

竹腰の率いるＨＢ線がよく活躍し、比国のルー
ズな守備に対して、日本の鋭利な攻撃がさえてい
た。

得点者は、得点順に、若林、若林、篠島、若
林、手島、手島、市橋となっている。東大のＦＷ
中央の３人が６点をあげている。

実力伯仲で点とりあう

▼５月29日　日本３−３（１−１）中国
� 神宮競技場
出場メンバー（各列左から）
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ＦＷ：春山、若林、手島、篠島、高山
ＨＢ：本田、竹腰、野沢　ＦＢ：竹内、後藤
ＧＫ：斉藤　　（後半35分　若林が市橋と交代）

グラウンドコンディションもよく、実力伯仲の
両軍が、90分間にわたって終始エキサイティング
な大熱戦を演じた。満員の大観衆も妙技に魅せら
れ、酔うがごとくであったと書かれている。

前半風上の中国は、長いロビングボールのパス
をゴール前に送って、長身を利してのヘディング
でゴールを脅かすが、日本ＤＦ、ＧＫの好守で得
点には至らない。次第に日本の動きがよくなって
パスが回りだし、22分相手のボールを奪った竹内
が長いパスを送り、春山がドリブルで前進して中
へ入れたボールを手島が見事に決めて先取点をあ
げる。中国も36分に孫がドリブルシュートを決め
て、前半は１−１で終わる。

後半、風上にたった日本は積極的に攻め、12分
篠島から送られたボールを高山が強シュートし、
ＧＫがはじいたところを篠島、手島が飛び込んで
蹴ると、相手ＦＢに当たってゴールイン（得点者
は特定されていない。高山とある記事もある）。
しかし中国も13分にたちまち同点に追いつく。

20分竹腰からのパスを受けた春山がペナルティ
エリアにドリブルで突進したところを、たまらず

中国ＦＢがファウルしてＰＫ、手島が慎重に蹴っ
たがわずかにバーの左上を越える。28分竹腰がヘ
ッドでゴール前に入れたボールを高山がヘッドで
落とし、篠島がシュートを決めて３−２とリード
する。34分に３度同点に追いつかれ、その後も日
本がしきりに攻めたがタイムアップ。　　

日本は理詰めのパスによるコンビネーションで
中盤で中国をかく乱し、チャンスもシュートも日
本が多く優勢だったが、すぐれた個人技を生かし
て少ないチャンスをよく得点に結び付けた中国を
振り切ることはできなかった。ちなみにゴールキ
ックは16−29、コーナーキックは７−３（いずれ
も日−中）という数字が、全体的には日本が優勢
だったことを示している。

手島は勝負を決めるＰＫをはずしたことに強く
責任を感じて、試合後数日は口もほとんどきか
ず、食事もわずかしか取らなかったと伝えられて
いる。

この試合のあと日本は大会中に再戦して雌雄を
決することを強く望んだが、中国側は大会の最大
の目的は国際親善にあり、勝敗は第２、第３のこ
とであるとし、ともに負傷者も多く出ていると主
張して再戦を受け付けず、日本もこれを受け入れ
て、両国１位ということで決着がついた。

第９回極東選手権大会の篠島秀雄の選手票。裏面（右）には織田幹雄、南部
忠平、吉岡隆徳ら陸上競技選手のサインが見える。
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歴史的使命もち戦った

竹腰は大会後に寄稿を求められたアサヒ・スポ
ーツ（６月15日号）に、次のような要旨の大会印
象記を寄せている。サブタイトルは「満たされざ
りし我蹴球界の蹶起を促す」となっている。

まず蹴球界全体の熱い期待と支持のもとに戦え
たことと、２試合とも平常に倍する闘志で戦えた
のは、11人以外の人々の共に戦う闘志が集結した
結果であると感謝し、２年後のロサンゼルス・オ
リンピックに日本チームを送ろうという日本の蹴
球界に起きている機運を受けて、「万国大会（オ
リンピックのこと）への素地を今回の極東大会で
作ることが我らに課せられた歴史的使命」と受け
止めて大会に臨んだこと、そしてその使命を果た
すために猛練習を行ったことについては、「石神
井の25日間の合宿練習は、自分にとっても他の者
にとっても、過去に経験したことのない激しいも
のであった」、「それは科学的、合理的とはいえな
いものだったかも知れないが、体力と、そしてそ
れ以上に精神的な強さを鍛えるためであった」と
記している。

さらに対比国、対中国の戦いについての印象に
触れたのちに、日本の戦術について、「コーンウ
オール号との対戦から、オフサイドを利用しての
守備に多少の進歩があった」、「そしてそれは守備
の全体を統合する上でかなりの効果があった」、
攻撃では、「比、中が持っていなかった『最後の
寄せにかかる線の想定』を日本が持っていたため
に、変化を考えて落ち着いてボールを保持でき、
また攻守に厚みと余裕を持ちえた」と分析してい
る。

基礎技術の進歩が重要

今後のことについては、「現在我々が切実に必
要を感じるのは、個人の資質を向上させるための
補助運動の研究である」として、機敏な動きと力
強さを兼ね備えた体を作るための、今でいえば体
力的トレーニングの必要性をあげている。また

「基礎技術についても一層の洗練と力強さが要望
される」とし、「現在よりも進んだ組織的構成を
望むならば、それを制約する要素である基礎技術
の一段の進歩が必要である」としている。

最後に２年後のオリンピック大会について、
「今回の出場者がそのチームに一人も必要のない

までにわが蹴球界が進歩しえたならば、我々一同
にとっても我が代表を送りうることよりもはるか
に大きい喜びでなければならない」と次世代の成
長を強く願うメッセージで締めくくっている。記
事の最後に、６月７日に寄稿したことが書かれて
いる。

しかし蹴球界挙げての願いもむなしく、ロサン
ゼルス・オリンピックでは、アマプロ問題からサ
ッカーは種目には入れられず、この願いはさらに
４年後のベルリン・オリンピックまで待たなけれ
ばならなかった。そしてこの極東大会のメンバー
から６年後のベルリンに選ばれたのは、竹内一人
だけであった。

選ばれた高山は辞退

▼第10回大会　マニラ　1934年（昭和９年）
この回も選手は協会の選考により選ばれた。東

大からは高山英華がただ１人選ばれたが、学業を
理由に辞退した。監督は竹腰重丸が務めた。

このときは前回の東大のような核になるチーム
がなく、早大、関学を中心とするメンバー構成
で、関東、関西がほぼ半分ずつであり、東西の考
え方の違いもあって、第10回のようにチームが一
つにまとまることができず、成績も、新たに加わ
った蘭領インドシナ（蘭印−現在のインドネシ
ア）に大敗し、比国には勝ったが、中国にも惜敗
して、中国が３勝で優勝、他の３国がみな１勝２
敗という成績で終わった。

この時のチーム構成の失敗が、ベルリン・オリ
ンピックのメンバー編成が早大を中核とする関東
中心になることにもつながっている。

　５月13日　日本１−７（０−２）蘭印　
　５月15日　日本４−３（１−３）比国
　５月20日　日本３−４（０−２）中国

なお、この回を最後に、日本のアジア政策に異
を唱える中国などとの対立が激化して、極東大会
は以後行なわれることはなかった。

（五十嵐朝青、浅見俊雄）
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◆大逆転「ベルリンの奇跡」
第11回オリンピックは1936年８月、ベルリンで

行われた。日本のサッカーはオリンピック初出
場。参加国は16 ヵ国で、トーナメント形式で行
われた。１回戦で日本が対戦したスウェーデンは
ドイツ、イタリアと並ぶ優勝候補で、前半は０−
２と圧倒されたが、後半、すばやく激しい動きと
ショートパスを中心にした戦術が機能し始め、立
て続けに３点をとって、逆転勝ちをおさめた。こ
の勝利は「ベルリンの奇跡」と称された。

◆東大から OB、現役ら 4 名

1936年１月、大日本蹴球協会のオリンピック派
遣選手選考委員会は代表候補25名を選び、３月に
第１次合宿練習を行った結果、代表選手16名を決
定した。このチームは表に示すように、主将は竹
内悌三、選手16名中10名が早大･早大出で、東
大・東大出は３名であった。なお、竹腰重丸（昭
和３年卒）は選考委員の一人に選ばれ、続いてコ
ーチになった。

◆出発を前に戦い抜くの決意

コーチの竹腰重丸は、ベルリン・オリンピック
に参加するにあたっての決意を、アサヒ・スポー
ツ（昭和11年７月15日号）に次のように表明して
いる。
「蹴球は、元来時間や距離などの計測によって

勝敗を決する競技でないために、記録の比較対照
による強さの予測は困難であり、かつわが国は初
めての参加であるために、いずれに対して試合し
易いか、または困難であるかなどの予想も難事で
ある。我々試合に当たる者としては一切の予想を
排し、ひたすら挺身協力して戦うべきであると信
ずる。我々は猪突猛進の気合で徹底的に戦い抜く
決心である」

代表チームは４月から５月にかけて合宿を、５
月中に練習会、６月に合宿をしているが、その
間、東大と３回練習試合をしている。

◆ベルリンで３バックを採用

代表チームは６月20日に東京を出発、７月３日
にベルリンに到着したが、オリンピック本番まで
に３回の練習試合を行っている。

初戦の練習試合に敗れた反省から３バック守備
法をとること、およびメンバーを変更することを
決定した。守備法の変更の理由は次の通りであ
る。
「ヨーロッパのチームは大体ＣＦにスタープレ

ーヤーを置き、両ウイングに曲者をそろえる傾向
にある。これに対して従来の２バックスではＦＢ
の活動量が過重になって、３人のＦＷを完全にマ
ークすることは困難だ。しかもサイドハーフとの
コンビやカバーからしばしば大穴を生じやすいか
ら、今後はスリーバックスとして、エブリマンマ
ークの徹底、マーク網の完璧を期した」

その後地元チームと練習試合を行って連敗した
が、ヨーロッパチームとの戦いぶりにも慣れ、練
習によって３バックでの守りにも習熟し、本番に
備えての準備は整っていった。短期間で３バック
の守備を習得したことについて、竹腰は３バック
を構成した堀江、種田、竹内らの理解力のよさ
と、中でも竹内のリーダーシップが大きな力にな
ったと語っていた。
	

◆試合前に細かく的確な指示

サッカー競技は８月３日に開幕、４日にへルタ
プラッツで日本対スウェーデンの試合が行われ
た。

試合当日監督の訓示のあと、コーチから選手に
次のような試合上の注意が与えられた。

歴史に残る大金星
日本チーム 東大勢、守備面で貢献

ベルリン五輪スウェーデン戦
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１．半年の我々の苦労も今日の90分によって判
定を下されるから各自その全精神、全精力
を傾注しつくして後悔なきよう闘うこと。

２．	攻撃面では中盤のキープから最後のゴール
前の寄せに移る際のテンポ、ペースの変化
に注意すること、およびゴール前の囲みを
緊密にすること。

３．	守備面では中盤の追い込みには互いに協力
してあたり、ゴール前ではマークの距離を
近くして、強引な深いタックルをするこ
と。

４．	各ラインについての注意
［ＦＷ］ウイングはキープとスパートの判断を

正確にすること。ＣＦは前後の動きを多く
し、相手ＣＨのマークからスリップするこ
と。インナーはV字型攻撃線を構成するよ
う、ボールのない側の者がダッシュするこ
と、およびゴール前の囲みに際して一直線
に並ばぬこと。

［ＨＢ］サイドハーフはフォローとキープに力
を注ぐこと、無駄な蹴り出しをせぬこと。

［ＦＢ］　スリーバックスは相手のエースである
ＣＦ、ＲＷのダッシュを特に警戒して、と
にかく粘ること。

［ＧＫ］ 相手のロングシュートから目を離さぬ
こと、味方のバックパスを早く拾うこと。

（「ベルリン・オリンピック報告」より）

◆逆転、大勝利を竹腰が分析

当日の日本のメンバーは次のとおりである。
（各ラインは左から）

［ＧＫ］ 佐野 ［ＦＢ］ 竹内、堀江 ［ＨＢ］ 金、種
田、立原 ［ＦＷ］ 加茂兄、加茂弟、川本、
右近、松永

この試合、前半にスウェーデンに２−０とリー
ドされ、誰しもがスウェーデンの勝利に終わると
思っていたが、後半日本は激しい闘志で動き回
り、テンポよくパスを通してスウェーデンの守備
をかく乱し、３点をあげて逆転大勝利を収めた。

この試合について現地ドイツのサッカー紙は技
術的批評を記している。その中で東大の種田、竹
内について次のように述べている。
「日本のチームプレーの優秀さはすでに詳細に

評価されている。ＣＨ種田はスウェーデンの巨人

ＣＦから目を離すことなく完全に抑え切った。種
田は目立たぬプレーではあったがよく働いて、ス
ウェーデンの突破戦術を成功させなかった。両Ｆ
Ｂ竹内、堀江は非常に勇敢かつ有効に闘った。日
本の守備は、一致団結した果敢さと戦術とで大い
に称賛されるべきであろう」

コーチを務めた竹腰重丸は、協会の機関誌「蹴
球」に長文の報告書を書いているが、スウェーデ
ン戦ついて「精神力が勝利の要因である」と結論
づけている。以下は報告書の主な部分である。　

「スウェーデン戦で成果を挙げ得た理由の技術
的なよりどころを列記すれば次のようなものであ
ろう。
１．ベルリンのクラブチームとの練習試合で、い

わゆるスリーバック制を習熟することがで
き、遠征に出発する際に未完成として残され
ていた守備陣のまとまりを持つことが出来
た。

ベルリン・オリンピック日本代表メンバー
担　当 氏　名 大　学 出身中 歳
監　督 鈴木重義 早大出 （福島県） 34
コーチ 工藤孝一 早大出 （岩手県） 27
コーチ 竹腰重丸 東大出 （山口県） 30
主　務 小野卓爾 中大出 （北海道） 30
Ｇ　Ｋ 佐野理平 早大 静岡中 25
Ｇ　Ｋ 不破　整 早大 府立五中 22
Ｆ　Ｂ 竹内悌三 東大出 府立五中 29
Ｆ　Ｂ 鈴木保男 早大出 府立八中 24
Ｆ　Ｂ 堀江忠男 早大出 浜松一中 24
Ｈ　Ｂ 種田孝一 東大 府立五中 23
Ｈ　Ｂ 金　容植 京城普成 京城中 27
Ｈ　Ｂ 立原元夫 早大出 東京高師付 24
Ｈ　Ｂ 笹野積次 早大 志太中 23
Ｆ　Ｗ 西邑昌一 早大 甲陽中 25
Ｆ　Ｗ 右近徳太郎 慶大 神戸一中 24
Ｆ　Ｗ 川本泰三 早大 市岡中 23
Ｆ　Ｗ 松永　行 文理大 志太中 23
Ｆ　Ｗ 加茂　健 早大 浜松一中 22
Ｆ　Ｗ 高橋豊二 東大 成城中 22
Ｆ　Ｗ 加茂正五 早大 浜松一中 21

（主将は竹内悌三）
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２．	スリーバック制を採る一方、FWの進退を多
くして、最前線とＦＢ線の距離を小さくし、
いわゆる厚みのある陣形を保つことに留意
し、個人的な弱さからくる守備の決定的な破
綻を防止し得た。

３．マークする場合、ボール操作能力にすぐれて
いる相手に余裕を与えないように、相手との
間隔を日本で行っているよりつめた位置をと
り、つぶせない時は近くの味方にタックルを
してもらうよう、相手の身体に密着した追い
方が出来た。

４．	攻撃としては浅いパスを受けた後のスタート
が他国選手に比較して軽快で、幾分鈍重な気
味のあるスウェーデン守備者を突破して錯乱
し得た。

５．ＧＫ佐野のこの日の出来は全く素晴らしく、
決定的に見えたスウェーデンの強い正確な長
蹴を止めたことは３、４度にとどまらなかっ
た。この日の彼の出来からいえば、彼は参加
16 ヵ国の随一のGKともいうべく、他国のＧ
Ｋが位置の採り方の巧さを主武器としている
ことを考慮に入れても３位を下らないであろ
うと思われる。

以上のように我々としての進歩や、スウェーデ
ンに比べて技術的長所が多少あったにせよ、技術
や戦術を総合した力において我々がスウェーデン
よりも上であったから勝ったとすることは到底許
されない。スウェーデン選手の体はノルウェーと
ともに参加国中の最優秀なもので、我が代表は比
肩すべくもない。また、その個々の個人技術の巧
みさはイタリア、オーストリア、ペルーなどに及
ばないまでも、力強さにおいては１、２位ともい
うべきもので、我々より上の技術を持っていたと
しなければならない。

また戦法としてのスリーバック制は周知のよう
に、英国アーセナルで数年前に創案せられたもの
で、スウェーデンなどはいち早くそれをとり入れ
てマスターしていたのであって、我々は本を通じ
て概念的につかんでいただけで、ベルリン到着後
にはじめて実戦に使ったのに比べれば、習熟の度
合いにおいて雲泥の差があったといわねばならな
い。

我々としてはこの試合における両チームの技術
力の比較において我々が彼等の上にあったとみる

ことは到底出来ないのであって、勝因はどうして
も他に求めなければならないと思う。

しかりとすれば前半０−２を後半３−０として
逆転したのであるから、我々の方が耐久力におい
て優れていたが故の勝利であろうか。後半戦にお
ける優劣も五分五分以上ではなく、終了近くには
比較にならないほど、我が代表の方が疲労してい
たのであって、体力が続いたため優勢となって勝
ったのではなかった。ただ耐久力が彼等以上でな
いまでも、この試合90分間に出した活動量から見
れば（これを正確に測ることは出来ないが）、問
題なく我が代表の方が上であったと断言すること
ができるであろう。

一国の代表ともなればいずれも勝敗に対しては
真剣で、いい加減に諦めることはオリンピックの
試合には見られなかったのであるが、同じ真剣と
いうにも程度があり、この試合における我が代表
は「体力を支配する精神力」を誰の目にも見るこ
とができるほどの頑張りを示し、鬼気身に迫ると
いうような迫力が感じられたのであって、他国代
表には我が代表ほどの真剣になった者の持つ精神
的な迫力を現した試合を演じたものはなかった。

説明できないことは「運」だといわれる。しか
しながら、このときの我々の感じは運がよかった
という言葉とはおよそかけ離れたものであって、
天佑という言葉をはじめて感得できたような気持
ちであった。それゆえあらゆる説明を抜いて、こ
の試合の勝利は我が代表の精魂を尽くして闘う真
剣な気持がスウェーデンを圧倒したとするのが正
しいと信ずる。

初めてオリンピック大会に出場し、優勝候補を
倒して１勝した記録は貴重なものに違いない。し
かしながら、我々は更に深く省察して、技術の強
みからでなくて、他国代表に優越した気持ちの真
剣さがこの勝利の決定的要素であったことを銘記
すべきである」
� （以上、竹腰の報告から）

◆イタリア戦は０−８の惨敗

スウェーデン戦の３日後の８月７日、日本対イ
タリア戦が行われたが、日本は０−８で敗れた。
イタリアはこのあと準決勝でノルウェーを２−
１、決勝でオーストリアを２−１で下して優勝し
た。
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第２回戦の敗因は、疲労と負傷があげられてい
るが、技術的な差が根底にあったことも事実であ
る。またイタリアの激しい意図的なファウルで、
試合開始わずか10分間に右近、松永、佐野、鈴木
と相次いで倒され、後半にも加茂兄が負傷してい
る。加えてスウェーデン戦に心身ともに全精力を
注ぎこんで戦ったチームには、同じ戦い方をする
エネルギーはわずかしか残っていなかったのであ
ろう。
「奇跡」は２度は起こらず、こうして日本サッ

カーの初めての世界への挑戦は終わった。以下に
「蹴球」に載った種田と高橋の報告文を紹介す
る。

＜種田孝一の感想＞　
ベルリン大会での我々の戦績ははなはだ振るわ

ず面目ない次第です。今度欧州に遠征して感じた
こととしては、蹴球が文字通り大衆のスポーツで
あって、それが組織的に生活の中に取り入れられ
ていることにはうらやましくなりました。試合し
た感想としてもちょうど、温室育ちの植物が品評
会に出ては、結局は地のものにかなわないといっ
たような気持ちがしました。次回の大会にはぜひ
良い成績を上げるため、色々な角度から見て蹴球
界の向上をはかるよう皆で努めましょう。

　▽種田孝一（おいた こういち）　明治43年、東
京生まれ。東京府立五中および水戸高校卒業。
昭和11年、東大ア式蹴球部員のときにオリンピ
ック代表に選出される。昭和13年、東京帝国大
学経済学部卒業、住友金属入社。昭和22年から
31年まで住友金属工業蹴球団（現鹿島アントラ
ーズ）の監督を務めた｡ ダイキン工業取締役会
長も務めた｡ 平成８年逝去。

＜高橋豊二の感想＞
私はヨーロッパのフットボールとはバスケット

のようなものであろうと思っていました。しか
し、実際にみると、それほど簡単なものではな
く、相当に難しいものだということを感じまし
た。大体、日本のような速攻法でなくて、ゆっく
りとキープして敵のバックをゆさぶっておいて、
敵陣に入り込むというような方法でした。

なぜ欧州のフットボールは強いのかということ
を一口に言ってしまえば、各プレーヤーの個人技
術が完全なこと、したがってフォワード、バック

ともにキープの力があること、そして無理をせ
ず、できるだけ仲間のものを使っていることなど
です。もちろん走力、体力などの相違は止むを得
ないところもあるでしょうが、これらのものが一
つに融合して、良くフットボールというものを知
った連中がやるのですから、我々から見れば強い
はずです。しかしこれも至る所に緑のグラウンド
を見る欧州であれば、当然のことのように思われ
ます。

それで我々が今後学ぶべきところは、あの巧み
なフットワーク、ドリブル、強いキックなどで、
個人技術の向上が最も必要な問題でしょう。それ
については、もっと日本にたくさんの良いグラウ
ンドの建設、学生以外のクラブチームの出現、そ
れに加えるに優秀なる外国チームの来訪を望む次
第です。

　▽高橋豊二（たかはし　とよじ）　大正２年、
東京生まれ。実業家で子爵の高橋是賢の次男。
成城高校卒業。昭和11年、東大ア式蹴球部員の
ときにオリンピック代表に選出される。選出直
前の２月26日に起こった2･26事件で、祖父の高
橋是清蔵相は暗殺された。昭和14年、東京帝国
大学農学部卒業、海軍航空学校の予備航空学生
となる。昭和15年、館山航空隊で訓練中に殉
職。26歳。

◆竹内悌三の「欧州の蹴球」

オリンピック代表は大会のあと、ドイツ、スイ
ス、フランスを周遊し、８月28日マルセイユから
海路帰国した。竹内悌三はマルセイユで一行と別
れ、ヨーロッパ大陸からイギリスにも足を伸ばし
てプロ・サッカーを観戦している。その観戦記が

「欧州の蹴球」という題で「蹴球」に掲載されて
いる。その一部を要約してここに紹介する。

　
日本の蹴球は第９回極東大会以来、速さと激し

さにおいては画期的な進歩をしているものの、巧
みさがそれに伴っていないと感じていたが、オリ
ンピックでの経験を通してそれが正しかったと思
っている。体重や身長に劣ることは、出発前に懸
念していた程には感じることはなく、全く対等な
気持ちでゲームをすることが出来た。スピードと
激しさにおいても見劣りはあるにしても大体にお
いて対抗し得ると思った。
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我々が最も劣っていたのは巧みさであり、特に
ボールの操作、トラッピングであったと思う。Ｆ
Ｗにおいては日本チームは攻め方が簡単であると
見てとられ、バックにおいては守りが弱いと見ら
れたのであろうと思われる。後半、日本の攻め方
は敵バックの看知する所となり、敵バックはそれ
に対応する守り方をし、日本ＦＷはそれに対して
攻め方を変更することがなかなか出来ず、敵の術
中に陥る傾向のあったのは、ボールの操作の熟練
さに劣っていることからプレーが単純になり、敵
を釣るとか、回すとかいうプレーが出来ないこと
に起因していると思われる。

要するに私の言わんとする所は、日本の蹴球は
速さと激しさに対して巧みさがともなわないとい
うことである。こうしたプレーが全般的に出来る
ようになれば、ゲームは従来の粗雑なものから滋
味あるものとなり、「やって面白い蹴球」から

「観て面白い蹴球」となって、日本の蹴球は大い
に大衆の中に食い入ることも出来ると思われる。

ヨーロッパ大陸で、巧みさと速さと激しさが一
体となったサッカーに魅せられたあと、竹内は期
待に胸膨らませてサッカーの母国イギリスに渡
り、アーセナルなどのプロの試合を３試合見る。
しかしそこで展開されていたサッカーは、彼の期
待に反するものであった。彼の報告の中には「長
蹴、ものすごく強いロングパス」「キープ乏し」

「凡失凡蹴」「速攻」「タッチアウト多し」「ファー
ル気味にまで激しい」などとある。

さらに竹内は、金容植が「内地（日本のこと）
のサッカーは余裕がなく、やたらに前に急ぐのに
対して、朝鮮のサッカーはもっとキープして確実
にパスを回す」と話していたことを引き合いに出
して、日本のサッカー、特にオリンピック以前の
関東のサッカーをもっと激しく速くしたのが英国
のサッカーで、むしろ朝鮮の方が大陸の精巧なサ
ッカーを学び取っているのではないかとの考えを
述べている。

そして最後に、日本の蹴球が今後いかなる方向
に向かって進歩しようとするのかは、最も重要な
根本的問題であり、そのとき、最も知りたいと思
うのは南米の蹴球であると述べ、さらに蹴球の本
質からすると、真に気迫のこもった蹴球こそ真の
蹴球で、それは英国の蹴球ではないか、と締めく
くっている。

＜竹腰重丸の竹内悌三評＞
竹腰重丸は、戦後にシベリア抑留中に戦病死し

た竹内悌三を偲んで、竹内のプレー振りを協会機
関誌に次のように記している。

優秀選手を放胆強引な型と細心で理詰めな型に
大別し得るとすれば、竹内君は正しく後者であ
る。竹内君のプレーは進むべきか退くべきかを細
心に計算したようなプレーで、位置のとり方も控
え目で、鋭いダッシュを利かせてインターセプト
し、強い正確なキックで反撃の機会をつくること
を特色として、そのタックルも一挙に決定的に圧
倒しようとするよりも、粘り強くガチガチ脚を出
すという式のプレーであった。しかし、柔か剛か
といえば剛の部に属し、計算を基礎に正面から取
組む式の、理詰めながら強い感じの戦法というべ
きプレーであった。

　▽竹内悌三（たけうち ていぞう）　明治41年生
まれ。父は安田財閥の重鎮。東京府立五中およ
び浦和高校卒業。昭和５年、東大ア式蹴球部員
のとき極東大会日本代表で優勝。昭和７年、東
京大学経済学部を卒業、東京火災入社。昭和11
年、ベルリン・オリンピック代表（主将）。太
平洋戦争で出征、終戦後、昭和21年、シベリア
抑留中に逝去。照明デザイナー石井幹子の父。

� （手島直幸）
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2008年4月4日　本郷・東大山上会館

─出席者（敬称略）─
須賀敏孝（昭19卒）
岡本潤一（昭20卒、大学院へ進学）
三井忠夫（昭22卒）
高崎達也（昭23卒）
早川純生（昭24卒）
丸山智信（昭25卒）

─聞き手─
浅見俊雄（昭31卒）
折原一雄（昭31卒）
山本　修（昭32卒）

──（司会・浅見）本日は昭和17年度から、昭和23
年までに活躍されたＯＢの方々にお集まりいただ
きまして、戦中戦後の東大サッカーについてお話
いただきたいと思います。それではまず始めに、
それぞれがサッカーに出会ったころのお話をお聞
かせください。

小学校でサッカーと出会う

岡本　私は浦和中・浦和高校出身ですが、中学時
代は遊びでサッカーをやっていまして、テニスで
神宮大会に出場しました。高校でもテニスを続け
るつもりだったのですが友達に手を引っ張られサ
ッカー部へ入りました。
三井　私が小学生の時の担任が師範出身でボール
を蹴るのが大好きな先生だったので、休み時間に
は常にボールを蹴っていました。府立中学では部
活動への参加が義務だったので、同級生に誘われ
てサッカー部へ入部しました。府立高校ではテニ
ス部に入ろうと考えていたのですが、遠山直道

（昭23卒、昭和48年に飛行機事故で死亡）から熱
心に誘われて高校でもサッカー部に入り、中高6

年間サッカーを続けました。当時はあいつ（遠
山）が一生懸命同級生を誘って11人のうち10人も
集めてきてなかなか強いチームでした。
高崎　小学校では師範出身の先生がサッカーを教
えてくれました、当時のポジションはライトウイ
ングでした。その頃神宮に早慶戦（サッカー）を
見に行って「揃いのユニフォームがきれいだな
ー」と思ったのを覚えています。５年間通った県
立川崎中学では小田原や湘南と対戦しました。昭
和17年に入学した静岡高校のサッカー部は、中学
のキャプテン経験者が7、8人もいたなかなか強
いチームで、昭和17年の8月には戦前最後のイン
ターハイに出場し、夏の暑い日に一高と対戦した
のですが残念ながら負けてしまいました。後に昭
和53年に行われた旧制高校ＯＢ大会（ＳＯＩ）で
一高と戦って勝利することが出来まして、やっと
インターハイの借りを返すことが出来ました

（笑）。
須賀　私は慶応幼稚舎に通っていたのですが、当
時休み時間には常にボールを蹴って遊んでいまし
た。進学した五中ではプールが出来たばかりで
１、2年生の時は水泳が得意だったので選手とし
て神宮大会にも出場しましたが、ケガをして水泳
を断念することになり、2年生の後半からはボー
ルを本格的に蹴り始めました。中学2年生の時に

東大サッカー　戦中・戦後の思い出

卒業のばして優勝めざす

終戦後すぐ蹴り始める
座
談
会

遠い思い出を語る出席者のみなさん
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は出来たばかりの低学年大会（2年生まで出場可
能な大会）で優勝しました。その大会には本城治
彦（昭22卒）や中村勇二（昭22卒）等、後に東大サ
ッカー部で一緒になる者が4、5人はいました。
その後進学した水戸高校でもサッカーを続けまし
た。
早川　私が通った鎌倉師範附属小学校では放課後
や休み時間にグラウンドいっぱいに広がって各学
年でサッカーの試合をして遊んでいたのですが、
２年生の時にハーフウェーラインから蹴ったボー
ルがゴールになりそうだったのに、ゴール前の人
に当って入らなくて「くやしい」思いをした覚え
があります。今になってみると2年生でそんなに
蹴られるものかなー？　とも思うのですが、（笑）、
そんな思い出があります。4年生の時の先生も師
範出身の、関東でも優秀なプレーヤーで、自然と
サッカーに触れることの出来る環境でした。

昭和13年に入学した湘南中学では、サッカー部
のほとんどが附属上がりというような感じで、そ
のころ神奈川県でも出来たばかりの低学年大会で
優勝しまして、2年生の夏には甲子園で行われた
全国大会にライトウイングで出場、秋には神宮大
会に4年の時を除いて2、3、5年の時に出場し
ました。中学3年生の時、先輩が練習に有馬（洪、
昭16卒）さんを連れて来て、だいぶ絞られた思い
出があります。私は神宮での東大と早稲田との試
合で、キーパーが蹴ったボールを直接取って「ポ
ーン」と蹴って1点入れた有馬さんのプレーを見
たことがあって「大学だとああいうすごい人がい
るんだなー」と思ったのを覚えています。その後
進学した学習院高校には残念ながら部がなかった
ので、3年間サッカーは全くやれませんでした。
丸山　私は昭和3年生まれの、浦和生まれ浦和育
ちです。小学校は女子師範学校附属小学校に通い
ました。先ほどから何人かの人がお話しているよ
うに先生が埼玉師範出身だったのでサッカーに親
しみました。昭和15年、武蔵中学校に入学しまし
て、サッカーは昔けがした人がいたとかいう理由
で１、2年生は出来なかったので、3年生からは
じめました。昭和21年9月に東大サッカー部が主
催して御殿下で開催した戦後最初の復活インター
ハイに、それまではインナーだったのですが、セ
ンターハーフで出場しました。その年は一高が優
勝しました。

ゴールポストを切れ

──だんだん戦況が厳しくなってきた昭和18 〜
19年ころ、皆さんは中学3年生から大学2年生く
らいだったと思いますが、何年くらいまでボール
を蹴ることが出来ましたか？
高崎　昭和17年の8月に最後のインターハイが終
了して、秋にはまだ静岡から遠征して府立と対戦
して勝利したのを覚えていますので、その年の暮
れから出来なくなったと思います。翌昭和18年に
はテニス、野球、サッカー等の敵性スポーツ（戦
時中、戦争相手のアメリカやイギリス相手のスポ
ーツをこう呼んだ）が禁止になったんじゃないで
すかね。
須賀　その頃もう大学生でしてグラウンドは教練
で半分しか使えませんでしたが、卒業（昭和19年
9月）するまでサッカーをすることが出来まし
た。
高崎　同じ時期に静岡で
は配属将校に「ゴールポ
ストを切れ」と言われて
切りましたよ。
三井　それはずいぶんひ
どい話ですね。府立では
サッカーは闘球（とうき
ゅう：日本製のラグビ
ー、サッカーに似た球
技）と同じ扱いで、やっても良いということで、
ずっとやっていました。
早川　湘南では「これから蹴球ができなくなる」
というので、昭和18年の正月に先輩たちが、中学
の校庭に集まって、戦場に向かう前の、最後のボ
ールを蹴る会をやりました。戦後、無事に生きて
帰った人たちが、また集まって、これが現在の湘
南高校でも、正月の蹴球祭として、まだ続いてい
ます。
──地域によって対応が大分違ったんですね。
丸山　中学3、4年は勤労動員（中学以上の学生･
生徒が軍需工場や農村などで労働者として働い
た）で部はあったけれども活動は出来ていなかっ
たですね。

これはサッカーとは関係ないのですが、終戦が
ちょうど高校2年生の夏だったのですが、その年
はどういうわけだか知らないけれども文科（文
系）だった者が理科（理系）に理科（理系）だっ

須賀敏孝さん
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た者が文科（文系）に変更して大学試験を受ける
ことが可能で、「ポツダム文科」とか「ポツダム

理科」とか呼んでいて、
私はポツダム文科になり
ました。
岡本　私は終戦の年の昭
和20年9月卒業なので大
学3年生の時はサッカー
どころではなかったです
ね。大学2年生（昭19）
までは東大はリーグで頑
張っていました。

大学で蹴るつもりなかった

──大学入学時期はそれぞれ戦前、戦後と違いが
あるかと思いますが。大学に入学してサッカー部
に入部した時の思い出をお聞かせ下さい。
須賀　大学には昭和17年の4月に入学して19年9
月に卒業しました。当時は戦況が激しかったので
繰り上げで9月の卒業でした。航空隊にいたので
卒業式には出られなかったのですが、誰が行った
のかは知らないけれども、証書だけは持って来て
くれたのを覚えています。

入学当初、大学ではサッカーをやろうとは思っ
てはいなかったのですが、サッカー部には水戸高
出身者や五中出身者が5、6人くらいいまして、
先輩では木村栄一（昭18卒）さんや水津肇（昭18
卒）さんなんかがいました。ある日、農学部の校
舎から歩いてきたら木村さんにとっつかまって

「お前（部に）入ったのか？ 今すぐにサッカー
部に来い」と言われて「靴を持って来てません」
と言ったら「靴なんかそのへんにあるから大丈
夫」と連れていかれて、すぐに試合に出場したと
いう感じでの入部でした。

当時旧制高校ではロービング・センターハーフ
の時代でしたので、センターハーフは今よりもっ
と走らなくてはいけなかったので、その旧制高校
の流れを汲んだ走ることの出来る上手な人が部に
大勢いて、東大は早稲田や慶応よりも強かったの
です。昭和18年頃の内田祥三部長は、しょっちゅ
う試合を見に来てくれましたね。

学生時代にはソウルで行われた日本学生選抜対
朝鮮代表戦（昭和17年8月16日）の時に奥瀬雅久
と加藤信幸とともに私に出場しないかと声が掛か
ったのだけれども、ちょうど卒業実習と重なって

って、どうしても参加出来ませんでした。
──フォーメーションは高校の時から変わりまし
たか？
須賀　高校時代は2バックですが、東大ではずっ
と3バックでした。
高崎　私も高校では2バック、大学で3バックに
なりました。
早川　私は中学で3バック気味にやっていた覚え
がありますね。
──当時はポジションがきちんと決められてい
て、そこから動いてはいけなかったんですよね。
ところで、昭和18年11月21日には学徒出陣の壮行
会が神宮競技場で行われました。理科系の学生は
免除されていたということですが…。
須賀　僕は農学部でしたから行かずにすみまし
た。戦争に行かないように農学部に入ったわけで
すから。当初、医学部を希望していたのですが、
農学部の林学の方に願書だけ出してみようと思っ
て出したら「しょうがねーな、植物の資格試験だ
けやって入れてやる」と言われて、運良く入学出
来たのです。
──東大のサッカー部から学徒出陣された方は？
須賀　大貫雅敏（昭19卒：文学部）、長島喬、（昭
22卒：経済学部）、中村勇二（昭22卒：経済学部）
です。
──戦争でお亡くなりになった方は？
須賀　木村栄一（経済学部）さんです。

２先輩の世話でチーム復活

──高崎さんは昭和19年に大学に入学されて翌年
終戦でしたね。終戦後、サッカー部の復活のころ
部にいらしたと思いますが、どのような感じで活
動を再開したのですか？
高崎　昭和20年の秋に「チームを作ろう！」とな
って終戦後すぐグラウンドで遠山、坂本（和男・
昭25卒）、三上（一郎・昭19卒）、黒津（亮二・昭22
卒）さんなんかとボールを蹴っていましたね。そ
のような状態をまとめてチームにしたのは横山

（陽三・昭16卒、ヨーカン）さんと有馬洪さん
（昭16卒、シャモ）ですね、暮れにはチームが出
来上がってたんじゃないかな？
──三井さんは戦後再開したばかりのサッカー部
に参加されるわけですが、大学ではもうサッカー
はやるつもりがなかったとのことですが…
三井　そうなんですよ。やっと戦争が終わって勉

岡本潤一さん
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強することが出来るのでサッカーをやりたいとは
思っていなかったのです。ただ、このころ御殿下
で行われた旧制高校のＯＢ戦には府立高校ＯＢと
して参加して、一高との決勝戦に右のバックで出
場していたのですが、たまたま一高出身で電気工
学科の先輩の三上（一郎）さんが左のウイングに
いらして、相対してガチガチやりあっていたんで
すね。そうしたら「お前そんなにサッカーが出来
るんなら部に入れ」と誘いを受けまして「勉強を
したいので」と断りましたら「単位のことは心配
するな、教授に言っておいてやる」と説得されま
して…。グラウンドに行ってみましたら、ＧＫだ
け2人揃っていたけれども、後はほとんどいなく
て全部で10人そこそこだったんじゃないかな。だ
から行ったとたんに試合に出されてしまうんです
よね、それで引っ張り込まれちゃいまして。（笑）
高崎　13、４人でしたけれども府立高校出身者が
多かったですよね。
三井　昭和22年９月に卒業しました。１学年下の
弟は3月卒業でしたが、私の時まで前倒しで９月
の卒業でした。就職のことで教授に就職の相談に
行ったら「お前はサッカ
ーばっかりやっていて」
ととがめられ「あれ？　
三上さんが何か言ってい
ませんでしたか？」と言
ったら「聞いていない」
と言われました。部に勧
誘された時「単位のこと
は心配するな」と言って
いたのに…。あんなにび
っくりしたことはなかったですね。
──早川さんは大阪大学を経て東大へ入学された
とのことですが…
早川　昭和20年に大阪大学へ入学したのですが、
戦況が激しくなってきて「もう授業は出来ないか
ら関東へ帰ったほうがいいよ」と言われてこちら
へ帰ってきて、昭和21年に東大へ入学しました。
私は大学でもサッカーを続けましたが、湘南の同
級生たちでは大学でサッカーを続けなかった者が
多かったですね。
──丸山さんは大学リーグ戦最後の東大優勝時の
メンバーですが、どのようないきさつで入部され
ましたか？
丸山　私も大学ではサッカーをやるつもりはなか

ったのですが、昭和23年３月の春休み前に既に入
部していた海老原（純・昭25卒）から「お前セン
ターハーフをやってくれないか？　俺はサイドハ
ーフをやりたいんだ」と誘われて、私も嫌いでは
なかったので2年生の時に2食（第二食堂）でや
った合宿から入部しました。その時一緒に入った
のが松平（英人・昭25卒）です。それで、運が良
かったと言いましょうか、昭和23年のリーグ優勝
の時のメンバーになることが出来ました。

ボールは年間３個の配給制

──当時のボールについてお聞かせ下さい
岡本　戦後の１、２年はボールの革は牛革ではな
く豚革でしたね。当時強い慶応の名ＧＫ津田さん
からゴールを奪ったことがあったのですが、後に
彼から「あれはボールが豚革だったので取れなか
った」と聞かされました。当時はそのようなボー
ルでしたね。蹴っても前に飛ばなかったですから
ね。
丸山　ボールは年間３個くらいの配給でしたね。
ボールの取り扱いに苦労しました。
高崎　年２個の時もありましたね。
早川　サッカーボールは12円でしたよね。初任給
が80円のころですから、今思えば結構高いですよ
ね。
──靴についての思い出は？　戦後すぐは地下足
袋か、はだしでやっていたと聞いていますが…。
丸山　靴は当時ほとんど皆安田で作っていた。当
時の靴はあまり良くなかったと思いますね。ほか
に作っているところがなかったのでね。２、３年
の時にいい靴がないってエビ（海老原純）が言っ
ていたので、私の地元の浦和にいい靴屋があって
評判が良かったので、そこへ連れて行って作りま
した。豚ではなく牛革で作ってもらいました。東
大のグランウンドは砂やジャリが多くて靴底が減
っちゃってね。ボッチ（スタッド）を止めている
釘が、靴底を突きぬけて出てきて、足裏にささっ
て大変でした。
──部室に靴修理用の台やハンマーがあった覚え
があるのですが、皆さんの時には靴を修理する道
具はありました？
須賀　靴直しの道具は部室にありましたね。ボー
ルのチューブの穴を直すゴム糊もありました。
──そのころの部室は２食（第二食堂）の建物の
なかでしたか？

三井忠夫さん
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須賀　いや、御殿下グラウンドの地下でした。

練習時間も人数も足りない

──練習時間は決まっていましたか？
須賀　私のころは練習日は特に決まっていなく
て、来られる人がボールを蹴っていましたね。
2、３人の時もありましたよね。というのも戦争
中だから第２工学部が千葉にあって、千葉から来
るのに５時を過ぎないと来られないことが多かっ
たのでコンビネーション練習なんてほとんど出来
なかったですからね。だから個々で練習をしてい
ましたね。先輩方に「自分で体力をつけなくては
だめだ」と言われて「朴

ほう

歯
ば

の下駄を履け」とか
「電車に乗るときはつり革をつかむな」とか言わ
れていましたね。コンビネーション練習の時間は
本当に少なかったですね。今みたいに人数もいま
せんし先程も出ましたが、中心メンバーで12、13
人がいいところじゃないですかね。ギリギリで。
土曜の試合に授業で出られない時に、とてもサッ
カーに理解のある先生が「試合の時だけ抜けてい
いから、その間は授業に出たことにしといてや
る」と言われて試合に出させてもらったこともあ
りましたね。
──他の方は何回くらいでしたか？
丸山　僕はだいたい１日おきでしたね。
三井　週３回くらいでしたかね。ただ実験の時は
行けなかったので適当にさぼって、練習をやって
いたら就職の時に困りましてね。
高崎　練習はしょっちゅうやっていた気がします
ね（笑）。私は単位が足りなかったんだけれども、
しょっちゅう練習していたのを見ていた先生が単
位をくれて卒業させてくれたんですよね。練習終
わって『越惣』という本郷の甘味屋に行くのが楽
しみでしたね。
須賀　当時は医学部生もいて「初めてオペをやっ
て気分がすぐれないよー」なんて言って練習に来
たりもしていましたよね。
──合宿はやりましたか？
須賀　合宿はやりませんでしたね、やれなかった
ですね。
高崎　昭和21年に日立（茨城）で泊まり合宿をし
ました。早稲田の手配で日立の会社の寮でした
ね。食糧難だったので外食券という、お米のクー
ポンが必要な時代でしたけれども、便宜を計って
くれた人がいたので、クーポンは持って行きませ

んでした。
丸山　昭和23年は２食で
合宿しました。翌年は長
野の浅間温泉でした。卒
業の翌年には山中湖の合
宿を見に行きました。
──先ほど横山さんと有
馬さんのお話が出ました
が、他の先輩方の思い出
はございますか？
丸山　ヨーカン（横山）は監督みたいでしたね。
──資料によると昭和23年から有馬さんが監督と
のことですが。
丸山　有馬さんは監督だったいう記憶はないで
す。外で「ワーワー」言われた記憶はありますけ
どね（笑。）
三井　僕らのころ、ヨーカンは口を出してきたけ
れども、指導なんかは全くしてくれなかったです
よね？
全員　（笑）
高崎　何にもなかった。
──ノコ（竹腰）さんやシャモ（有馬）はずいぶ
んうるさかったですね。
全員　（笑）
三井　高崎さんのころもそうですか。私のころも
うるさかったですよ。
──リキ（力石五郎、昭16卒）さんがノコさんの
名前を靴の裏に書いて踏んづけていたと言う話を
聞きました。
須賀　私が五中にいたころに夏休みに練習を見に
リキさんが来てくれて、その時も一人「ノコ、こ
のヤロー」と言ってボールを蹴っていましたね。
結構うらんでいたんですかね。
丸山　自分達の時代にはもうノコさんは怒らなか
ったなあ。横山さん、有馬さんは怖かったです
ね。
折原　有馬さんについての思い出ですが、私が中
学上級生のころ、有馬さんが子供の背丈ほどもあ
る大きなメガホンを持って来て、大きな声を出し
て試合中ずっとどなっていたのを覚えています。

東西対抗戦に用具そろわず

──戦後の昭和21年からの戦いを振り返っていた
だきたいと思います。昭和21年のリーグ戦は第２
位。５月には東大ＬＢで全日本選手権（今の天皇

高崎達也さん
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杯）に優勝しています。
須賀　全日本選手権の時は、もう勤めていたのだ
けれども、三上（一郎）から「暇なら出て来てく
れ」って電話がかかって来て出場しました。優勝
して祝勝会の場所がなくて、しょうがないから当
時上野の先の方にあったミクニ（サッカー用具
店）の2階を借りて一升瓶持って行ってやったの
を覚えています。
──試合については覚えていますか？
須賀　あまり覚えていないです。
──リーグ戦は２位でしたが、そのころの部内の
様子はどうでしたか？
高崎　昭和20年の暮れからチームが出来て、21、
22年と大学リーグにも出場して、早稲田、慶応と
はいい試合をした記憶がありますね。21年２月に
東西対抗をやったとなっていますが、ユニフォー
ムもない、スパイクもない状態でしたね。チーム
を作って西宮に行きましたけれども、観衆がたく
さんいて驚きました。僕はもう短いパンツがなく
なっちゃって、バンドして試合に出て怒られまし
た。このころ松元（五郎・昭24卒）、二宮（泰・昭
24卒）、が悪友と言いますか、一番付き合ってい
ました。遠山は華麗なプレーヤーでしたね
岡本　私は昭和26年まで大学院で応用化学を勉強
しようと大学に残っていたので、このころもよく
グラウンドに顔を出しては、うるさいことを言っ
ていました。
早川　ＯＢや院生もよく試合に出ていましたよ
ね。

東大躍進の陰に理系の存在

高崎　先ほど須賀さんもおっしゃっていたけれど
も、理科系は戦争に行かなくてよかったので、当
時理科系が多かった東大は戦力をあまり落とさず
に済んだんですね。同じく早稲田と慶応も理科系
があって選手がいたので互角だったんです。
──そういった理由が、そのころはあったのです
ね。
丸山　先ほどお話しした「ポツダム理科・ポツダ
ム文科」といった言葉も同じような時代背景から
出てきたことですよね。
──昭和22年のリーグ戦は３位でした。
早川　昭和22年は早稲田に岩谷俊夫がいて勝てな
かったんですよ。神宮競技場はアメリカ軍が使っ
ていたので、その隣の絵画館前で試合をやったの

だけれども、ピッチにはアメフトの試合で出来た
穴が一杯ある状態でしたよね。
高崎　昭和21、22年ころリーグ戦の対慶応戦に両
親が珍しく応援に来たんだけれどもヘディングの
時脳

のう

震
しん

盪
とう

で倒れて後半からピッチに戻ったんです
よね。当時は脳震盪でも走っていましたね。その
時は二宮も倒れたんですよ。二宮は試合が終わっ
たことがわからなかったくらいでしてね。そんな
調子でも出来たんですよね、若いから大丈夫だっ
たのですかね？
岡本　高崎たち22年組は戦力的に見て十分優勝で
きるチームだったんだけど、それが負けてしまっ
て。4、5人が優勝目指して留年した。高崎だけ
だよ、卒業したのは。（笑）
高崎　松元に「なんで、お前は卒業するんだ、優
勝するまでやろう」と言われましたね。昭和23年
も部に残った人は松元五郎、二宮泰、馬渡一眞

（昭24卒）、後藤大三（昭和24卒）、クロちゃん（高
橋敏彦・昭24卒）ですね、クロちゃんは文系で戦
争から戻って来たんですよね。
──東大が最後にリーグ戦を優勝したのが昭和23
年ですが、早川さんが出場していませんね。
早川　ちょうど、極東裁判の文書翻訳係に駆り出
されて外に出られない状態で部に行くことが出来
なくなっていました。翻訳自体は形式的な文章だ
けで難しい用語はたいし
てないものでしたけれど
も、カンヅメだったので
ね。英語力は中学の時に
いやいや習ったものだけ
の語学力でしたね。裁判
の直接の通訳は立教の4
年生だった人でした。
──強力ＦＷ抜きの中
で、試合はどうでした
か？
丸山　リーグ戦は右のフルバックで出場したので
すが、試合自体は負けた試合しか覚えていませ
ん。勝った試合は覚えていませんね。その負けた
試合と言うのは、初戦の文理大戦なのですが、押
して、押して、押しまくるのにＦＷが全然点を取
ってくれなくて、あのころの東大はかなり得点能
力が高かったので、問題なく勝てると思っていた
のに負けましたね。先ほども出たように留年した
人が、いっぱいいたんですよね。それ以外はそん

早川純生さん
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なに苦しい試合はなかったと思います。
リーグ戦で優勝して関学との東西対抗戦に出ま

したけれども、我々は関学についての情報を全く
持ってないんですよね。これにも早川さんは入っ
ていないんですよ。馬渡さんにもヨーカンにも

「早川さんをＣＦとして入れてくれ」と強く訴え
たんですが、意見は通らなかったですね。
──もう極東裁判は終わっていたんですか？
早川　終わっていましたね。
丸山　僕の印象ですと、早川がいればかなり違っ
ていたと思いますけれどもね。後で記録を見ると

その試合もＦＷが活躍し
ていないんですよ。そん
なはずはないと、いつも
こっちは思って試合をし
ているんですけれども
ね。関学との試合は泊ま
りだったと思うのです
が、皆元気なかったです
よね。今でも早川に「ど
うしてあの時いなかった

んだよ」とか文句を言いますけれど。残念ながら
日本一にはなれませんでした。
──須賀さんは試合を見に行かれたんですか？
須賀　神宮の絵画館前での試合でしたね。
丸山　そうでした。先程も出たアメフトの穴で最
初の試合で足をくじいたのを覚えています。

大学リーグは最高の思い出

──全日本選手権は昭和21年に優勝した後、22、
23年は中止となり、24年に優勝します。当時、全
日本選手権に天皇杯の授与を予定されていたので
すが、東西対抗のほうがふさわしいということ
で、残念ながら東大に天皇杯は来ませんでした。
渡されていたら、東大に初めて授与される天皇杯
でした。
　丸山さんは昭和24年の東西対抗の代表候補に選
ばれたそうですが…。
丸山　私の他に、中村一夫（昭26卒）、海老原純、
大埜正雄（昭26卒）が選ばれて、私は特に行きた
いという気持ちにならなかったので練習には参加
しませんでしたが、大埜はまじめだから練習に参
加していましたね。
──優勝した全日本選手権ですが、関東予選にＷ
ＭＷに２−１で勝って全国大会に進み、東洋工業

に７−１で勝利し、決勝は関大クラブに５−２で
勝って優勝しています。大埜、海老原（純）が現
役生だったんですね。須賀、岡本、早川さん試合
は覚えておりますか？
須賀・岡本・早川　覚えていないですねー
──たくさん点を入れていますが…・全く覚えて
いないですか？　早川さんは何点か入れたのでは
ないですか？
早川　覚えてないですねー。
高崎　だぶん当時は大学リーグこそがとても重要
な大会で、全日本選手権はそんなに関心が高くな
いし重要視していないから覚えてらっしゃらない
のではないのですか？
──なんとしても勝とうとか言う気持ちになる大
会でははなかったんですかね。お話をうかがって
関東大学リーグが一番大切な試合だったことがわ
かりますね。
　何か今の後輩たちに望むことはありますか？
丸山　そりゃあ昇格してくれたらいい。
全員　（笑）
──亡くなられた二宮先輩が引退されたあと暇に
なって、昼からお酒飲んで電話をかけてきて「浅
見、お前東大を１部に上げろ」と言っていました
ね。「お前と岡野で１部に上げろ！」と。
早川　日本代表は試合の時にひげを伸ばさないで
試合に臨んで欲しいなと思いますね。ジェントル
マン然としていて欲しいですし、国歌斉唱もしっ
かりと歌って欲しいですね。Ｊリーグなんかも、
みっともないですよね。大学でひげが許されてい
るならば、東大からひげをそる習慣をつけて欲し
いと思います。
須賀　今は選手間のコミュニケーションは出来て
いるんですかね？　我々のころは、よく玉突きに
行ったり、喫茶店に行ったりして「今日の試合ど
うのこうの」とか、いろいろ話したものでしたか
らね。結局そういうことが大事なんじゃないかと
思うんですよね。体力とか技術等よりも。あと学
生だけじゃないんだけれども、今の試合はファー
ルがとても汚くなりましたね（一同同感）。
　露骨なファールが増えましたよね。それが少し
残念です。
──それでは、このへんで。本日はありがとうご
ざいました。

丸山智信さん
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リーグの宿敵を次々倒す

初の栄冠、東大に輝く

2008年4月１日　本郷・東大山上会館

 ─出席者（敬称略）─
柴沼 明（昭28卒 兄）	 浅見俊雄（昭31卒）
坪田亜規良（昭28卒）	 牛木素吉郎（昭31卒）
岡野俊一郎（昭32卒）	 折原一雄（昭31卒）
中川 勉（昭29卒）	 中島 裕（昭31卒）
柴沼 晋（昭30卒 弟）	 西本晃二（昭31卒）
藤井和彦（昭30卒）	 山本 修（昭32卒）
藤本鉄也（昭30卒）

レギュラー７人が卒業して

──（司会・浅見）　本日はお忙しいなか、という
人はもうあまりいないかと思いますが（笑）、お
集まりいただきましてありがとうございます。昭
和28年の第１回大学選手権優勝メンバーで当時の
思い出を語っていただきたいと思います。

前年度（昭和26年度）の関東大学リーグ戦（１
部）は１勝４敗１分で５位。チームはレギュラー
７人（石川、加藤、菊井、中条、三輪、安氏、吉
富）が卒業し、残ったレギュラーメンバーは海老
原、柴沼兄、坪田、岡野の４人だけになりまし
た。新入部員には新制高校を卒業した者がかなり
入部し、前年は旧制中心だったのが、旧制と新制
とが半分半分で構成された最初で最後のチームと
なりました。

27年度はレギュラーが７人も卒業したあとなの
で、チームとして危機感なんか感じられたのでは
ないですか。
坪田　それまでがそんなに強いチームだったかと
いうと、そうでもないような気がしていまして

（一同笑）。
むしろ新しく入ってきた若い方たちがとてもう

まいので、びっくりして、危機感というよりも

「やれるぞ」と思いましたね。それくらい「うま
いなあ」と思いました。私は旧制の最後ですが、
浪人をしたおかげで強い後輩たちと一緒に戦うこ
とが出来て、その結果、全国優勝まで出来たの
で、今では浪人して良かったと思っています。
浅見　私は浦和高校（新制）で全国優勝している
ので、27年に新人で入った時は「みんな下手だな
あ」と思いましたね。旧制と新制で雰囲気の違い
はありましたか。
柴沼兄　25年に岡野たち新制組が入ってきたんで
すが、新制の人たちっていうのは、自分たちから
みると特別な存在でしたね。
中島　私は浅見、西本、山本とともに27年に入部
するのですが、エビさん（海老原朗、27年度主
将）なんかはおじさんみたいで、年寄りがいっぱ
いいるなあといった感じでした。岡野さんたち新
制の人には近しい印象を持っていましたね。
浅見　エビさんは海兵（海軍兵学校）帰りだったん
ですよね、親父って感じがしましたよね。岡野さ
んは中堅で引っぱっていく立場になりましたが、
どうでしたか。
岡野　それまで旧制の人が中心で、なんとなく大
人の感じでしたので、そういう意味ではフレッシ
ュな雰囲気が出てきましたね。７人いなくなって
戦力的には落ちましたので、１試合ごとにどのよ
うに勝っていくのかを考えるのはきつかったです
けど、慶応や早稲田以外はそれほど脅威ではなか
ったと思っていました。
坪田　五中や附属中で経験している人は、フォー
メーションなどの練習をしていたのでプレーがと
ても新鮮でしたよね。私たち旧制高校はがむしゃ
らで、ファイト、ファイトで、だいたい気合でや
るといった感じでしたからね。
浅見　旧制の浦和高校の練習を見てびっくりしま
したね。試合前にピッチの端から端まで「ザー、
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ザー、ザー」ってスライディングするんですから
ね。
岡野　キーパーチャージが許されていたので「削
れ、削れ」って言っていたのが当たり前の時代で
したからね。
牛木　当時は旧制から新制に切り替わる時だった
ので、全国優勝した時の１年生はサッカーを６年
間経験している人たちが多かったですね。そうい
う人がたくさん入ってきたんですね。
浅見　マネージャーの中川さんは部にお金がなく
て苦労されたということですが。
中川　マネージャーになって一番びっくりしたの
は借金だらけだったことです。ミクニ（サッカー
用具店）にも4,000円くらい借金がありましたね。
ボールも買えませんし、そういう状況だったの
で、マネージャーとしてはまず財政の建て直しを
しなくてはという思いで、部員で分担して先輩た
ちを訪ねて寄付を募ったりしてなんとかしまし
た。そういったことに追われていたので、あまり
試合は見られなかったですね。私のほかには正式
のマネージャーではなかったけれども、中原さん
もお金集めなどに尽力してくれましたし、ほかに
も何人か手伝ってくれていましたね。

「大学は教わる所ではない」

浅見　当時の練習場所、ユニホーム、ボールにつ
いてはどうですか。
坪田　当時は理系の部員が大半を占めていたし、
１、２年生は駒場から御殿下に通ってこなければ
ならず、そういう人がたくさんいてご苦労だった
なと思っていました。
柴沼兄　練習を週に１回駒場でやることにしたこ
ともありましたが、あまり長続きしませんでした
ね。

中川　ボールは年間50個くら
いの使用だったでしょうか。
浅見　ユニホームは綿の半そ
でで、パンツと靴下は自前で
したね。
岡野　当時は先まで固い靴で
したけれど、私はヤスダで薄
い革のシューズを特注で作っ
てもらいましたね。寒い時は
手がかじかんでいいプレーが
できないと困るので僕は手袋

をしていました。
浅見　練習方法やチームメートのことでなにか思
い出はありますか。
岡野　「ああしろ、こうしろ」と言う監督やコー
チは特にいませんでしたよね。１年生の時に監督
の横山さんにもっと出てきて教えてほしいといっ
たら、「大学は教わるところではない。自分で自
分を強くするところだ」といわれました。
中川　あのころは練習中は水を飲んじゃいけない
と言われていましたよね。
坪田　岡野君とか若い人は本当に上手でしたよ。
中島　今でもサッカーをやっているのですが、何
となくボールをもらうのがうまくできるのは岡野
さんのおかげだと思っています。当時、岡野さん
がボールをキープして来たら、もらわなくてはい
けないので。
浅見　岡野さんは本当にうまかったですね。練習
で１対１をやると抜かれるばかりで悔やしくて
ね。
坪田　あなたも（浅見）うまかったので大変助け
られましたよ。
浅見　私は足が遅いから。当時の協会機関誌の

「蹴球」でおやじ（竹腰）に「東大の浅見は頑張
っているけど足が遅い」と書かれました。
中島　ＧＫの立石さんはボールを蹴ってもハーフ
ウエーラインまで届かないんですよ。それでＦＷ
としてはキツかったですね。もう少し蹴って欲し
かったですね。あのころのキーパーでハーフライ
ンを越える人は少なかったですけれど、それにし
てももう少し蹴って欲しかったですね。

お金がなくて本当に困った

浅見　新チームになって６月28日には青山学院大
と、７月10日から13日までは関西遠征をして、京

昔話で大いに盛り上がった座談会
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大との定期戦のあと、関学、神戸商大との練習試
合をしていますね。
岡野　青学との練習試合は３−１で勝っています
が、これがリーグ戦後の入れ替え戦勝利の伏線に
なっているのだと思いますね。
中川　関西の遠征の時には岡野さんに紹介しても
らった芦屋の旅館に宿泊してましたが、宿の女主
人が元宝塚の美人だったのを覚えているんですけ
れども（笑）。帰るころには手持ちがなくなって、
どのように払うか思案していましたね。宿の人に
台所で「東大の人がお金を払わないで逃げるなん
てことはないでしょうねえ」などと言われて、ほ
んと「どうしようかなあ」と困っていました。先
輩の手島さん（志郎・昭７卒、当時は田辺製薬役
員）が７万円くらいかな、持ってきてくださって
無事帰ることが出来ました。本当にお金がなかっ
たですね。
浅見　よく遠征できたものですね。７月10日の京
大戦はかなり強い台風襲来のさなかで、ゴールか
らハーフラインが見えないようななか、風下でゴ
ール前に上がったボールをＧＫの立石さんがとり
そこない、水に泳いでいるボールにエビさんと私
が走っていったら、ボールが10ｍほど風と波に運
ばれゴールイン。まさか負けると思っていなかっ
た京大に１−３で負けてしまうんですよね。その
あとの関学に１−８、神戸商大に１−４の成績で
関西遠征を終えています。
岡野　あの時は関学がとても強かった時で、関学
は前半はＦＷとバックのポジションを入れ替えて
試合をしていましたね。試合中に長沼（健）が

「おーい、パチンコと同じやでー、入りだしたら
いくらでも入るでー」と言っていたのが今でも忘
れられないですね。
柴沼兄　関学との試合ではタックルで軽いネンザ
をしまして、有馬さんに「お前は筋力が弱いから
強くしろ」と言われましたね。

山中湖一周マラソンの思い出

浅見　夏には毎年山中湖で合宿をしていました
が、その合宿から正式に入部したのが中島です
ね。
中島　優柔不断だったもんで、入るか入らないか
決めかねていたんだけれども、浅見と同じクラス
だったでしょ、そこにゴソ（柴沼弟）とオージー

（折原）が「入れ」って来るんだよ（笑）。入る前

に御殿下に練習試合を見に行ったんです。そうし
たらヨーカン（横山さん）と有馬さんが大きな声
で怒鳴っているんですよ。「怖いところだなあ」
と思いましたね（笑）。
浅見　山中湖での合宿や最終日恒例の山中湖１周
レースはどうでした？
柴沼兄　山中湖１周は３年間で１位、２位、１位
でした。２年生の時の１位は当時キャプテンの石
川でした。
坪田　１位はあなたでしたか。私は体が大きかっ
たからビリの方だろうといわれていたので発奮し
てやりましたけれども、まあ１位にはなれません
でしたね。短距離では岡野が速かったのを覚えて
います。
岡野　長距離は６、７位くらいでしたね。走った
後の冷えたスイカのおいしかったのをよく覚えて
いますよ。
浅見　山中湖にはヨット部なんかがいて、女の子
とチャラチャラやっているんで腹立ったなあ

（笑）。サッカー部の中にも山中湖で奥さんと出会
ったのがこの中にもいますけどね（中島苦笑）。
坪田　山中湖の合宿はタバコを吸ってはいけなか
ったので、合宿所に着く間際まで吸っていました
ね。合宿が終わるとすぐ吸いましたね。
藤井　岡野が練習着にトレンチコートを着て、タ
クシーで合宿所に乗り付けて、降りて来るや、や
おら洋モクに火をつけて一服したので、かっこい
いなあと思った記憶があります。
浅見　27年のリーグ戦の直前には更新館（農学部
横の旅館）で合宿を行いました。
中川　修学旅行生が入らなかったので、大変安い
値段で引き受けてくれました。３日間でしたか
ね。昼ごはんはここ（山上会館─当時は山上会議
所）でしたね。
折原　はっきり覚えていないけれど「蹴球行進

柴沼 明さん 坪田亜規良さん
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曲」というレコードがあって、更新館の玄関でか
けたら、リズムに合わせにくいんだけれども、エ
ビさんがそれに合わせてキックなんかのまねをし
て踊っていたことを覚えています。

素晴らしかった海老原主将

浅見　キャプテンの海老原さんのことを聞かせて
ください。
中川　それまで私のようなサッカー名門校出身で
はなかった者は肩身が狭かったんですよ。海老原
さんになってチームがすごく明るくなりました
ね。彼のリーダーシップは素晴らしかった。彼が
怒ったところを見たことはなかった。
坪田　エビさんはほとんど怒らないので、私が自
分が意識してしかり役をやった覚えがあります。
嫌なことを言わなくてはいけないと思ってやって
いました。あのころしかった方には申し訳ないで
す。
浅見　試合では坪田さんが私の後ろにいて、キッ
クミスをするとエビさんに怒られていたのを覚え
ています。「もっとしっかり蹴れー！」と。そし
たら坪田さんが私に「浅見ー、そんなこと言った
って蹴れないものは蹴れないよなあ」って言って
いましたね（笑）。
坪田　それはよく覚えていないけれど、エビさん
には「相手をフリーにさせるな」ということを徹
底的に言われましたね。体張って守れと。私たち

のころは有馬さん、横山さん、大貫さんなど先輩
たちがよく顔を出してくださって、その指導を受
けたわけですが、私は大学を卒業してから地方に
いたこともあって部には顔を出さなかったので、
後輩のみなさんに何もしてあげられなかったこと
を申し訳なく思っています。
岡野　藤本さんが御殿下でボールを蹴っているの
をエビさんが見て、入部を勧めていましたね。

藤本　私は左利きでしたので、両足とも蹴ること
が出来たからでしょう。
岡野　当時、両足とも蹴れるのは珍しかったです
よね。
浅見　リーグ戦は早稲田には引き分けたもののそ
の後全敗し、１分５敗で部創立以来の最下位とな
り、青山学院大との入れ替え戦が決定しました。
坪田　リーグ戦はどの試合も精根尽き果てて負け
たという感じではなく、試合が終わったら負けて
いたという感じで、集中力が少し欠けていました
ね。早稲田あたりは合宿していましたから、そう
いったところに比べたら練習は週に３回しかやっ
ていませんでしたし、理科系の人が多く、練習に
遅れて来たりしていましたから、集中しきれなか
った気がしますね。

楽勝だった初の入れ替え戦

浅見　青山学院大との入れ替え戦のとき、エビさ
んはじめ上級生はみな緊張しているように見えた
ので、１年生だった自分たちが頑張らなくてはと
思いました。
中島　私も、がんばろうぜと言った声が上ずって
いるように感じました。ＯＢが心配して見に来て
いましたね。小野さん（卓爾）の笛での試合でし
た。
柴沼兄　練習試合で勝っていた相手でしたので自
信はありましたね。
浅見　リーグの１部でもまれたのが良かったんだ
と思っています。２年前までは自動入れ替えで、
前年初めての入れ替え戦で教育大が残り、この年
が２回目でした。それまで早稲田と東大は１部で
最下位になったことはなく、２部に落ちたことは
ありませんでした。
中川　そんなに緊張はしてなかったんではないか
な。１部と２部では相当な差があったので勝てる
と思っていました。青山学院が強いとは思ってい
なかったので。
坪田　入れ替え戦になったことでＯＢに怒られま
したね。試合そのものは楽勝でしたけれども。
岡野　入れ替え戦の前にＯＢが激励会をしてくれ
たような気がしています。東大のサッカー部始ま
って以来の最下位というプレッシャーはあったけ
れども、負ける気は全くしませんでしたね。
中島　ＯＢが大勢来たのがプレッシャーでした。
いわゆる部史を汚したといったことが情けなかっ

中川 勉さん 岡野俊一郎さん
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たですね。前半に浅見からのパスを私が決め、２
点目は私からのパスを浅見が決めて、後半は楽に
プレーできました。

「大学日本一」への足どり

浅見　青山学院との入れ替え戦に４−０で勝った
あと、昭和28年１月に初めて行われた全国大学選
手権に、リーグ戦での悔しさを晴らそうと出場す
ることを決めたわけですが…。
中川　リーグ戦が終わったころは（11月末）まだ
正月の大会への出場は決まっていなかったと思い
ます。大会に出場しようという話が出たのは大会
開催が決まった直後だったでしょうか。
岡野　エビさんから入れ替え戦のあと、このチー
ムで「やろうぜ」という話が出たと思います。
坪田　リーグ戦終了後、そのまま「やるぞ」とい
う話が出たので、すぐに練習に入りました。
山本　リーグ戦前の骨折が治らず、残念ながらリ
ーグ戦も選手権も出場できませんでした。
浅見　大学選手権の直前に入部したのが西本です
よね。
西本　サッカーは高校時代からやっていたんだけ
れど、もう十分にやっていたので大学に入ってか
らはやろうとは思っていませんでした。それで27
年のリーグ戦の時にはまだ入部していませんでし
た。秋にあった新人戦のとき浅見から「11人いな
いから、お前入れ」と言われ、「ポジションはど
こでもいい」ということなのでその言葉に釣られ
て（笑）、「センターフォワードをやりたい」と言
って入部しました。新人戦は後にオリンピック選
手となった小沢や福原のいた教育大に負けて３位
でした。その流れで出場し、そのまま抜けられな
くなって続けていたら優勝してしまいました。当
時の東大は弱くなかったという印象があります。
浅見　最上級生の方々は優勝まで予想していまし

たか。
坪田　１戦１戦、必死でしたね。
浅見　当時、新聞の予想記事では「関西で１部に
昇格した京都学芸大が準々決勝で中央大に挑むの
が見ものだ」となっていて、「何だ、俺たちは１
回戦で負けると思われているのか」と思いまし
た。そして京都学芸大に５−１で勝ちました。
西本　簡単に勝ったよね。
中島　振り向きざまに１点入れた覚えがありま
す。岡野さんは？
岡野　第１戦、２戦は覚えていないんですよ。ピ
ッチに出て行ったら京都学芸大がトレーニング・
ウェアを上下そろえて出てきてすごいなと思いま
した。京都学芸大とはこのときのメンバーが中心
のチームと、昭和33年に藤枝で開催された天皇杯
でも当たりましたよね。
浅見　２回戦は東京医科大に９−０で勝ちまし
た。
岡野　点を入れた記憶がないんですよねえ。９点
も入れると記憶に残らないんですよ（笑）。
中島　何点か入れた記憶があります。この試合は
絵画館前のグラウンドで、泥んこだったと思いま
す。
浅見　準々決勝はリーグ戦で負けている中央大だ
ったが４−３の逆転勝利。１点目を岡野のシュー
トで先制したけれど、立て続けに３点決められて
逆転されています。
岡野　最初に相手が蹴ろうとしたボールを奪って
右足で右隅に蹴ってゴールしました。これでいけ
るのかなあと思っていたら立て続けに決められて
…。
浅見　１−３になったときには、リーグ戦と同じ
ように１−４になってしまうのかなあと思ってい
ました。２、３点目は岡野のアシストで西本が決
め、延長に入ってから４点目を西本のアシスト、
柴沼兄のシュートで中央に勝ちました。
西本　１点目は中央のバックが引きぎみになっ
て、右側からきたボールをヘディングしたらゴー
ル右隅に入った。振ったというよりチョンと当て
たという感じだった。
岡野　西本はヘディングをしないと思っていたの
でよく覚えている。２点目は左足インサイドだっ
たよね。
西本　終了直前にもシュートをしたのですが、惜
しくもバーを越してしまいました。それが入って

藤本鉄也さん 藤井和彦さん
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いればハットトリックでした。決勝点は反対側を
見たら柴沼兄がいたのでグラウンダーでパスをし
ました。
柴沼兄　この４点目のゴールが大学での私に唯一
の得点です。
岡野　中央大もリーグ戦と同じベストメンバーで
したけれども、１人だけそうじゃない人がいて、
そこからいくらでも抜くことが出来ました。リー
グでやられた中央にここで勝利したことでチーム
の意気があがって、優勝までたどり着くことが出
来たんだと思います。
中川　当時は交代のルールがなくてケガしてもそ
のまま同じ人が出ているしかなかったですよね。
岡野　ハーフタイムが５分きっかりで、ロスタイ
ムもありませんでしたね。ずっと１つのボールを
使うというルールでもあったので、遠くに蹴って
時間稼ぎをするというのが戦術の１つでしたね。
浅見　このときの中央大は当時１年生で、次の年
に早稲田に入り直した八重樫（茂生）が出ていな
かったので、これも大きかったですよね。
柴沼弟　私はフルバックで出場しました。原、エ
ビ、浅見、坪田、私の５人のバック陣は、リーグ
戦からずっと不動だったと思います。
浅見　準決勝は立教に１─０で勝ちましたが、柴
沼兄のアシストを岡野が決めています。
岡野　右からダイレクトに来たボールをキーパー
が出たところを蹴って入れました。今でも相手の
キーパーに「くやしい」と言われます。
柴沼兄　当時ノコさん（竹腰）に「スローインの

時に右足でポンとボールを浮かして、左足で蹴る
ようなことが出来てもいいぞ」と教えられ、練習
をしていて初めてその通りにプレーできました。
原が投げてくれたスローインからでした。
岡野　私はペナルティーエリアのちょっと前にい
ましたね。

坪田　勝ち進むごとに応援してくれる人や差し入
れが増えていって、レモンやショートケーキなん
かを差し入れてくれたのを覚えています。
浅見　当時、ハーフタイムの指示は特になかった
ですね。エビさんを中心に決めていて、わりと自
由でしたね。
岡野　怒られるのは負けた時「パンツが汚れてい
ない」と言って怒られましたね（笑）。
西本　よくＯＢが応援に来てくれて、試合中は特
に有馬さんの声がよく通って指示なんかが聞こえ
てきましたけれども、エビさんからは気にしない
で，どんどんやれと言われていました。

前半かなり押された決勝戦

浅見　決勝戦で早稲田に２−１で勝ち初優勝を飾
りました。先制点は柴沼兄のアシストを岡野が決
めていますね。
中島　１点目は前半15分くらいでした。前半は風
下で大変だったんですが、エビさんが相手ボール
をヘディングで何度も跳ね返してくれました。
柴沼兄　石井からボールが出てきて、それが僕と
相手選手（山路）の間に出たんですよ。それを取
りに行きましたが、私は相手の方がうまいと思っ
ていたから、ドリブルしながら「やられるかな
あ」と思っていたら、さっき誰かが言ったように
チームの勢いというか、相手が下がっていった。
ある意味で彼は安全策を取ってしまったんだよ
ね。で、ふと見たら岡野が見えるので岡野にグラ
ウンダーでパスして、岡野がゴールを決めてくれ
ました。
岡野　１人抜いて、あとはキーパーだけだったの
で右の隅に軽く蹴りました。
浅見　前半はかなり押されて必死になって守りま
したね。
柴沼兄　エビが「遠くへ蹴れー、大きく外に蹴れ
ー」とよく言ってましたよ。
浅見　それが東大の一つの戦術でしたね。
中島　１−０で踏ん張れたのが良かったんですよ
ね、前半をリードして終わったのが。
西本　風下で先に決めて、あとは大きく蹴って時
間を稼いでリードを守り抜いた。
浅見　後半は風上になって有利になったが、すぐ
に同点に追いつかれた。
柴沼兄　伯

はく

井
い

（早稲田）がダイビングヘッドをし
たよ。鮮やかなダイビングヘッドで同点にされた

柴沼 晋さん 中島 裕さん
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ね。のちに伯井に「あのダイビングヘッドはすご
かったよ」と話したら「そういう練習をしていた
んだよ」と言っていました。
坪田　その前に私が桑田に抜かれたというのがシ
ュートにつながりましたね。ヒョイとボールを浮
かしたと思ったら頭の上を抜かれてね。「やられ
た」と思った。
中島　エビさんが坪田さんを怒鳴っていました
ね。
岡野　桑田は湘南中の時からうまかったからね。
中学のとき、ここ（御殿下）で練習試合があった
とき、「おーい、こっちにボール寄こせー、俺の
相手はチビだからいくらでも抜けるぞー」と言わ
れたことがあり、あとでその話をしたら「そんな
こと言ったかなあ」と言ってました。そのとき私
は中学３年で桑田は５年生だったから、だいぶ体
格も違いましたからね。
坪田　当時の記事を見ると、早稲田の攻撃は左側
はよかったが右側が不発だったというような書き
方をしているけれども、私と浅見がしっかり守っ
たからかね？（笑）。

左なんかじゃ蹴れないよー

浅見　浦和で一緒だったレフトウイングの石田は
いい選手だったなあ。いま思うと早稲田もいいチ
ームでしたね。
中島　石田の方から攻められた記憶があります。
浅見　じゃあゴソ（柴沼弟）の側だ！（笑）。そ
して決勝点はゴソからのパスを岡野がゴールした
んですね。
柴沼弟　２点目は私がアシストしました。相手の
キーパーの蹴ったボールをハーフラインあたりで
キープして、前が空いていたのでドリブルしてゴ
ールライン近くまで進んで、岡野にパスしまし
た。当時は自分のポジションから勝手に動いては
いけなかったので、祝勝会のとき、ポジションか
ら離れて前に行ったことを怒られました。
浅見　新聞にはオウンゴールとなっていますが？
岡野　シュートがポストに当たって、フルバック
の青木がクリアしようと触ったけれども、そのま
ま入ったという感じでしたね。だから私のゴール
だと思っています。
浅見　では、ここでは岡野さんのゴールとしまし
ょう（笑）。２−１になってからは厳しい状況は
あまりなかったですよね。

岡野　後半、コーナーキックのボールを坪田さん
が右足で蹴ってまたコーナーキックにしたとき、
エビさんが坪田さんに「左で蹴れー」なんて言っ
ていたけれど、「左なんかで蹴れないよなー」って
坪田さんはコボしていました。
浅見　エビさんと坪田さんの間では、そういうや
りとりが結構ありましたよね。
岡野　有馬さんと篠島さんが「もっとせー（攻め
ろ）もっとせー（攻めろ）」と言っていたけれど
も、エビさんが「これ以上攻めると外へ出ちゃう
よなあ」と言っていました。
浅見　岡野さんと柴沼さん（弟）は友達とスキー
に行く約束をしていたんですよね。
岡野　ゴソ（柴沼弟）の附属時代の友達が２人、
それが神宮まで来て待っているわけだよ。負けた
ら行くはずだったのが勝ち続けたので、毎日スキ
ーを担いで神宮まで来ては帰っていましたね。大
会が終わってから菅平に行きました。
浅見　中川さんは決勝戦を見られましたか。
中川　当時は神宮競技場のロッカールームにはカ
ギがないので見張りをしなくてはいけなくて、決
勝戦を見るために代わりの人にお願いしていたの
だけれども、その人が試合を見に行ってしまった
ので、私が留守番をしていました。やっと交代で
きて最後の５分間だけ見られました。グラウンド
に行ったらちょうど日が傾き始めていて、岡野さ
んがコーナー付近でボールをキープして時間稼ぎ

をしているところで、「早く時間がたたないかな
あ」と思ったのを覚えています。

祝勝会の帰り１人で泣いた

浅見　戦い済んで祝勝会が大学近くの料亭「松好」
で行われました。
岡野　リーグ戦で最下位となって入れ替え戦をや
ったチームが、大学選手権で優勝するなんて素晴

折原一雄さん 浅見俊雄さん
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らしいことだったよね。「松好」からの帰りに御
殿下グラウンドを通ったときに涙が出てきたね。
浅見　私は高校と大学と正月に２年続けての優勝
だったから、２倍の感激でしたね。
中川　篠島さん（当時、三菱化成取締役）から同
じ三菱化成の松元さんを通して「松好でやるぞ」
といわれました。当時「松好」は学生が行けるよ
うなところではなかったですからね。費用は篠島
さんが全部もってくれました。
浅見　酔ったノコさんに１年生の私と西本が抱え
られていたんだよね、中島じゃあ重いから（笑）。
藤井　カップにビールを入れて、みなで回し飲み
をしたのを、とてもよく覚えています。未成年者
もいましたけれども…。
岡野　あのころは、大学に入れば酒もタバコも当
たり前だよ。
浅見　当時カップを天皇杯と呼んでいましたが。
折原　天皇杯と同じ規格のカップを協会が作った
ので、それを使ったのではないかと思うんです
よ。本物の天皇杯ではないが、形は一緒だったと
思います。その後、カップは私が家でしばらく預
かりました。
中川　天皇杯だと思っていたけどなあ。
藤井　翌年返還したときにカップを落とした覚え
があります。
中川　私は西本君が部をやめるというのを引きと
めたよ。
柴沼兄　みんな、よく帰れたなあと思いますね。
ベロンベロンになるまで飲んで、どうやって帰っ
たのか覚えていないくらいでしたね。帰ってコタ
ツに入って両親に「勝っちゃったよ」と話してい
たら涙が出てきましたね。
坪田　優勝して総長が喜んでくれたのが嬉しかっ
たですね。孫にせがまれて応援をしに来てくれた
という話を聞きました。

岡野　先輩の安氏さんは盛岡の映画館のニュース
映画で東大初優勝のシーンを見て、その場で立ち
上がって「バンザーイ」とやったそうです。
柴沼兄　優勝カップを持って総長室に行ったのは
エビさんと坪田だったと記憶してます。
藤井　決勝戦は出られなかったけれども、優勝バ
ックルをもらえたのが嬉しかったですね。きょう
は思い出の品を着けてきました。
中川　マネージャーだったので新聞記者とも付き
合いがあったのだけれど、記者たちが早稲田優勝
で予定稿を書いていて、夕刊には間に合ったはず
だったのに、東大が優勝してしまったので書き換
えるのが大変だったと言われましたね。
牛木　当時は夕刊の予定稿の活版を組んで置いと
いたんでしょう。

中川　誰も東大が優勝を
するなんて思ってなかっ
たんでしょうね。
浅見　岡野さんにとって
はあの大会での活躍がド
ルトムントにつながった
んですよね。（ドイツの
ドルトムントで開催され
た国際学生スポーツ週
間、現在のユニバーシア

ード。岡野はその遠征メンバーに選ばれた）
岡野　そうだと思います。

その時の主力で天皇杯３位

浅見　その後、その時の主力メンバーだった若い
ＯＢと現役選手で東大ＬＢとして昭和33年の天皇
杯に出場して３位になりました。
岡野　たまたま王子製紙が争議をやっているとこ
ろで、社員だったエビはメンバー表で新聞に名前
が出ると困ると言っていましたね。土曜から始ま
ってすぐに負けると思っていたのに勝ち進んだの
で、みんなあわてて会社に電話して休暇の工面を
してましたね。
浅見　昭和33年の前の31年にも出場しているんで
すが、私は埼玉で開催されたので、地元のチーム
で出場しました。
岡野　予選で早稲田と対戦したが、有馬さんが決
めて１−０で勝ち、本大会では高校出身者で編成
されたチームの新日鉄に１−６で負けました。
浅見　昭和32年は予選で敗退、33年は予選をＷＭ

牛木素吉郎さん 西本晃二さん

山本 修さん
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Ｗに２−１、古河には３−１、全立教は３−２で
破って、９月６日から９日まで藤枝で開催された
本大会に出場しました。私は予選の古河戦ではシ
ュートを決めたのですが、あのシュートは印象深
いです。後日、長沼さんにも平木さんにも「あの
ボレーシュートはすごかったねえ」と何回か言わ
れました。全立教戦では、藤本さんが折り返した
のを私がさらに折り返し、それを中島が決めて決
勝点となりました。あのころは古河はじめ予選で
対戦した３チームは強かったので、予選を勝つの
は大変でしたよね。
岡野　勝って本大会に出場することになったの
で、私がＬＢのユニホーム用に浅草橋の問屋街で
ライトブルーのシャツとストッキングなどを買っ
てきて、ＬＢというワッペンを付けて用意して、
それを着て出場しました。
浅見　本大会の１回戦は京都紫光クラブ（京都学
芸大のＯＢと現役のチーム。京都パープルサンガ
の前身）に延長の末３−２で勝ちました。
岡野　藤枝に着いたら９月だというのに、とてつ
もなく暑くて、まいっちゃいましたね。「十九万」
っていう以前は遊郭だった旅館に宿泊したんです
よね。１回戦の決勝点は中島ですよ。私が折り返
したのを入れたんですよ。
中島　覚えてないですね。

一つの時代が終わった感じ

浅見　この大会の参加メンバーは藤本、中島、岡
野、浅見、島田、原、海老原、柴沼（弟）のＯＢ
たちと、それに現役の服部、高田、長浜がレギュ
ラーで、控えに野沢、小山、そして監督兼ドクタ
ー兼控えのＧＫの岩動さん（ＯＢ）でした。２回
戦は東洋工業に１−０の勝ち。ＰＫの１点でし
た。岡野さんが蹴ろうとしたら竹腰が「浅見、蹴
れー」と言って。キーパーの下村さんの左手をか
すって入りました。準決勝は八幡に０−１での惜
敗でした。
牛木　このころは企業のチームが台頭し始めたこ
ろですね。八幡（のちの新日鉄八幡）なんかに絶
対に負けるなんて思っていなかったのが負けたわ
けだけれど、寺西忠成さんとかが高校生を育てて
強くなってきた時代だったんですね。天皇杯も大
学ＯＢチームと実業団との戦いになってきたころ
ですね。
中島　八幡には絶対負けるとは思っていなかった

けどなあ。もうひと踏ん張りしていれば決勝にい
けたんだけれどもね、少し悔しいですね。
浅見　３位決定戦は志太クラブに４−２で勝ちま
した。
岡野　志太クラブのＧＫは立石（東大昭和29年卒
業）だったんだけれど、この試合は東大が相手だ
から出ないと自分から出なかった。
浅見　最後にＰＫがあって、僕と島田がほとんど
得点王争いみたいに点を入れ合っていたので、

「俺が蹴る」「俺が蹴る」と言い合っていたとこ
ろ、岡野さんが「俺に蹴らせろ」と言って…。
岡野　前にＰＫを失敗したことがあるんでね。そ
したら原が「俺にも１点入れさせろ」といって蹴
ったんですよね。
浅見　藤枝はとても暑くて、まるでフライパンの
上で試合をやっているような感じでしたが、第２
試合で原さんがまいっちゃって、準決勝は小山が
ＦＷに入って僕が後ろに下がりました。
中島　ドクターの岩動さんが、売り出されたばか
りのアリナミンを持ってきて、何人か同じ針でお
しりに筋肉注射されましたね。あれは痛かった。
岡野さんは逃げまわって打たなかったけど。皆社
会人になっていたので休みとるのに苦労しました
よね、有給休暇なんかとりにくい時代でしたの
で。
浅見　あのとき、一つの時代が終わったと思いま
すが、これからの東大サッカーについて。
岡野　選手権優勝と天皇杯３位で、ある意味、東
大サッカーの一つの時代が終わったという感じで
すよね。
浅見　今の現役たちも頑張ってますよ、彼らなり
にね。
西本　サッカーはチームプレーだけれども、個人
で考えてやらないといけないスポーツだと思う。

「勝て！勝て！」というだけのサッカーは、サッ
カーを嫌いにさせてしまう。楽しいだけのサッカ
ーをやってもらいたいと思いますね。
中川　きょうは本当に懐かしい話ができてよかっ
た。最初は誰かわからなかったけれども、みんな
だんだんと昔の顔に戻ってきて、大変楽しかった
です。
──では、これで。本日はありがとうございまし
た。
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